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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　世界にひとつだけの石油

１バレル　　ボーイ・ミーツ・オイル

２バレル　　トライアングル・コンビナート

３バレル　　部屋とタンクローリーと石油

４バレル　　油膜の海で抱き締めて

５バレル　　石油王にも買えないもの

６バレル　　石油王は、石油に恋をしない

エピローグ　世界に一人だけのせきゆ
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プロローグ　世界にひとつだけの石油






　石油を──ピュッと。

　俺の嫁よめは、噴ふき出した。




「あぅ……また出ちゃいました……」

　ここは水族館。

　ペンギンの入っている巨大な水すい槽そうのガラスには、真っ黒で粘ねん性せいのある液体がべったりと付着している。

　そう、それは……石油。

　ガラスで覆おおわれていたおかげで、ペンギンにぶっかけてしまうという事態が避さけられたのは、不幸中の幸いだ。あやうく動物虐ぎやく待たいになるところだった。

「灯とう也や、すみません……私ってば、初めての水族館に興奮しちゃって……」

「まぁ確かに、地下深くには魚もペンギンもいないだろうしな」

　癖くせっ毛な自身の髪かみを撫なでつつ、地べたにぺたんと女の子座りした嫁を励はげます。

　超ちよう絶ぜつ目つきが悪いから、他に客がいたら俺が泣かせたと思われてただろうな。

　つくづく、水族館を貸し切りにしといてよかったぜ。自分が『石油王』なことに、心から感謝。

「で、でも私、めげませんっ！　なんたって今日は、灯也とのデートなんですからっ!!」

　そう言って、俺の嫁は小さくガッツポーズを決める。かわいい。

　長いまつ毛に彩いろどられた、ぱっちりと大きな瞳ひとみ。

　腰こし元もとに向かって流れ落ちる、黒こく褐かつ色しよくの髪。

　低めな身長にもかかわらず豊満なその胸は、身に纏まとった白いワンピースの中心で、その存在を主張している。

「あっ！　見てください、すっごい大きなマンタがいますっ!!　なんだか私、燃えてきましたっ!!　──って、あっ……また……」

　瞬しゆん間かん。

　背中から生えた、給油ポンプ状の羽根が、ぶるぶる震ふるえたかと思うと。

　ピュッと──再び石油が、中空を舞まった。

「あぅ……なんだか私、今日は石油を出してばっかり……恥はずかしい、です」

　真っ赤になった顔を覆い、もじもじと太ももをこすり合わせる。

　興奮すると、やっぱり石油が出ちゃうんだよな。俺の嫁って奴やつは。

　まぁ、仕方ないんだけど。

　だって彼女は──せきゆは、油あぶら天てん使しだから。

　俺が庭に掘ほった穴から出てきた、石油なんだから。







　そう、これは俺──水みず並なみ灯也と、油天使せきゆのストーリー。

　貧びん乏ぼう高校生が石油王になって、掘り出した石油の嫁と幸せに暮らす。







　そんな、ごくごくありふれた──ボーイ・ミーツ・オイルな物語だ。








１バレル　　ボーイ・ミーツ・オイル






　──あぁ。

　それにつけても、金が欲ほしい。




　目が覚めたら、枕まくら元もとに札束が置いてあるとか。

　ある日突とつ然ぜん、大だい富ふ豪ごうから多額の振ふり込みを受けるとか。

　そんな夢物語を求めるつもりはないんだ。

　ただ、少しだけ。

　ほんの少しだけ。

　健康で文化的な、最低限度の生活を営むだけの資金さえあれば、それでいい。

　そう願わずにはいられないほど……。




　我が家ときたら、マジですっからかんだ。
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「よっしゃあ！　石油掘り当てたぁ!!」

　真っ赤に染まった家計簿ぼを陰いん鬱うつな気分で見ていた俺──水みず並なみ灯とう也やは、そのバカでかい声によって現実へと引き戻もどされた。

　ぐしゃぐしゃと髪を撫でつつ、床ゆかに広げた家計簿から顔を上げる。

　大声の主はプレ○テのコントローラーを片手に立ち上がり、右手を天高くかかげていやがる。

「明あか莉り。ゲームなら静かにやれ」

「だって、石油王になったんだよ!?　この『人生逆転ゲーム』における、最強の職業！　アラビアンドリーム!!　にぃちゃん、これが盛り上がらずにいられる!?」

「壁かべが薄うすいんだよ、この家は。隣となりから壁ドンされちまうだろーが」

「……ぶぅ」

　頰ほおを膨ふくらませ、カーペットすら敷しいてない板間に座るのは、中学二年になる我が愚ぐ妹まい。

　俺とそっくりな、鋭するどすぎるつり目。

　俺とそっくりな、生まれつき茶色い髪。

　似てないのは、ツインテールなんてあざとい髪かみ型がたと、割と童顔なことくらいか。

　しま○らで買った安価なＴシャツに覆われた胸むな元もとは、栄養不足からか大変に質素だ。

「トーヤ。ソンナ難シイ顔、シナイ。スマイル、スマイル」

　明莉のプレイ相手をしていた俺の親友が、片言で言う。

　褐かつ色しよくの肌はだに、濃こいめのひげを生やした巨きよ漢かん。

　アラブらしい白い襟えり付きガウンの民族衣い装しように、首の後ろまで布が垂れたターバンみたいな頭ず巾きんをかぶっている。

　こいつは、アブラダ＝ホルトデル。

　掘ったら石油の出そうな名前と、石油王じみた見た目だが、これでもごく普ふ通つうのアラブ出身高校生だ。

「ワタシノ家モ、ソンナニ裕ゆう福ふくジャナイ。気ニシナイ、大事」

　アブラダは謙けん遜そんして、そう言うけれど。

　我が家の初代プ○ステもカセットもすべて、アブラダからのおさがりである。うちにこんなものを買う余裕、あるわけないからな。

　水並家の主食は、もやし。

　予算に余裕があれば、スーパーの五十％引きのタイミングを狙ねらって惣そう菜ざいを調達し。

　それでもお腹なかが空すいたときは、仕方ないから水道水をがぶ飲みしてごまかす。

　そんな生活を余よ儀ぎなくされてる俺たちからすれば、アブラダは十分に裕福だと思う。

「うっひゃあ！　石油王すっごい!!　見て見てにぃちゃん！　ルーレット回すたびに、億単位のお金が降ってくるよ!?」

　古びたブラウン管ＴＶを凝ぎよう視ししながら、明莉がよだれでも垂らさん勢いで叫さけぶ。

　たかがゲームだってのに、こんなに嬉うれしそうにしやがって……。

　俺は思わず涙なみだぐみながら、もやしが主成分の妹を見やる。

　──そもそも、なんでこんな貧びん乏ぼう暮ぐらしをしてるのかだって？

　そんなの、「親のせい」に決まってんだろ。




　小さい頃ころに両親が離り婚こんして以来、俺と明莉は親父おやじに育てられてきた。

　父子家庭で大変なこともあったけど、それなりに楽しくやってきたつもりだ。

　生活も成り立ってたし、なにより主食は白米だったし。

　それが一変したのは──忘れもしない、二年前の春のこと。

　俺が中学三年に進級した矢先、書き置き一枚を残して親父が蒸発した。

　会社をリストラされたのが原因なんだけど……子どもを置いて出て行くか、普通？

　しかもあのクソ親父は、とんでもないものを持って行きやがった。

　それは──我が家の預金通帳！

　そう。あの最低野や郎ろうは、子どもを捨てるだけでは飽あき足らず、全財産を持ち逃にげしやがったんだ!!

　……と、そんなこんなで。

　俺と明莉は現在、貧乏の極地みたいな生活を余儀なくされているわけである。




「ねぇ、にぃちゃん？　あとちょっとだけぇ、ゲームしてもいい？」

「ゲームは一日一時間って言ってんだろ。電気代が予算オーバーしたら、お前のお小こ遣づかい減らすからな」

「アブラダくんも来てるんだし、ロスタイム！　ロスタイム!!」

「却きやつ下か。ゲームの後はみんなで勉強するって約束だっただろ？　ほら明莉もアブラダも、一いつ緒しよに勉強しようぜ？」

　明莉のおねだりをバッサリ切り捨てて、俺はカバンから教科書とノートを取り出した。

　よーし、今日は数学から片付けるぞ！

「勉強！　そんなもん、宿題をパパッと済ませて終わりでいいじゃん」

「バカ言え。宿題だけじゃなく、予習・復習も欠かしちゃダメだ。そのこつこつとした積み上げで、公務員の夢が叶かなうかどうかが決まるんだからな」

　俺の毎日は、もはやテンプレと化している。

『学校に行く[image: →]ガソリンスタンドでバイトする[image: →]帰って勉強する[image: →]もやし食って寝ねる』

　……我ながら、高校二年生なのにストイックな生活だと思うよ？

　だけど、仕方ないだろ。すべては『人生逆転』のためなんだから。

　人生逆転。

　この貧乏暮らしを抜ぬけ出して、人生を変える方法──それは『公務員』になること！

　公務員はいいぞ？

　なんといっても、リストラがない。

　給きゆう与よは安定。ボーナスだって出る。おまけに残業がなくて、いつも定時帰りだ！

　こんな勝ち組人生、他にあるか!?

「公務員（笑）　あのさぁ。いつも言ってるけど、公務員はそんなに初任給高くないらしいよ？　激務の部署だと残業三ざん昧まいで、定時帰りとか何それおいしいの状態みたいだし。おまけに財政難な自治体だと、残業代もきちんと出ないってさ。ブラックとまでは言わないけど、グレーな仕事じゃん？」

　明莉が呆あきれたような顔で、肩かたをすくめる。

「そもそも、働いて稼かせごうという発想自体がどうかしてるね。仕事が忙いそがしけりゃ、稼いだお金を使う時間が取れない。そんなの本ほん末まつ転てん倒とうじゃん。働いたら負け。お金とは、楽して手に入れるためにある！」

「お前、この間もそんなこと言って、俺のバイト代をＦＸで溶とかしただろーが！　『未成年でも可』なんて、怪あやしい業者に引ひっ掛かかりやがって。そのせいで何日もやしが買えなかったと思ってんだ!!」

「ふん！　ＦＸとか、もはや時代遅おくれだね！　時代はそう──石油王!!」

　明莉がゲーム画面をビシッと指差し、えへんと胸を張る。

「石油があれば、なんでもできる。迷わず掘れよ。掘れば分かるさ、バカ野郎」

「バカ野郎はお前だ。夢みたいなこと言ってんじゃねぇぞ」

　いいか、明莉？

　人生ってのはな、堅けん実じつが一番なんだ。

　会社をクビになった挙げ句、夜よ逃にげした最低な親父を振り返ってみろ。

　職を失えば、金も未来も全部なくしちまうんだよ。

　家族すら平気で捨てられるほどに──人間として落ちぶれちまうんだよ。

　だからこその『公務員』。

　色々と言いたいことがあるのも分かるが、リストラがないってのは大きいんだって。

　やっぱり人生、安定性こそが神！

「だーかーら。堅実で安定してるってんなら、石油王の方がレベル高いっしょ？　一発当てれば、それだけで勝ち組確定なんだから。ああ、石油が欲しい！　もしくは、石油王に見み初そめられたいっ!!」

　俺の論説をバッサリと切り捨て、夢物語を主張し続ける明莉。

「そりゃあ俺だって、石油王と公務員で選んでいいよって言われたら、迷わず石油王になるっつーの」

「じゃあ頑がん張ばってよ。テストで百点取ってくるくらいなら、石油取ってきてよ」

「そんな簡単に見つからねぇから、石油は貴重なんだろうが！　いつまでも妄もう言げん吐はいてないで、いい加減お前もバイトしろ。俺の稼ぎだけじゃ、家計が赤字なんだよ」

「いつからあたしが働くと、錯さつ覚かくしていた？」

　なんだこいつ……。

「トーヤ。スマイル、スマイル」

　愚妹の暴言に頰をひくひくさせる俺に、アブラダがにっこりと微笑ほほえみかけてくる。

　柔にゆう和わな笑えみを浮うかべる俺の友人は、相変わらず石油王じみた外見をしていた。
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　それから三十分後。

　明莉があまりに駄だ々だをこねやがるもんだから、さすがの俺も根負け。

　三十分だけという約束のもと、三人で『栗太郎地下鉄くりてつ』をプレイしていた。

「よっしゃあ！　油田購こう入にゆうぅ!!」

「なっ!?　マジか!!」

「ついでに、アブラダくんにはキングビンボーつけて、亀かめ歩ほカードで一マスしか歩けなくしたから」

「オーマイガッ!!」

　えげつない戦法取りやがって。アブラダみたいに温おん厚こうな奴やつじゃなかったら、リアルファイトがはじまってるところだぞ。

　……と、まぁ盛り上がってるところ悪いが。

　三十分経たったので、俺は容よう赦しやなくゲームの電源を切る。

「あああああああああああ!?　あたしの油田がぁぁぁぁぁ!?」

　明莉が絶ぜつ叫きようしているが、当然のごとく無視。

「ジャア、勉強スルカ？　トーヤ」

「ん……あ、先にはじめててくれないか？　俺、庭の手入れしなきゃいけないんだった」

　家賃八千円のボロアパートだってのに、一階なもんだから、我が家には庭がある。

　最近バイトで忙しかったから荒あれるに任せてたんだけど、さすがに放置しすぎだと、大家から苦情が入ったのがつい先日。

　一度は明莉にお願いしたんだが、「で、諭ゆ吉きちは何人？」とか言い出したから、戦力外通告を出した。マジであいつ、金のことしか考えちゃいねぇ。

　てなわけで、俺は草取りをするべく、ゴム手て袋ぶくろを着用して庭に降りた。

　ゴミ捨て場で拾ってきたスコップを使って、草を根っこから取り除いていく。

「にぃちゃん！」

　そうして作業に集中していると、背後から明莉が声を掛けてきた。

　おお！　ようやくにぃちゃんの手伝いをする気になってくれたか、妹よ。

　俺は顔をほころばせながら、明莉の方を振ふり返った。

　そこにドヤッと立っていたのは──両手に針金を構えた我が愚ぐ妹まい。

「……何それ？」

「決まってんじゃん。ダウジングロッドだよ」

　当たり前みたいにそう言うと、明莉はサンダルを履はいて、ひょいと庭に降りてきた。

　そして、ダウジングロッドとやらをまっすぐ前に向けて、うろうろ歩き回りはじめる。

「何やってんだ、お前は」

「だから、決まってんじゃん。ダウジングで石油を見つけるんだよ。もしここで石油が湧わき出れば、一いつ攫かく千せん金きん！　明日あしたからは白米大盛りだよ!!」

　出ねーよ。

　仮に出たとしても、大家さんの資産になるだろ。常識的に考えて。

「アカリ、ファイト！　応おう援えん、シテイル」

「ありがと、アブラダくん。あたし絶対、このダウジングで石油王になってみせるから」

　相変わらず優やさしいな、アブラダは。

　でもできれば、こいつを調子に乗らせないでくれるとありがたいんだけどな。

「……お？」

　なんて、辟へき易えきしながら明莉を見ていると。

　ぐいーっと──二本のダウジングロッドが、横に開いた。

「うおおおおおおっ！　来たっ！　来たよ、にぃちゃん!!」

　明莉は興奮気味にダウジングロッドを放ほうり投げると、足元を指差した。

「ほら、にぃちゃん！　ここ掘ほれ、わんわん!!」

「なんで俺なんだよ。自分でやれよ」

「あたしってほら、小こ銭ぜにより重いものは持てない、非力な身体からだじゃん？」

　プレ○テのコントローラーの方が重いと思うよ。

「にぃちゃんの手は、なんのためについてるの？」

「少なくとも、あるはずもない石油を掘るためじゃねぇな」

「ワタシガ、掘ルカ？　トーヤニモ、アカリニモ、イツモ世話ニナッテル」

「さっすがアブラダくん！　男気っていうか、アラブ気に溢あふれてるね!!」

「客人に何させようとしてんだ、お前は！　アブラダ、このバカを甘やかさないでくれ」

「ダケド、アカリ、カワイソウ」

「そーだ、そーだ！　アブラダくんにやらせたくなけりゃ、にぃちゃんが掘れー!!」

　ガイアが俺に、穴を掘れと囁ささやいている。

「ったく。アブラダにやらせるわけにはいかないし……ちょっとだけだからな」

　嘆たん息そくしつつ、俺は小さなスコップを片手に、庭を掘りはじめる。

　わくわくという声が聞こえてきそうなほど、瞳ひとみを輝かがやかせている明莉。

　いや、期待してるところ悪いけどさ。どうせなんも出てこないって。

　千葉県の町中で、石油が噴ふき出してる光景が想像できるか？　俺にはできないね。

　まぁこれに懲こりたら、石油王なんてバカな夢を見るのはやめるこったな。

　そんなことを考えつつ、穴を掘っていくと。

　……出た。

　いや、まさかとは思ったんだけどさ。

　出ちゃったよ。

　なんの変へん哲てつも無い、このボロアパートの庭から。




　────人の手が。




「…………」

　俺はスコップをカランと落とし、その場に膝ひざをついた。

　脚あしはガクガク、肩はブルブル。

「えっ、えっ!?　にぃちゃん、何それ!?」
















　そんなの、俺が聞きてぇよ。

　石油を掘ろうとして、死体を掘り起こしちゃったってのか？

　悪夢みたいなその光景に、俺はただただ啞あ然ぜんとする。

　事故物件……だよな？　警察が来て捜そう査さしたりするよな多分。っていうか第一発見者の俺が疑われたりとかすんのか？　冗じよう談だんじゃねぇぞ。取り調べで学校の授業が遅おくれたらどうすんだよ。公務員への道が遠ざかっちまう。バイトだって休んだらもやしが買えな──。

「…………てぇ」

　そんな、俺の思考のループを断たち切るように。

　聞き覚えのない声が、庭に響ひびいた。

　そして──もぞもぞと。

　土から一本だけ飛び出した真っ白な手が……動きはじめる。

「うわあああああああああ!?」

　その場に尻しりもちをついて、俺はそのデンジャラスなゾンビから後ずさる。

　勘かん弁べんしてくれよ。我が家には引ひっ越こす資金なんて、一円たりとも──。




「…………出してぇ！　ここから出してぇー!!」




「……はい？」

　なんかゾンビが喋しやべったぞ？

　いや待てよ。喋ってるんだし、ひょっとしたらゾンビじゃないのかもしれない。

　ってことはこの人、まだ息がある……？

「待ってろ！　今、助けるからな!!」

　俺は小さなスコップを振り上げ、慌あわててその手の周りを掘り起こしはじめた。

「ワタシモ、手伝ウ！」

　そう言って、アブラダは素す手でで土を搔かき分けていく。

　ありがとう！　やっぱりお前は最高の友達だな!!

「あたしは、応援してる！」

　そう言って、明莉は腕うでを振り上げ、「フレーフレー」とやる気のない声を上げる。

　ふざけんな！　やっぱりお前は最低の妹だな!!







　────かくして。

　我が家の庭に埋うまっていた女の子は、無事救出された。

　明莉が手て渡わたしたタオルで顔や服の泥どろを落としつつ、少女はぺこりと頭を下げる。

「ありがとうございます、死ぬかと思いましたっ！」

　いや、普ふ通つう死んでたと思うよ？

「あたしのダウジングがなければ、まぁ死んでたよね」

　右手で『○』のサインを作って、頭を下げたままの少女に金銭的な要求をする明莉。お前、思ってた以上にクズだよね。

「そうなんですかっ!?　それではありがとう増し増しですっ!!」

「誠意ってね、形で示すものなんだよ？」

　俺は思いっきりよく、明莉の頭をはたく。

「あいたっ！　何すんのよにぃちゃん。これはチャンスなんだよ？　石油じゃなかったのは残念だけど、命を助けた報ほう酬しゆうは大きいわ。特にこの子、めっちゃかわいいじゃん？　いくらでもお金にな──」

　俺は勢いをつけて、明莉の頭をはたく。さすがの明莉も、これには頭を押さえて悶もん絶ぜつ。

　ったく、「かわいいから金になる」ってなんだよ。

　我が妹ながら、何考えてんだか分かんねぇな。

　そんなことを思っていると──少女がおもむろに、顔を上げた。

「……は？」

　つい変な声が出てしまう。

　そうならざるをえないほど──泥を落とした彼女は、絶世の美少女だった。

　吸い込まれそうなほど大きな瞳。その輪りん郭かくを縁ふち取どる長いまつ毛。はっきりとした顔立ちに映はえる黒こく褐かつ色しよくのさらさらヘアは、腰こし元もとまでまっすぐ伸のびている。髪かみ色と対照的な白いワンピースが、目に眩まぶしい。

　長い手足は華きや奢しやで、触ふれたら折れてしまいそうなほど。だけどそんな手足とは裏腹に、胸むな元もとはその弾だん力りよく性を強調している。そんなに背が高くないからこそ、その大きさが際きわ立だって見える。っていうか、無意識に見てしまう。

「あれ？　私、なんか変ですか？」

　少女が小首をかしげて言う。

　やべっ、つい見とれちまってた。

　俺は慌てて視線を逸そらす。

「うーん。やっぱり『人間の方』とは、なんか違ちがって見えるんですかね？　自分ではあまり変わらないと思ってたんですけど」

　──うん？

　今、『人間の方』って言いました？

「なんかその言い方、まるで自分が人間じゃないみたいじゃん？」

　俺の気持ちを代弁するように、明莉が呟つぶやいた。

　その言葉に「はいっ！」と元気よく返事をして、少女はにっこり笑う。

「私は人間じゃなくって、天使ですっ!!」

「はい？」

　何言ってんだこの子。

　思わず眉まゆをひそめる俺に向かって──少女は背中の羽根を、勢いよく広げた。

　……と思ったら、それは羽根じゃなかった。

　給油ポンプだ。

　ガソリンスタンドに置いてある、例のあれ。あれがなんか知らんが、背中から生えてる。

「こんにちはっ！　私はせきゆ。油あぶら天てん使しの、せきゆですっ!!」

　少女──せきゆは、満面の笑えみでそう言い放った。

　なるほど。




　────さっぱり分からん。
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　取りあえず庭先で話すのもなんなので、せきゆと名乗る少女には、部屋の中に入ってもらうことにした。

　椅い子すも食しよく卓たくもないので、板間にじかに座る俺たち四人。

　本当はお茶でも出した方がいいんだろうけど、あいにく我が家にはお茶っ葉などない。

　俺はこほんと咳せき払ばらいをして、思いきって少女に話し掛かける。

「えっと……せきゆさん？」

「せきゆって、呼び捨てでいいですよっ！　『ユデン』のみんなもそう呼んでたので、『さん』付けはなんだかくすぐったいです!!」

「油田？」

「『ユデン』です。油天国の」

　喋るたびに知らない固有名詞出すの、やめてくれないかな。

「油天国って何？　さっきは油天使とかとも言ってたけど……」

「ああ、そうですよね！　人間界じゃあ、油天使はポピュラーじゃないですもんねっ!!」

　ポンと手を打ち鳴らすせきゆ。いちいち所作がかわいい。

「私は油天使。石油を司つかさどる女め神がみアブラディーテ様に仕える、石油の化け身しんです。普通の天使は天国に住んでいますが、私たちはアブラディーテ様が地中に創造された、油天国『ユデン』に住んでいます。やっぱり化石燃料は、土に埋まっててこそですからねっ！」

　天なのか地なのか、よく分かんねぇな。その『ユデン』とかってやつ。

「だけど、まさか『界面』を越えた先が地中だとは思わなかったので、ほんと死ぬかと思いましたっ！　親切な人間の方々に出会えて、私ってば超ちようラッキー!!」

　目をぎゅっと瞑つぶって、Ｖサイン。

　と思ったら、ハッと目を見開いて口元に手を当てる。ころころと表情の変わる子だな。

「っていうか、私ひょっとして、人間の皆みなさんとお話ししちゃってます？」

「まぁ一応、俺も人間だな」

「うわぁ……熱いですっ！　願っていた夢が、こんなに早々に叶かなっちゃうとか!!　私、嬉うれしくって嬉しくって……あっ」

　瞬しゆん間かん。

　背中から生えた給油ポンプ羽根が、ピクンと震ふるえたかと思うと。

　────ピュッと。

　真っ黒な粘ねん性せいのある液体が、板間に向かって噴ふん出しゆつされた。

「あぅ……出ちゃいました……」

　脚あしの付け根に手を当てて、もじもじするせきゆ。俯うつむき気味の顔は、リンゴみたいに真っ赤になっている。

　そんなせきゆをよそに、明莉はその黒い粘ねばっこい何かを、指ですくう。

「ぺろっ。こ、これは……石油!?」

　いやいや。石油の味なんて知らねぇだろ、お前。

　まぁ、明莉の適当な発言はともかくとしてだ──。

　この色。このドロッとした感じ。そしてこの匂におい。

　ガソリンスタンドでバイトをしている俺の直感が、告げている。

　確かにこれは──紛まぎれもない石油だと。

「ごめんなさい、床ゆかを汚よごしちゃって……」

「気にしないでよ、こんな安賃貸物件！　むしろもっと出して!!　すっきりするまで、思いっきり!!」

「あぅぅ……そんな恥はずかしいこと、できませんっ!!」

　肩かたをガシッと摑つかんで懇こん願がんする明莉に向かって、せきゆは赤面したままブンブン首を振ふる。

「ジャパニーズ・オイルガール……日本、不思議ナ国ダ」

　アブラダが神しん妙みような顔で呟く。

　なんか納なつ得とくしてるところ悪いけど、これ日本のスタンダードじゃないからな？

「と、とにかくっ！　これで私が油天使だってこと、信じてもらえました？」

　明莉を振りほどき、せきゆは上うわ目め遣づかいに俺たちを見てくる。

「まぁこんなの見ちゃったら、信じざるをえないよね。にぃちゃん？」

「油天使だとか油天国だとか、よく分かんねぇけど……人間業わざじゃないのは確かだな」

　だけど……と、俺は言葉を続ける。

「その油天使とやらが、何しに人間界なんかに来たんだよ？」

「よくぞ聞いてくれましたっ！」

　両りよう腕うででガッツポーズを取ったかと思うと、せきゆはふっと遠い目をする。

「……私は、普通の天使みたいになりたいんです。油天使じゃなくって」

「天使と油天使って、そんなに違うのか？」

「そりゃあもう。天と地ほどの差があります」

　立地的な話？

「あれはそう、数日前のことでした」

　そしてせきゆは、滔とう々とうと語りはじめる。

　なんでも、天国にいる普通の天使が『ユデン』に視察に来たんだとか。

　天使は元々、油天使のことを下に見ているらしく、小バカにしたような物言いも少なくないらしい。

　その中でも、せきゆがカチンときたのが──この発言。




　──えー、マジで愛を振りまいてないの!?

　──愛を振りまかなくて許されるのは、堕だ天てん使しだけだよねー。

　──キャハハハハ!!




「……なぁ。それ、本当に天使の発言なの？　すげぇ悪人っぽいんだけど」

「連中は、人間の前だと天使の皮をかぶっているんです。だけど中身は、正しよう真しん正しよう銘めいの悪あく魔まなんですよっ！」

「え、悪魔なの？」

「いえ、天使です。物のたとえってやつですっ」

　分かりにくいよ、そのたとえ。

「まぁそんな、悪魔な天使たちですけど……人間に対して、愛を振りまいているのは噓うそじゃないんですよ。それに比べて油天使は、『ユデン』で油を売ってるばかり」

「油売ってんの？」

「だから、物のたとえですってば。遊んで暮らしてるってことですっ！」

　もうちょっと言葉のチョイス、どうにかできない？

　それともオイリアンジョーク的な何かなの？

「私、悔くやしいんです。油天使に生まれたってだけで、こんなに見くびられてるってことが。私だって人間と接すれば、普ふ通つうの天使と同じように振る舞まえるはずなんですっ！　天国の場所こそ違うけど、神様の遣いであるということに代わりはないんですからっ。なのに、なのに、あの悪魔天使たちは……っ！」

「それで地上に出てきたっていうのか？」

「はいっ！」

　ギュッと唇くちびるを嚙かんで。

　瞳ひとみに炎ほのおを宿して。

　火の点ついた石油のように熱く──せきゆは告げた。

「私は石油を振りまくんじゃなくって、愛を人間に振りまく……そんな天使になりたい。いいえ、なってみせますっ!!」
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「……せきゆ……せきゆ……それはダメですわ……」

　せきゆが燃える決意を表明した矢先。

　遠くからなんか、変な声が聞こえてきた。

「トーヤ！　アソコダ!!」

　アブラダがただでさえ険しい顔を険しくして、庭先を指差した。

　そこにあるのは、さっきせきゆを掘ほり出した穴。

　その穴の中から、何やら白い光が溢あふれ出ている。

「にぃちゃん！　なんか出てくるよ!!」

　明莉が叫さけんだのと、ほぼ同時。

　真白に煌きらめく球体が飛び上がったかと思うと──ガシャン!!

　我が家の窓ガラスをぶち破って、室内に入ってきやがった。

「い、いやあああああああああ!?」

「うわあああああああああああ!?」

　明莉と俺は、揃そろって絶ぜつ叫きようする。

　どうしてくれんだよガラス代!?　何食分すると思ってんだ!?

　半ばパニックに陥おちいっている俺たち兄妹きようだいをよそに、光の球体が縦に伸のびていく。

　そして──まばゆい光を放つ、一人の女性へと姿を変えた。

「せきゆ。今すぐ『ユデン』に帰るのですわ」

「アブラディーテ様!?」

　せきゆが驚きよう愕がくの表情で声を上げる。

　アブラディーテ？　さっき言ってた、石油の女神とかって奴やつか？

　緩ゆるやかなウェーブを描えがく黒くろ髪かみロングヘアに、恐おそろしいほど均整の取れた顔立ち。

　光り輝かがやくようなその顔は、なるほど女神と呼ぶにふさわしい。

　────顔だけは。

「……何、その格好？」

　女神アブラディーテは、顔から下がすっぽりと収まっていた。

　巨きよ大だいなドラム缶かんに。

「あら。だってわたくし、石油の女神ですもの。石油の象しよう徴ちようたるドラム缶に籠こもるのは、当然のこと。我が義理の友達・アフロディーテだって、貝かい殻がらに入ってるところを描かれてますわ」

「貝殻に乗ってるだけだよな、アフロディーテの絵って」

「義理の友達って、ただの他人じゃん？」

　ドラム缶から顔だけ出した女神様を見ながら、俺と明莉はひそひそ言いあう。

　アブラダは後ろで、「クレイジー芸者ガール……」とか呟つぶやいてる。

　確かにクレイジーだけど、芸者は関係ねぇぞ。芸者に失礼だ。

「アブラディーテ様……どうしてここに？」

　せきゆが強こわ張ばった表情で、絞しぼり出すように言った。

　怪かい奇きドラム缶女は顔の横から手を出すと、人差し指を立てて眉まゆをひそめる。

「せきゆ。めっ、ですわよ？　油天使には、人間と決して関かかわってはいけないという『プラスチックの掟おきて』がありますわ」

　なんだよその、へにゃへにゃに曲がりそうな掟。

「それは……知ってます」

「だったら帰りますわ。今ならまだ、お咎とがめなしにしますわよ」

「……いやです」

　せきゆはキッと、アブラディーテｉｎドラム缶を睨にらみつける。

「納得いきませんっ！　誰だれがそんな掟を決めたんですかっ!?」

「わたくしですわ」

「なんで天使はよくって、油天使はダメなんですかっ!?　どうしてそんな掟があるんですか!!」

「なんでって……それは、こう……あれですの。あの……とにかく、あれですわ」

　ほーら、へにゃったー。プラスチック曲がったー。

「そんなの、納得できるわけないじゃないですかっ！」

　当然の主張をするせきゆ。

「どうしてもです？」

「どうしてもですっ！　私は天使みたいに、人間の皆みなさんに愛を振りまきたいんですっ」

「じゃあ──仕方ありませんわ」

　アブラディーテは嘆たん息そくし、悲しげに微笑ほほえんだ。

　そして、顔の横から右手をひょこっと出す。

　その手に握にぎられているのは──給油ポンプの先せん端たん部分みたいな形の、一丁の銃じゆう。

「禁を破るとなれば、月に代わってお仕置きだべー、ですわ。プラスチックの掟に従って、この銃を使い──あなたを『廃はい油ゆ』にするか、出会った人間を『マーガリン』に変えるか、どちらかを選ばねばなりませんわ」

　えっ、マーガリン!?　なんで俺たちがパンに塗ぬられないといけねぇんだよ。

　動どう揺ようする俺を尻しり目めに、アブラディーテは急に真ま面じ目めな顔になる。

「せきゆ。わたくしはあなたを……いいえ。油天使みんなを、愛しています。だからあなたを、『廃油』になんて……したくないですわ」

「……アブラディーテ様」

「ですので」

　石油の女神は、再びにっこりと微笑んだ。

　銃を──俺たちに向けながら。

「人間の方を、『マーガリン』にしますわ。けってーい☆」

「なんでやねん！」

「待って！　やるならにぃちゃんだけにして！　あたしは関係ないよ!!」

「なんでやねん！」

　ちくしょう！　この女神も俺の妹も、どうかしてやがる!!

「トーヤ、ヤラセナイ。ヤルナラ、ワタシヲ、ヤレ！」

　俺の前に立ちはだかるアブラダ。

　え、何お前、超ちようかっこよくない？　俺が女だったら、即そく抱だかれてるレベルだよ？

　…………だけど。

　あいにく俺は、男なんでな。

「下がってな、アブラダ。あと、明莉も」

　俺はアブラダを押しのけ、アブラディーテの前に出る。

「トーヤ!?」

「何が起きてんだかさっぱりだけどよ……この石油騒そう動どうは、うちの庭から出た問題だ。だったら──家長である俺が、責任取るしかねぇだろうが。俺が時間稼かせいでるから、とっとと逃にげろ二人とも!!」

「にぃちゃん！　お金もったいないから、葬そう式しきはしなくてもいい!?」

「そんなの当たり前だろ。墓もいらねぇ。ただ、たんすの裏にある俺の秘密の本だけは、袋ふくろから出さずに燃やしてくれ。約束だ」

　あばよ、明莉。楽しかったぜ、アブラダ。

「ではでは、まずはあなたから──『マーガリン』に、なっちゃえー☆」

「待ってくださいっ!!」

　アブラディーテがまさに引き金を引こうとした瞬しゆん間かん──せきゆが、俺の前に躍おどり出た。

「こんなプラスチックの掟、絶対おかしいです！　私は、人間と油天使のパイプラインになりたくて、ここに来ました!!　なのに、ひどいです！　もういいです！　私、油天使辞やめる!!」

「せきゆ。そんなこと、できるわけが……」

「いや！　今すぐ辞めたい!!　油天使なんて今すぐ辞めて──」

　ギュッ。

　せきゆは俺の腕うでに、思いきりよく抱きついた。

　ぽよんと柔やわらかい、油の詰つまった胸の感かん触しよくが、ダイレクトアタックしてくる。

「私は、普通の天使になりますっ！　この方に愛と幸せをもたらす……エコロジーな天使になってみせます!!」

「え、俺？」

「お友達や妹さんのために、命を賭かけるその姿……熱いですっ！　そんな優やさしくて熱いあなたに、私は惚ほれ込みました!!　もう掟とか油とか、そんなの関係ないっ！　あなたに世界一の愛を与あたえたい……あなたの、天使になりたいです」

「せきゆ！　いい加減に……っ！」

「あのさぁ。女め神がみのお姉さん？」

　銃を持つ手を震ふるわせる女神に向かって、明莉があっけらかんと言い放った。

「その掟ってさぁ、要は無関係な人間に正体を知られちゃダメとか、そういうありがちな理由だったりする？」

「さぁ……それは……あれ、ですわ」

「覚えてないんなら、取りあえずそういうことにしといてよ。でさ、そういうパターンってことなら……ひとつだけ、解決方法があるじゃん？」

「な、なんですかそれ!?　そんな方法があるなら、教えてほしいですっ!!」

　懇こん願がんするせきゆにニヤッと、いやらしい笑いを返す明莉。

　知ってる。こいつがこういう顔をするのは、なんかろくでもないことを思いついたときだ。

「簡単だよ。せきゆちゃんが、にぃちゃんのお嫁よめさんになるんだよ」

「はぁ!?」

　何を言い出すんだこいつは。

「私が、えっと……灯也さんの、お嫁さんに？」

「そ。親族になっちゃえば、にぃちゃんもあたしも『無関係』じゃなくなるでしょ？　アブラダくんはほら、石油関係者っぽい見た目だから、顔パスで。はい、論破」

「な……なるほどっ！」

「それに、愛を振ふりまくんなら、夫ふう婦ふになっちゃった方がいいっしょ？　人間と油天使のパイプラインにもなれる。パイプインもできる。ほら、いいこと尽ずくめじゃん？」

　パイプインは関係ないだろ、いい加減にしろ!!

「素す晴ばらしいです！　それでは灯也さん……わ、私を……お嫁さんにしてくださいっ!!」

「即決すぎるだろ、待て待て！　明莉、お前一体どういうつも──」

「にぃちゃん、ちょっとこっち来て」

　わけの分からん理り屈くつをこねたかと思えば、今度はこそこそ手招きしはじめやがった。

　何考えてんだ、このバカ妹は。

「……いい？　にぃちゃん」

　俺の耳に口を近づけて、明莉は囁ささやくように告げる。

「せきゆちゃんはね、石油が出せるんだよ？　その夫はなんになる？　そうだよ、『石油王』だよ。にいちゃんはせきゆちゃんと結けつ婚こんすることで、石油王になれるの。そしてあたしは、石油王の妹に！」

　……想像以上に、ゲスな話だった。
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「さぁ、にぃちゃん。決断のときだよ。せきゆちゃんと結婚して、石油王になってよ！」

「いや、あのさ。その考えはいくらなんでもどうかと……」

「四の五の言える立場じゃないでしょ、あたしら？　だってこの交こう渉しように失敗したら、マーガリンになるんだよ？　なんなの？　給食に出されたいの、にぃちゃん？」

「いや、そりゃそうだけどさ……」

「……ごめんなさい。灯也さん」

　俺と明莉がごにょごにょやってると、せきゆがぽつりと呟くように言った。

　そこにあるのは、今にも泣き出しそうな笑顔。

「そうですよね。こんな油っぽい子、いやに決まってますよね？　灯也さんにだって、選ぶ権利はありますもんね？　ごめんなさい。石油のくせに、タンカーじゃなくて調子に乗っちゃって」

「せきゆ……」

「アブラディーテ様。どうか、この人たちは助けてあげてください。プラスチックの掟に従って……私が、『廃油』になりますからっ!!」

「……油天使が『廃油』になるということが、どういうことか分かっていますか？　言葉では言い表せないあれな感じになって、あれされて、あれあれと……」

「あれですよね。あれは……正直、怖こわいですけど。無関係な人間を巻き込むなんて、天使らしくないから。私は……あれを、受け入れます」

　指示語だけで話すなよ、全然分かんねぇよ。

　分かんねぇけど……せきゆが、俺たちのために。

　何かを覚かく悟ごしていることだけは、分かった。

「──承知しましたわ」

　ドラム缶かんの中で逡しゆん巡じゆんしていた女神は、やがて何かを諦あきらめたように顔を引き締しめた。

「それでは、油天使せきゆ。プラスチックの掟に従い、石油の女神であるこのアブラディーテが……あなたを、『廃油』にしますわ」

　せきゆに向けられる、一丁の給油ポンプ的な銃。

　そしてゆっくりと、その引き金が引かれ──。

「……させるかよっ！」

　瞬間──俺は飛び出した。

　そして、目の前にある巨きよ大だいなドラム缶を……思いきりよく蹴けっ飛とばす。

「なっ!?　なんですのぉぉぉぉ!?」

　バランスを崩くずしたアブラディーテは、横よこ倒だおしになったかと思うと、ドラム缶の原理に従ってごろごろ壁かべ際ぎわへと転がっていった。

　そんな情けない女神目め掛がけて。

　俺はきっぱりと──言い放つ。




「俺が……俺が、せきゆの夫になる！」




「えっ……と、灯也さん？」

　真横に立ち尽つくしていたせきゆが、ぽかんと口を開けた。

　潤うるんだ瞳ひとみ。紅潮した頰ほお。肩かた越ごしに流れ落ちる、艶つややかな黒こく褐かつ色しよくの髪かみ。

　この世のものとは思えないその美少女の肩に──ポンと手を置いて。

「俺と結婚してくれ。せきゆ」

「で、でもっ。私は油天使──石油の塊かたまりですよ？」
















「ああ、そうだな」

「普ふ通つうの女の子じゃ、ないんですよ!?」

「それも、そうだな」

「じゃあ、私なんかを、どうして……っ？」

「自分の身を危険に晒さらしてでも、お前は俺たちを護まもろうとしてくれた。そんな優しい天使を見殺しにできるかよ。俺は貧びん乏ぼうだけど、心まで貧しくなった覚えはねぇ。それに──」

　一呼吸置いて。

　恥はずかしいので、自分の口元を手で隠かくして。

「……お前は俺に、世界一の愛を与えてくれるんだろ？　そんな男おとこ冥みよう利りに尽きるプロポーズをされて、断るなんて男がすたるぜ」

「灯也……さん……っ！」

　嗚お咽えつを漏もらしていたせきゆが、堪たまらなくなったのか──俺の胸に飛び込んでくる。

　ははっ。なんで泣いてんだよ、せきゆ。ほら、その透とう明めいな液体を拭ぬぐいなって。

　涙なみだなんだか灯油なんだか、分かりやしねぇ。

「私──絶対に世界一、あなたを幸せにしますっ！」

　俺の胸に手を当てたまま、せきゆは上うわ目め遣づかいに俺を見て、そう宣言する。

「石油もちょっと出しちゃうかもだけど……負けないくらいいっぱいの愛を、絶対絶対あげるからっ!!」

「石油はいっぱい出していいよ、せきゆちゃん！」

　明莉、お前はちょっと黙だまってろ。マジで。

「せきゆ……あなた、本気で人間と油天使の、パイプラインになるというのですか？」

　横倒しになったまま、アブラディーテが困こん惑わくの表情を浮かべる。

　そんな情けない姿の女神に向かって、せきゆは大きく頷うなずいた。

「人間と油天使は、水と油のようなもの。住む世界も文化もまるで違ちがいますわ。この摩ま擦さつが大きい二つの世界の──『潤じゆん滑かつ油ゆ』になると、そう言っているのですか？　二人とも」

　ごめん、何言ってんだかさっぱり理解不能だ。

　だけど要は、「せきゆと結婚する覚悟があるか？」ってことだろ？

　だったら俺は──頷くことしかできねぇな。

「灯也さん……ありがとう」

　せきゆは泣き笑いな顔で俺を見て、深々と頭を下げた。

「だったら──まぁ、いいですわ」

　俺たち二人の決意を見たアブラディーテは、割とあっさり言う。

「プラスチックの掟おきては、きっと何か意味があって作ったはず。何かよくないことが起こらないとも限りません。でも、起きないかもしれません。そこはほら、『神のみぞ知る』ってやつですわ」

　当の神様が、一番知らないじゃねぇか。

「それにわたくし──恥ずかしながら、感動しましたわ。二つの世界の『潤滑油』になると誓ちかい、契ちぎりを結んだあなたたちに。そこに水を差すなんて、油らしくないですわ」

「アブラディーテ様……」

「と、いうわけで」

　ドラム缶の中に、ひょいと頭を入れたかと思うと──アブラディーテは再び、まばゆく輝かがやく光球へと姿を変えた。

　そして、ふわふわと中空を漂ただよいながら。

「お二人がアブラブラブな夫婦になることを、わたくし楽しみにしていますわー!!」

　すげぇくだらないダジャレを言い残して……庭の穴の中へと消えていった。

　後に残されたのは、俺と明莉とアブラダと──そして、油天使のせきゆ。

「後こう悔かい、してませんか？　灯也さん」

「してねぇよ。つーか、もう『さん』付けはやめろよ。ほら──夫婦、なんだし？」

「せきゆちゃん！　にぃちゃんは目つき悪いしぶっきらぼうだし、モテないオーラ全開だけど!!　でも、真ま面じ目めで優やさしいところあるから！　いっぱい石油を……いや、愛をあげてね!!　ちなみにあたしも、呼び捨てでいいよ！　義理の妹になるんだし」

　必死だな、このゲスは。

「トーヤハ、イイ奴やつ。ヨロシク、セキユ」

　アブラダぁ！　お前、マジで最高の人間だな!!　お前と親友で、本当によかったよ！

「あははっ。もちろんですよ、明莉。アブラダさん」

　ゲスとアブラダを交こう互ごに見て、せきゆは楽しそうに笑った。

　そして最後に──俺の方へと向き直ると。

　せきゆは、ぺこりとおじぎをして。

「ふつつかな石油ですが……どうかよろしくお願いしますっ！　灯也!!」







　かくして。

　俺と油天使の、数すう奇きな夫婦生活が──はじまったってわけだ。








２バレル　　トライアングル・コンビナート






　翌日の日曜日。

　俺はいつもどおり、ガソリンスタンド『ペガサス石油』で、バイトに勤いそしんでいた。

「ラッシャッセー!!」

　バイトをはじめたのは、親父おやじが失しつ踪そうしてすぐだから──もう二年近く前になるのか。

　月日が経たつのは早いもんだ。

「オライ！　オライ!!」

　金を稼かせぐのに必死だったので、俺はシフトを入れまくってきた。

　そのおかげもあって、今じゃバイトの中心メンバーだ。

「ッケーイ！　ェギュラ、マンタンッ!!」

　今日も掛け声快調！

　俺は気合を入れて、給油ポンプを手に取り、お客様の車へとガソリンを注ぎ込んでいく。

　────ガソリン。

　その独特の匂においに、俺はふと昨晩の石油騒そう動どうを思い出す。

　油天国『ユデン』からやって来た、油あぶら天てん使しのせきゆ。

　石油の遣つかいにして、絶世の美少女。

　そして俺の──嫁よめ。

「夫ふう婦ふ、かぁ……」

　まさか高校二年生にしてこんなことになるとは、思いもしなかった。ましてやその相手が、石油的な存在だなんて。

　……帰ったら、うちにせきゆがいるのか。どう接すればいいんだろうな。

　普通の女子とすら付き合ったことがないのに、いきなり石油と結けつ婚こんとか、ハードルが石油貯蔵タンク並みに高い。

　そんなことを考えていたら、終業時刻になってしまった。

　俺は嘆たん息そくしつつ、仕事着から私服に着き替がえ直し、更こう衣い室を出る。

「……ん？」

　更衣室の真っ正面。そこに、一人の白ギャルがしゃがみ込んでいた。

　彼女は辺りをきょろきょろ見回すと、やがて手に持った一いつ斗と缶かんを口元へと……。

「って、待て待て！　お前、ガソリンを飲むな!!」

「わわっ？　先せん輩ぱい、なんで止めるんすか。うちはバイト終わりの燃料補給を……」

「ガソリンはエナジードリンクじゃねぇんだよ！」

　俺はそのバカの首根っこを摑つかんで、一斗缶のそばから放ほうり投げた。

「あいてっ！　先輩、うちの扱あつかいが乱暴っすよぉ」

　尻しりもちをついた姿勢のまま、その白ギャルは金きん髪ぱつのポニーテールをセットし直す。

　マスカラばっちり、ネイルもばっちり。

　頰はチークで赤く染まり、唇くちびるはほんのりとピンク色。

　白地のチューブトップと、デニム地のショートパンツの隙すき間まからは、ちらちらとへそが覗のぞいている。加えて、スレンダーな体型なのに、チューブトップの一部だけが丘きゆう陵りようのような盛り上がりを見せていやがる。

　そんな目のやり場に困る、ひとつ年下の後こう輩はいバイト──山やま掛かけ詩し恵え里りは、ぴょこんと立ち上がると同時に、俺の腕うでへと手を回してきた。

「どもっす、先輩！　今日もお疲つかれっす!!」

「距きよ離りが近い。距離が近い」

　慣れたテンポで詩恵里を引き剝はがし、俺はため息を漏らす。

「お前、仕事はできるんだからさ。そのガソリンへの偏へん愛あい、どうにかしろよ」

「いやっすよぉ。うち、『オイラー』なんすから」

　わけ分かんないことを言って、詩恵里はポーチに付いたぬいぐるみストラップを見せてくる。それはドラム缶かんに『[image: ω]』な口をした顔が描えがかれた、見たこともないキャラクター。

「うちのオリジナルゆるキャラ『ガソりん』っす。どう？　かわいいっしょ？　怒おこると頭から石油をぷしゃーって噴ふき出す設定なんすよ」

　いや、確かにかわいいけどさ。石油のゆるキャラて。

　こいつにとって石油は、心から愛すべき存在なんだろうな。『オイラー』らしいし。

　……愛すべき石油、か。

「なぁ、詩恵里。ある日突とつ然ぜん、石油が人間になって目の前に現れたとして……お前ならどうする？」

「なんすかそれ？　鶴つるならぬ、石油の恩返し的な？」

「まぁ、そんなもんだと思ってもらっていい」

　真ま面じ目めな顔でそう言うと、詩恵里は口元に手を当て、「ぷぷっ」と笑った。

「せんぱぁい……モテないからって、ついに石油で妄もう想そうしはじめちゃったんすかぁ？　そんなに欲よつ求きゆう不ふ満まん？」

「ち、ちげぇよ！　今のには深いわけが……」

「はいはい。そーいうことにしてあげるっすよ」

　そして──ぴとっと。

　詩恵里は俺の胸むな元もとに、顔を押しつけてきた。

　香こう水すいの匂いが、甘く鼻び腔こうをくすぐる。

「石油じゃなくってぇ……うちじゃ、ダメっすかぁ？」

　ちらっと上うわ目め遣づかいに俺を見ながら、詩恵里が囁ささやく。顔を埋うずめているおかげで、胸の辺りに詩恵里の吐と息いきがかかって、くすぐったい。

　……なんつー小こ悪あく魔まテクニックだよ、ったく。

　俺じゃなかったら、ころっと騙だまされてるだろうな。

「お前、そうやってまた、俺から飯をおごってもらおうって魂こん胆たんだろ」

「えへへ、バレた？　ゴチになります。先輩、大好き！」

「やかましい。毎度毎度、貧びん乏ぼう人にんにたかるな。今日は用事があるから無理」

「えー？　先輩のけちぃ」

　不満そうに唇を尖とがらせる詩恵里を引き剝がし、俺はさっさとバイト先を後にする。

　悪いけど今日は、お前に飯おごってやってる場合じゃないんだよ。




　なんたって──新しん婚こんほやほやの石油妻が、家で待ってるんだからな。
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　ドアを開けると、そこには正座姿のせきゆが待ち構えていた。

「お帰りなさいっ！　あ……あなた……」

「……お、おう」

　恥はずかしそうに言うのやめろよ。

　こっちまでなんか、むず痒がゆくなっちまうだろ。

「あ、あははっ。なんかちょっと照れくさいですね。『あなた』って呼ぶの……」

「俺も呼ばれ慣れないから、名前でいいって」

「でも明あか莉りが、『そう呼んだ方がにぃちゃんは喜ぶよ。性的に』って」

「明莉ぃ！」

「えー？」

　せきゆの後ろの方でゲームをしていた明莉が、面めん倒どうくさそうにこちらを向いた。

　安アパートの我が家には、玄げん関かんとダイニングの仕切りなどない。

「でもにぃちゃん、ちょっと嬉うれしそうだったじゃん。顔赤くしちゃって」

「ぐっ……と、とにかく！　せきゆに変なこと教えてんじゃねぇよ」

「だって、にぃちゃんの喜びそうなこと教えてほしいって、せきゆちゃんが言うから」

　ブラウン管ＴＶから目を離はなすことなく、明莉はニヤニヤ笑って言う。

「にしても、せきゆちゃんって超ちようけなげなんだよ？　『灯とう也やが帰ってくるまで、私ここから一歩も動かないですっ！』って、ずっとそこで正座してたんだから」

「はぁ？　いつから？」

「にぃちゃん出で掛かけてすぐだから……七時間くらい？」

「わわっ！　明莉、それは言わない約束で──あうわっ!?」

　慌あわてて立ち上がろうとしたせきゆは、見事にこけた。顔から、ずべしゃっと。

　そりゃあ七時間も正座してたら、そうもなるわ。

「ち、ちょっとしびれちゃい、ましたね……」

「ったく……あんま無茶すんじゃねぇよ」

　俺は頭を搔かいて、せきゆに手を差し伸のべた。

「む、無茶はしてないですっ！　これくらい、どうってことないですっ!!」

　俺の手を取り立ち上がると、せきゆは両りよう腕うででガッツポーズを取った。

　そして、瞳ひとみに炎ほのおを宿し。

「灯也の奥さんとして恥ずかしくないようにっ！　天使として最高の愛を振ふりまけるようにっ！　今日から私、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります!!　燃えてきましたっ!!」

　なんか昨日から思ってたけど、せきゆって無む駄だにテンション高いよな。

　石油だし、燃えやすい体質なのかもしれない。

「というわけで、まずは料理を作りますっ！」

　そう言って、冷蔵庫を開けるせきゆ。

　そこに入ってるのは──大量のもやし。

「……もやししか、ないですね」

「うちの冷蔵庫、いっつもそうだよ」

　ボス戦になったのか、さっきよりも派手にコントローラーをガチャガチャやりつつ、明莉がぼやく。

　しかし、いったん火の点ついた石油は、止まらない。

「で……ではっ！　私がおいしいもやし炒いためを、作りますっ!!　二人とも待っていてくださいっ!!」

　いや、誰だれが作ってもそんなに味は違ちがわないだろ。もやししかないんだし。

　──とは思うものの、さすがにそれを口にするほど野や暮ぼな俺じゃない。

　たとえ、それがもやし炒め（もやしオンリー）であろうと。

　かわいい女の子が、俺のために料理を作ってくれる。そんなシチュエーションは、たまらなく嬉しいもんだ。

　というわけで、明日あしたの予習でもやりながら、ゆっくり完成を待つとしよ──。




　────ボンッ!!




　絶対に鳴ってはいけない音とともに、背後から熱気が噴き上がった。

　俺と明莉は、同時にキッチンへと視線を移す。

「え……えへへ。引火、しちゃいました」

　燃えていた。

　せきゆが。

「油天使は石油でできているので、ちょっとの火で燃えちゃうんです。コンロから飛び散った火花が、どうも肌はだに触ふれちゃったみたいで……。あ、でも安心してくださいっ。油天使は熱さには強い──」

「にぃちゃん！　消火器、消火器ぃ!?」
















「確か外に置いてあったよな!?　待ってろ!!」

　玄関の外の共有スペースから素す早ばやく消火器を持ってきて、俺はせきゆ目め掛がけて勢いよく噴ふん射しやする。

　消火用の粉末が中空を舞まう。

　せきゆの身体からだから上がる炎が、見る見るうちに消えていく。

　そして──鎮ちん火かした後には、全身真っ白な粉末まみれになったせきゆの姿が。

「……けほっ」

　粉末にむせたのか、せきゆが目を瞑つぶってかわいく咳せきをする。

「す、すみませんっ！　私ってば、着火しちゃって!!」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから……取りあえず風ふ呂ろに入ってこいよ」

「は……はい……」

　落ち込んだ子犬のようにしゅんとして、せきゆはとぼとぼ風呂場へと向かった。

「……せきゆに料理させるのは、やめた方がいいな」

「冷静に考えて、石油だもんね。火に油を注ぐようなもんだったね」

　俺と明莉は嘆たん息そくする。

「それよりにぃちゃん。一いつ緒しよにお風呂入ってきたら？　夫ふう婦ふなんだし」

「お前は何を言っているんだ」

「夫婦のスキンシップってやつだよ。フラグ管理しっかりしないと、トゥルーエンドに入れなくなるよ？」

　お前はゲームのやりすぎだ。

　明莉の不平不満を無視してプ○ステの電源を切ると、俺はせきゆが上がるのを待つ。

「お、お風呂いただきましたっ！」

　ユニットバスの扉とびらがガラリと開き、中からパジャマ姿のせきゆが現れる。

　ピンク色に花の絵え柄がらがちりばめられた、かわいらしいデザインだ。

「……あれ？　そんな服、貸したっけ？」

　それに、さっきまで着てた服も見当たらないし。

「はいっ。油天使は体内の石油を変質させることで、服を形成することができるんです。ただし、ナイロンやポリエステル地のものに限られますけどねっ！」

　パジャマから飛び出した給油ポンプ羽根をぴこぴこさせながら、せきゆは言う。

　なんつー便利設定な身体なんだ。油天使ってすげー。

「それよりっ。灯也もお風呂に入ってきてください！　灯也も粉まみれですよ？」

「せきゆちゃんの残り湯は飲まないでよ？　あたしも後で入るんだから」

　俺をどんな変態キャラだと思ってんだ、うちの妹は。

　まぁいいや。取りあえず風呂に入るとしよう。

　ユニットバスに入って鍵かぎを閉めると、俺は服を脱ぬごうと──。

「ん？」

　なんか浴よく槽そうから、妙みように嗅かぎ慣れた匂においがするな。

　そう思いつつ、おそるおそる湯船を覗のぞいてみると……。

「…………はぁぁぁぁぁ!?」







　風呂場に集まった俺・せきゆ・明莉の三人。

　こんなとき、どういう顔したらいいのか分かんねぇ。

「笑えばいいと思うよ、にいちゃん」

　俺の心を読んだようにそう呟つぶやく明莉。

　っていうか、お前は邪じや悪あくな笑えみを浮うかべすぎだろ。ニヤニヤってレベルじゃねーぞ。

「恥ずかしいです……あんまり、見ないでください……」

　一方のせきゆは、顔を手で覆おおい隠かくして、もじもじと脚あしを動かしている。

　いや、まぁそうだよね。自分の出た後の残り湯をまじまじ見られたら、恥ずかしいよな。

　でもさ。これは見ざるをえないって。




　だってこの湯船の中身──完全に石油なんだもん。




「ふふっ……ふふふ……あはははははははははっ!!」

　プチ油田と化した我が家の浴槽を見ながら、明莉が笑った。その目は完全にイっちゃってて、ちょっとにぃちゃんもマジで引くレベルだわ。

「明莉。お前、ちょっと頭冷やせ」

「バカ言わないで、にぃちゃん。これが笑わずにいられる!?　これだよ、これ！　あたしはこれが欲ほしかった！　美少女の石油風呂とか、最強に価値があるよ!!　勝った！　あたしは、自分の人生に勝ったんだ!!」

　だから、ちょっと黙だまれって。

　俺は思いっきり明莉の頭をはたく。

　しかし、明莉はまったくめげることなく、せきゆの手を取る。

「ありがとう、せきゆちゃん。お風呂に石油を漏もらしてくれて、ありがとう……っ！」

「も、漏らしてないですっ！　油天使は汗あせとかの体液に、石油が混じってて……っ!!」

「過程はいいの。大事なのは結果。せきゆちゃんは、ポンプから石油が出せる。お風呂に入れば、石油風呂になる。これを集めれば、あたしたちの手元には大量の石油が。そしてそれを売りさばけば──そう、石油王に!!」

「あほ。石油が手に入っても、それを運用する方法なんて俺たちにはないだろうが」

「そこは、ほら。にぃちゃんの人脈に掛かかってるんだよ！」

　……はい？

　何を言ってんだ、このゲスの極きわみおバカは。
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　そして翌日。

　俺は自分の教室に入ると、さっさと席に着いた。

「トーヤ。グッドモーニング」

「ああ。おはよう、アブラダ」

　前の席に座るアブラダは、俺と同じく、千葉県立八はち張ばり高等学校の制服を着ている。

　だけどアブラダの場合、石油王みたいな風ふう貌ぼうに加えてがたいが良すぎるせいで、あからさまに似合っていない。

　あと、制服にターバンを合わせるのはどうかと思う。いくらアブラダのトレードマークだとはいえさ。

　……まぁいいや。

　アブラダの制服姿がコスプレっぽいのなんて、今にはじまったことじゃない。

　そんなことより──今日の俺は、あいつに話し掛けるというミッションがあるんだった。

「お、おはようなの……」

　ガラッと前扉が開き、件くだんの少女がちょこんと教室に入ってくる。

　高校と小学校を間ま違ちがえたんじゃないか？

　我が校指定の制服を着ていなければ、そう思ってしまうだろう。

　それほど幼い顔つきに、低い身長。当然のようにぺったんこな胸。

　垂れ目気味な瞳ひとみは、いつ涙なみだを零こぼしてしまうか分からない感じの弱々しさ。

　そんな見た目の同級生──青せい龍りゆう院いん美み萌もえは、雪色のふわふわセミロングヘアを揺ゆらしながら、ちょこちょことこちらに近づいてきた。

　そして、俺の斜ななめ後ろの席に着くと。

「はうぅ……おはようなの、水みず並なみくん。これ、朝の一万円」

　諭ゆ吉きち先生を、おずおずと差し出してきた。

　意味が分からない。

「あのさ。毎日言ってるけど、『朝の一万円』とかいらないから」

「で、でもっ！　今日もよろしくの思いを伝えるには、お金を支し払はらうしかないの。みんなもそれを望んでるの」

　そう言う青龍院の後ろには、いつの間にやら長ちよう蛇だの列ができている。

「おはよう、青龍院さん！」

「今日もかわいいね！　ヘアスタイルも、ばっちり決まってる!!」

「青龍院財ざい閥ばつ万ばん歳ざい！　美萌さま万歳!!」

　一列になったクラスメートどもは、口々に青龍院を褒ほめ称たたえる。よく見たら、教師も何人か混ざってるし。

　ったく、欲望に忠実だな。この金の亡もう者じやどもめ。

　……正直言えば、俺だって金は欲しい。万札さえあれば、カレーどころかカツカレーが食べられるし。

　でも、俺はこの金を受け取れない。いや──受け取らない。
















　明莉の奴やつは否定するだろうけど、貧びん乏ぼう人にんにだってプライドってもんがある。

　理由もなく同級生からお金をもらうなんて、そこまで落ちた行動は取りたくない。

「はい、朝の一万円なの」

「ありがとう、青龍院さん！　今日もかわいいね!!」

「今日も萌もえのことを、よろしくねなの」

　お金と青龍院の顔を交こう互ごに見るクラスの男子と、握あく手しゆを交かわしていやがる。

　お前はアイドルか何かか。

　アイドルだって金を取って握手券を渡わたしてるってのに、こいつの場合は金と握手がセットで付いてくる。

　アイドルデビューでもしようもんなら、たちまち市場崩ほう壊かいを起こすだろうな。

「はい、朝の一万円なの」

「青龍院さん、これを着てくれ！　最っ高に似合うと思うんだ、このメイド服!!」

「はぅぅ……そういうのは恥はずかしいから、ＮＧなの。ごめんね、金かね田だくん。お詫わびにもう一万円あげるの」

「うおおおおお!!　ありがとう！　俺、この万札絶対使わないから!!」

　気持ち悪いな、金田。

　青龍院も青龍院だ。一万円渡して回るだけでも普ふ通つうじゃないのに、握手したり愛あい想そ振ふりまいたりして。見た目がかわいいもんだから、みんなにデレデレされちゃって。本当にちょっとしたアイドルみたいだ。

　まぁ……青龍院財閥の令れい嬢じようともなれば、そうなってしまうもんなのかね。

　彼女の家は、日本有数の大金持ち『青龍院財閥』。

　生まれた瞬しゆん間かんから勝ちゲーの確定した家庭だし、きっと湯水のようにお小こ遣づかいをもらってるんだろう。一方の俺んちは、湯水すら節制する生活だけど。

　金は天下の回りものっていうけれど、同じところをぐるぐる回ってる気がして仕方ない。

「みんな！　順番、順番なのー!!」

　青龍院を取り囲む連中はますます増え、押し合いへし合い、大混乱の様相を呈ていしている。

　その中心で、今にも泣きそうな表情を浮かべている青龍院。

　ったく。こうなるのが嫌いやなら、万札配ったり握手会したりするんじゃないっての。

　嘆たん息そくしつつ──俺はその、ぐしゃぐしゃな地じ獄ごく絵え図ずの中に突つっ込こんでいく。

　本来ならこんな狂きよう乱らん、関かかわり合いにもなりたくないんだけどな。

　あいにく今日は、青龍院に用があるんだ。

　そうして、人ひと垣がきを搔かき分けて……青龍院の前に立つ俺。

「あれ？　どうしたの、水並くん？　お金、欲しくなったの？」

「いや、いらない」

　きょとんとする青龍院にきっぱりと言い放ち、俺は深く息を吸い込んだ。

　────そして。

「なぁ、青龍院。放課後、ちょっと付き合ってくれないか？」

「は……はうぅ!?」

　カッと頰ほおを赤くして、青龍院がドサッと札束を落とした。

　その札束目掛けてクラスメートや教師たちが突とつ撃げきしてきて、さらなる地じ獄ごくを招いたことは言うまでもない。
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　そして放課後。

　青龍院にお願いして、人ひと払ばらいをしてもらった教室。

　そこには俺と青龍院と、あとアブラダだけが残っていた。

　俺の机の周囲を陣じん取どって、椅い子すに腰こし掛かけている三人。

　夕焼けに照らされたアブラダの褐かつ色しよくの顔が、いつも以上に濃こく映し出される。

「…………」

「ひ、ひぃぃ……」

　青龍院が蚊かの鳴くような声を上げて、一万円札をおずおずとアブラダに差し出した。

　ごく普通のアラブ出身高校生とはいえ、アブラダは超ちよう高校生級の巨きよ体たい。黙って座っていると威い圧あつ感が半はん端ぱないから、気弱な青龍院は耐たえられなくなったのだろう。

「受ケ取レナイ。モラウ理由、ナイ」

　しかしアブラダ、これをきっぱり断る。

　俺と同じく人としての尊厳を保っている親友に、思わず感動。

「はうぅ、ごめんなさいなの……」

　お札を財さい布ふにしまって、しゅんと縮こまる青龍院。なんか見てていたたまれない。

　これ以上こいつにストレスを与あたえないためにも、とっとと用事を済ませてしまいたいんだが……明莉の奴、遅おそいな。

「おっまたせー」

　待ちくたびれていると、ガラリと教室の扉とびらが開き、中学校帰りの明莉が入ってきた。

「わぁ！　これが学校というものですかっ！　熱いですっ!!」

　その後ろから、バカに高いテンションで入ってくるのは──油天使のせきゆ。

　今日はいつもの格好ではなく、我が校の制服を着込んでいる。どこで調達したんだ……って、石油を使って作ったのか。

「……あれ？　そういや、給油ポンプ羽根は？」

「油天使の羽根は、伸しん縮しゆく自在なんですっ」

　ひそひそと言葉を交わす俺とせきゆ。本当に便利な身体からだしてんな、お前。

　そうして感心する俺を尻しり目めに、せきゆは手と手を合わせて、嬉うれしそうに声を上げた。

「私たちの世界に、学校という概がい念ねんはありませんでした。油を売ってばかりいるのが日常で、何かを学ぶなんて考えはなかったので。だから、みんなで集まって勉強する場所っていうのは新しん鮮せんですっ！　燃えてきますっ!!」

　燃えんでいい、燃えんでいい。

　ただでさえ昨日、本当に出火してんだから。

「こ、これくらいで、いいの……？」

　見知らぬ二人の登場に、完全に怯おびえている青龍院。

　その手には万札が十枚近く握にぎられている。

　これ、知らない人が見たらただのカツアゲ現場だよね。

「どーも。あたし、水並明莉。水並灯也の妹です」

　素す早ばやく青龍院の手元からお金を受け取り、明莉がうやうやしく頭を下げる。

　そして、ポケットに万札を突っ込み──って、待て待て！

「明莉！　その金、青龍院に返せ」

「どうして？　差し出されたお金を受け取らないとか、お金に失礼じゃない？　にぃちゃんは名めい刺しを差し出されたら拒きよ否ひすんの？　お金だからって差別するのはよくないよ」

「金と名刺を一いつ緒しよにすんな！　いいからとっとと返せ。人間の尊厳を捨てんな」

「……ったく、にぃちゃんは頭固いんだから。ま、いいや。これからもっと、大きなマネーが手に入るんだしね」

　しぶしぶといった態度で青龍院に返金すると、明莉は近くの机に腰掛けて、自身のツインテールをさらりと搔き上げた。

「ってわけで、どうもよろしくお願いします。青龍院美萌さん、ですよね？」

「は、はぅぅ……どうして萌のこと、知ってるの？」

「そりゃあもう。青龍院さんと言えば、あたしの中学でも有名ですもん。立派なお金持ちってことで」

「そ、そんなに大したものではないの。名前が知られてるだけで、立派なんかじゃ……」

「いやぁ。青龍院財閥と言えば、日本でも一・二を争う大財閥じゃないですか。すごいなぁ、憧あこがれちゃうなぁ──ひょっとして、石油の運用なんかも、してたりします？」

　さらっと本題をぶち込んでくる明莉。こいつには遠えん慮りよとか、そういうの一いつ切さいねぇな。

　──昨晩、明莉が提案した『石油の運用方法』。

　それは、俺のクラスメートである青龍院美萌に頼たのみ込み、青龍院財閥で取り扱あつかってもらうというものだった。

　財閥が石油を運用。その利益を我が家に振ふり込んでもらい、石油マネーをゲット。そのお金で、晴れて石油王デビュー……って算段らしいんだけど。

　そもそも青龍院財閥が石油業を営んでいるなんて保証はどこにもな──。

「え、ええ。石油コンビナートなら数箇か所しよ、持っているの」

「っしゃあ、来たぁ！」

　明莉がガッツポーズしながら、勝利の雄お叫たけびを上げた。

　扱ってんのかよ石油。すげぇな、さすがは青龍院財閥だ。

「じゃあじゃあ！　もしあたしたちが石油を売りさばいて、そのマージンを受け取りたいって言ったら、お願いすることできます？」

「で、できなくはないと思うの……」

「ひゃっはあ！」

　嬉しさのあまり、世紀末みたいな声を出す明莉。こいつの頭の中ではバラ色っていうか、黒こく褐かつ色しよくのドロッとした未来予想図が渦うず巻まいているんだろうな。

「オメデトウ。トーヤ、アカリ」

「なんだかよく分からないけど、二人が幸せそうで何よりですっ！　私も負けずに、灯也に幸せを運んでみせますからねっ!!」

　いやいや。せきゆの石油があってこその話だぜ、これ？　分かってる？

　いまいち自分の石油価値を理解してないせきゆに、俺は思わず苦く笑しようする。

　──そんな俺を、青龍院がじっと睨にらむように見ていた。なんで？

「青龍院？」

「……水並くん。こちらは妹さんと聞いたの。それで……そちらの方とは、一体どういう関係なの？」

　なんだか親しげなの──なんてぼそっと言いつつ、青龍院は視線をせきゆへと動かす。

　見られていることに気付いたらしいせきゆは、満面の笑えみでおじぎをした。

「ご挨あい拶さつが遅おくれました。私はせきゆ。灯也の……つ、妻ですっ！」

「つ、妻ぁ!?」

　青龍院がすっとんきょうな声を上げてのけぞったかと思うと、そのままバランスを崩くずして椅子ごとひっくり返った。

「あちゃー……」

　額に手を当て、嘆息する俺。

　そりゃあそうだよな。

　同級生にいきなり『妻』がいるなんて分かったら、普通そういう反応になるよな。

「ど、どういうことなの!?　水並くんとは、どうやって知り合ったの!?」

「えーとですね。灯也が穴の中に手を入れて、私を搔き出してくれたんですっ！　そしてオイルまみれな私を、灯也は優やさしく受け入れてくれて……」

「────!?」

　顔を真っ赤にして、青龍院は頭をぐらんぐらんと回しはじめる。

「待て、せきゆ。お前はもう、黙だまってろ」

「何かまずかったですか？」

「まずくないポイントがなかったな」

　……とは言ったものの、どう説明すりゃいいんだろうな。

　せきゆは油天使で、石油が出せて。

　だけど天使みたいに愛を振りまきたくて、人間界にやってきて。

『プラスチックの掟おきて』を回かい避ひするために、俺と結けつ婚こんすることになった──と。

　──うん。確実に頭おかしい人だと思われるな。

「美萌さん！　せきゆちゃんがにぃちゃんの妻だとかどうだとか、関係ないじゃないですか!!　そんなことより、石油の運用！　それだけは、それだけはどうぞよしなに!!」

　地べたに頭をこすりつけ、青龍院の靴くつでも舐なめそうな勢いの明莉。

　こいつ、金のためならプライドとかないんだな。

「……関係なくないの。萌だって、水並くんのことが……」

「ん？　なんか言ったか？」

「──!?　な、なんでもないの！」

　未いまだ真っ赤な顔を左右に振って、青龍院はこほんと咳せき払ばらいをした。

　そして、真しん剣けんな表情を浮うかべて。

「石油の運用については、前向きに検討するの」

「み、美萌さまぁ！」

「ただし、条件があるの……と、灯也くん！」

「な、なんだよ!?」

　ビシッと俺のことを指差したかと思うと、青龍院は瞳ひとみに涙なみだを潤うるませながら言う。

「まずひとつ！　萌のことは名前で呼ぶこと!!　萌もこれから、『灯也くん』って呼ばせてもらうの」

「なんで？」

「な、なんでもなの!!」

　わけが分からん……まぁ別に、名前で呼びあうくらい、どうってことないからいいけど。

「じゃあ、美萌……これでいいのか？」

「は、はうぅぅぅ……嬉しいのぉぉぉ…………はっ!?」

　恍こう惚こつとした表情でよだれまで垂らしはじめたかと思うと、唐とう突とつに正気に返る美萌。忙いそがしい奴やつだな。

「も、もうひとつ条件があるの。それは……萌と明日あした、一緒にお出で掛かけすることなの!!」

　はい？

「それ、なんの意味があんの？」

「せ、石油運用をするためには、もっと石油を知る必要があると思うの。だから、えっと……青龍院財ざい閥ばつが管理してる、石油コンビナート見学に行くの！　二人っきりで。二人っきりで!!」

　やたら二人っきりを強調された。なんなの、こいつ。

　でもまぁ確かに……石油のことをもっと知った方がいいってのは、そうかもしれないな。

　これからせきゆと、ひとつ屋根の下で暮らしていくわけだし。油天使と石油は完全にイコールじゃないかもしれないけど、石油を勉強して損はないだろう。

「分かったよ。じゃあ石油コンビナート見学、よろしく頼む」

「は、はうぅぅぅ……二人っきりでお出掛けなのぉぉぉぉ……」

　またよだれ垂らしはじめた。美萌ってお金配って握あく手しゆ会してるイメージしかなかったけど、こんなコミカルな奴だったんだな。

　……なんて、ボーッと考えていると。

「へっへっへっへ……これはチャンスですなぁ？　にぃさま？」

　すげぇ下げ卑びた声を出しながら、明莉が耳元に顔を近づけてきた。

「せきゆちゃんだけでも十分なのに、美萌さんまで手て籠ごめにしちゃえば、もう我が家の財政は潤うるおいまくり。一生遊んで暮らせるよ」

「手籠めって……あのなぁ、俺にはせきゆっていう嫁よめがいるんだぞ？」

「石油王といえば、一夫多妻制が基本でしょ。なんの問題もないよ！」

　一番問題があるのは、お前の頭だな。

「……ぎゅっ」

「いてぇ!?」

　ギュッという音をわざわざ口にしてから、せきゆが俺の腕うでをつねってきた。

　なになに？　どうしたの、せきゆ？

「なんだか……私、ぷすぷすしてます」

「ぷすぷす？　って、何？」

「分かんないです。『ユデン』ではこんな気持ちになったこと、なかったのに……頭の中がもやっとして、キューッて胸が締しめ付けられて……なんだか心が、不完全燃焼です」

　そう言って俯うつむくせきゆ。

　なんか、本当にぷすぷすって音が聞こえてくるし。

「せきゆ……」

　落ち込んでいるような、悲しんでいるようなせきゆを見ていると……なんだか頭がボーッとしてきた。

　なんだろう。せきゆにつられて、俺まで落ち込んできちゃったのかな。

　心なしか手足も痺しびれるような……。

「トーヤ！　ミンナ!!　窓、開ケル！　早ク!!」

　朦もう朧ろうとしはじめた意識の向こうで、さっきまで黙っていたアブラダが叫さけんだ。

　なになに？　どうしたの？

　ポカンとする俺をよそに、アブラダは窓という窓をすべて開け放っていく。

　すぅ──と新しん鮮せんな空気が流れ込んできて、意識が少しずつ覚かく醒せいしていく。

　ん？　この症しよう状じようって、ひょっとして……。

「一酸化炭素中毒？」

　石油ファンヒーターが不完全燃焼すると起こるんだっけか、あれ。

　それに気付かず密室に籠こもってると、命に関かかわるとか聞いたことあるな。

「あぅ……ごめんなさい、灯也。ほんとに不完全燃焼、しちゃったみたいです……」

　申し訳なさそうにうな垂れるせきゆ。

　もやもやすると、一酸化炭素出すのかよ。しゃれになんねぇな、油天使。できるだけ家の窓は開けとくことにしよう。

「ふふ……せきゆちゃんってば、嫉しつ妬としちゃったんだぁ」

　明莉が口元に手を当てて、ニヤニヤ笑っていやがる。

　死にそうになったってのに、元気だなお前は。
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　そして翌日。

　いつもどおり学校に登校し、席に着いて授業の予習をしている俺。

　相変わらずほとんどの生徒は、俺に近づいてすらこない。

　ただでさえ目つきが悪くて取っつきづらい上に、両親不在のわけあり貧びん乏ぼう暮ぐらし。そんな奴に話し掛かけてくる物好きは、アブラダぐらいなもんだ。

　まぁいいけどね。勉強に集中できるし。

　そうして予習に勤いそしんでいると、ふとノートの上に誰だれかの影かげが落ちた。

「お、おはようなの！　灯也くん!!」

「ん？　おお、おはよう。美萌」

「は、はうぅぅぅ……」

　とろけそうな笑みを浮かべて頰ほおに手を添そえると、美萌は意識をどっか遠くに飛ばす。

「おーい？　美萌？」

「は、はぅ!?　ご、ごめんなさいなの!!」

　ハッと正気に戻もどると、美萌は跳はねるように頭を下げた。

　その勢いで床ゆかに落っこちた財さい布ふから、バサバサッとお札が飛び出す。

「うおおおおおおおお！　青龍院さんのお金だぁぁぁぁぁ!!」

「どけっ！　青龍院さんの指し紋もん付きお札は、俺のもんだ!!　プレミアもんだぞ!!」

「お前たちは動くな！　先生の言うことが聞けんのか!!」

　一いつ瞬しゆんのうちに戦場と化す教室。もうやだ、このクラス。

「そ、それより灯也くん。昨日の約束……覚えてるの？」

「ああ。今日、石油コンビナートに行くってんだろ？　バイトのシフトも調整できたし、大だい丈じよう夫ぶだぞ」

「じゃあ──行くの！」

　意を決したように俺の手を取って。

　美萌はてくてくと、廊ろう下かに向かって歩きはじめた。

「え？　ちょっ、どこ行くんだよ？」

「石油コンビナートに行くの。もう車は手配してあるの」

　えっ、今から行くの？　授業がはじまるところだよ？

　できれば勉強はサボりたくないんだが……せきゆのためだし、今日くらいは仕方ないか。

　そうして、美萌と一いつ緒しよに正門を出ると──そこには黒くろ塗ぬりのリムジンが。

　背後では、教室の窓から顔を突つき出して、野や次じ馬うま根こん性じよう丸出しなクラスの連中がわぁわぁ騒さわいでいる。

「なんだよ、あれ？　なんで水並が青龍院さんと？」

「あんなに貧びん乏ぼうなのに！」

　貧乏は関係ねぇだろ、いい加減にしろ!!

「さぁ。乗ってなの、灯也くん」

　そんな大おお騒さわぎも意に介かいさず、美萌はキラキラと瞳を輝かがやかせながら後部座席を勧すすめてくる。

　ったく、勘かん弁べんしてくれよ。

　こんな悪目立ちの仕方、俺のキャラじゃないっての。
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「…………」

「…………」

　青龍院財閥のリムジンに乗って、石油コンビナートへと向かう車中。

　俺と美萌の間には気まずい沈ちん黙もくが流れていた。

　確かに美萌とは、高一のときから同じクラスだけど。

　俺は勉強しかしてなかったし、美萌はお金をばらまいてしかいなかったから、接点はそんなに多くない。当然、二人っきりで話すようなネタなんて、あるはずもない。

　────ぐぅぅうぅ。

　そんな沈黙をかき消すように、音が鳴った。

　美萌のお腹なかから。

「は、はぅぅぅ……!!」

　腹部を押さえて、身体からだを丸める美萌。しかし、一度鳴り出すと止まらないのがお腹というもの。

　────ぐぅぅぅぅ。

「腹減ってんのか、美萌？」

「き、今日のお出掛けのことを考えてたら、朝ご飯が喉のどを通らなくって……それで、その……はぅ」

　なんで？　石油コンビナート見学に行くだけでしょ？

　よく分からんが……俺は運転手さんに声を掛けて、リムジンを止めてもらう。

　そして美萌を促うながして、近場にあったファミレスへと足を運んだ。

「えっと……灯也くん？」

「腹が減ってはなんとやら、って言うだろ？　取りあえずなんか食えよ。ほら」

　メニュー表を渡わたすと、美萌はおずおずと、十種類のフルーツが載のったデラックスパフェを指差す。

　尋じん常じようじゃない金持ちとはいえ、やっぱり女の子なんだな。

　甘いものを選ぶあたりが、あまりに普ふ通つうの女子っぽくて、俺は思わず苦く笑しようする。

「すみません。デラックスパフェお願いします。あと、コーヒーＳサイズで」

　呼び出した店員さんに注文を告げると、俺は臆おく面めんもなくクーポン券を取り出した。

　これで会計五百円引き。

　千円札で、なんとかお釣つりが来るな。

「灯也くん、パフェの代金は萌が……」

「いいって。クーポン券でだいぶ安くなったし、自分のは一番安いコーヒーにしたから」

「そんな……萌がちょっと支し払はらえば済む話なのに」

　そう言ってカバンからチラッと札束を見せる美萌。

「いいからしまえって。ここは俺のおごりだ」

「でも、なんだか悪いの……」

「石油コンビナートに招待してもらうってのに、お礼をしないのもなんだし。ここはおとなしく、俺に支払わせてくれよ。それに……女の子と出で掛かけてんのに一円も払はらわないとか、男の沽こ券けんに関わるしさ。貧乏人とはいえ、それくらいのプライドはある」

「女の子……はぅ……」

　何か琴きん線せんに触ふれるものがあったのか、美萌は顔中真っ赤にして、俯いてしまう。

　……ちょっと格好つけすぎたかな？

　そんなことを考えつつ、俺はコーヒーをすする。




　結局そのまま──美萌は店を出るまで、一言も発することはなかった。
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　ファミレスを後にすると、俺と美萌は当初の約束どおり、青龍院財ざい閥ばつが運営する石油コンビナートへとやって来た。

　美萌の顔パスで中に入ると、様々な施し設せつを見学していく。

　石油貯蔵施設、石油化学工業施設、石油精製施設などなど……。

　これまでお目に掛かったことのないその近未来的な構造に、俺は思わずため息を漏もらす。

　こうして石油は、俺たちの生活に活いかされてるんだなぁ。

　そしてその原材料である石油は、本当に貴重なんだなぁ。

　我が家にいる石油っ子を思い出しつつ、俺はコンビナートの中を進んでいく。

　そして最後に──俺は美萌に誘さそわれるまま、外に出た。

　充じゆう満まんしていた石油の匂においが薄うすれ、五月の外気が頰をくすぐる。

　そう、ここは石油貯蔵タンクの上。

　よく石油関連施設で見み掛かける、丸っこい形のあれだ。

「うわぁ、いい眺ながめなの！　灯也くんもこっちこっち!!」

　巨きよ大だい観覧車に乗ったみたいなテンションではしゃぐ美萌。

　言われるがまま石油タンクから外界を見下ろすと、人も車も民家でさえも、まるで豆まめ粒つぶのように映る。

　確かに絶景だな、これは。

「……今日はありがとうなの、灯也くん」

　石油タンクにちょこんと体育座りして、美萌が呟つぶやく。

「萌のわがままに、付き合ってくれて……なの」

「いや、わがまま言ったのはこっちの方だろ。石油を運用してほしいなんて変なこと頼たのんで、コンビナート見学までさせてもらって」

「そういえば灯也くんの家、どうして運用するほどの石油があるの？」

「あ……あはは。それはまぁ、ちょっとな……」

　説明しづらいので笑ってごまかして、美萌の隣となりに腰こし掛かける。

　うーん、風が気持ちいい。

「……灯也くんって、高一の頃ころから変わらないの」

「ん？　まぁ、高校じゃガリ勉してばっかだしな。見た目もこんなだし、ちょっと取っつきづらいところは──」

「そうじゃなくって！」

　俺の言葉を遮さえぎって、美萌がいつも以上に大きな声を出す。

　そして──立てた膝ひざに顔を埋うずめると。




「……萌のことを、ずっと人間として扱あつかってくれてるの」




　…………はい？

　何それ。油天使に続いて、お前も人外のなんかなの？

　呆気あつけに取られる俺にかまわず、美萌は言葉を続ける。

「萌はね、『歩くお金』なの」

「なんだそれ」

「分かってるの。お金を配るなんて、普通じゃないってこと。だけど……人と繫つながるのに、お金以外の方法を知らないの。萌ってほら、お金以外に取り柄えがないから。運動神経もなくって、コミュニケーションも下手くそなの」

　表情こそ窺うかがえないが、美萌の声はなんだか寂さびしそうに聞こえる。

「私立中学に通ってた頃は、それを変だと思わなかったの。周りもみんなお金持ちで、似たようなものだったから」

「お前みたいな金持ちがいっぱいいる中学とか、想像もつかねぇな。それがなんで、うちみたいな県立高校に？」

「……お父様がおっしゃったの。『庶しよ民みんの気持ちを知り、庶民を自分の意のままに操あやつることを学ぶべきだ』って。それで、今の高校に進学することになったの」

「それはまた……随ずい分ぶんと個性的なお父さんだな」

　高校生の娘むすめに、人心掌しよう握あく術を学ばせようとするとか。

　青龍院財閥のトップが考えることは、普通の感覚では理解しがたい。

「だけど──今の高校に来てから、分かったの。お金で人の気持ちは買える。だけどお金だけじゃ……本当に心を通わせることは、できないんだって」

　町を見下ろしていた美萌が、ふっと遠い目をする。

「みんな、萌のことを『歩くお金』だと思ってるの。『青龍院美萌』として接してくれる人なんて、いないの」

「そんなに疑ぎ心しん暗あん鬼きになるくらいなら、金配るのやめろよ」

「……できないの。だってお金を払わなくなったら、みんな離はなれて行っちゃうの。それはとっても……怖こわいの」

　お金でしか、人と繫がることができず。

　お金のせいで、人を信じられない。

　上流階級ならではの二律背反だな。貧ひん困こん層の俺にはまったく理解できないが──辛つらい思いをしてきたんだろうな、きっと。

「そんな中で、萌のことを人間として扱ってくれるのが……灯也くんなの」

「俺、なんかしたっけ？」

「灯也くんは、一回だってお金を受け取ってないの。初めて会ったときから、ずっと」




　──美萌が語るには。

　俺たちが初めて喋しやべったのは、高一の六月だったらしい。

　廊ろう下かでぶつかって、俺の弁当（もやしオンリー）をぐちゃぐちゃにしてしまった美萌。

　そのお詫わびに、美萌は一万円を支払おうとした。

　当然、受け取ってもらえるものだと思っていた美萌。

　しかし俺は、それをあっさり拒きよ否ひした。

「いいって。うちの弁当、原価百円も掛かかってないから。それより、怪け我がしてないか？」




「……そのとき、萌の身体に電流が走ったの。これこそが『人間として扱ってもらう』ってことなんだって」

「いやいや。そんな重く受け止めるほどの話じゃねぇだろ」

　うちの学校の連中、どんだけ金の亡もう者じやしかいないんだよ。

「だから……ね」

　ふっと。

　美萌は体育座りの状態のまま、俺の肩かたに頭を預けてきた。

　その雪色のふわふわヘアからは、お金じゃなくてお花みたいな香かおりが漂ただよってくる。

「美萌？」

「萌は……初めて出会ったときから、ずっと。その、灯也くんのことが……」

　上気した頰ほおを晒さらして。

　潤うるんだ瞳ひとみで俺を見上げて。

　美萌はゆっくりと、口を開く。




「灯也くんの、ことが。す──」




　─────ボンッ!!




「は？」

「え？」

　背後から唐とう突とつに聞こえた爆ばく発はつ音に、俺と美萌は顔を見合わせ、振ふり返る。

　そこには──燃えている一人の少女がいた。

　燃えてるって言っても、比ひ喩ゆじゃない。

　マジで点火してるやつだ。

「灯也……私、身体からだが熱いです」

　そりゃそうだろうな！　全身発火してんだから!!

「うわぁ、せきゆちゃんが燃えてる！　嫉しつ妬との炎ほのおで燃え上がってるよアブラダくん!?」

「オーマイガッ!!」

　炎を身に宿した油天使のそばからは、明莉とアブラダが慌あわてて飛び出してくる。

「せきゆ！　明莉！　アブラダ！　お前ら、後をつけてたのかよ!?」

「灯也が他の女の子と……その、デートすると聞いて。私、いてもたってもいられなくって……最初は我が慢まんしてたんですよ？　だけど……だけどっ！　なんか美萌さんといちゃいちゃしはじめたのを見てたら、私……っ!!」

　ボンッ！

　給油ポンプ羽根がガスバーナーのように、さらなる炎を噴ふき出す。

「ひ、ひいいいいい!?　人が燃えてるのおおおおおお!?」

　そのあまりに非日常的な光景を目まの当たりにして、美萌は目を回して気絶した。

「って、おい美萌!?　お前が気を失ったらやばいって!!　どうやって消火すんだよ!?」

　なんてったって、ここは石油貯蔵タンクの上。

　ファイヤーマンと化したせきゆから引火したら、俺たちまとめてドカンだ。

「ちょっと、にぃちゃん！　なんとかしてよ!?　九割方にぃちゃんのせいなんだからね、この状じよう況きよう!!」

「なんでだよ!?　俺は石油の勉強しに来てただけだろうが!!」

「ごめんなさい、灯也……私、私いいいいいいい!!」

「分かった！　分かったから、取りあえず落ち着けせきゆ!!　お前が興奮すると、ますます炎が──」




　と。そんなこんなで。

　それから小一時間……せきゆの消火活動に時間を費やすことになる、俺たちだった。
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　あやういところで石油コンビナート大火災を免まぬがれて、数時間後。

　水並家の狭せまい板間では、五人という大人数が、すし詰づめ状態になっていた。

　何度も言うようだが、椅い子すや机はない。カーペットもない。

　そんなわけで、板間にじかに座ってもらっている。

　すし詰めメンツは、俺・せきゆ・明莉・アブラダ。

　そして──美萌だ。

「なるほど。つまり、せきゆさん自身が、石油ということなの？」

「はいっ！　私は石油の遣つかい、油天使のせきゆ。は、恥はずかしいけど……石油が出ます」

　給油ポンプ羽根をさすさすしながら、せきゆが答える。

　客観的に聞くと、異常極きわまりない会話だな。

「油天使……そんな存在がいるなんて、聞いたことがないの」

「人間と油天使は関かかわり合いにならないというのが、『プラスチックの掟おきて』ですからね。私がパイオニアといっても過言ではないですっ！」

　えへんと胸を張って、得意げに笑うせきゆ。相変わらず屈くつ託たくのないかわいさだ。

「灯也くんと夫ふう婦ふになったのも、人間界に滞たい在ざいするため……ということなの？」

「ええ。でも、でもっ！　灯也に愛を振りまきたい気持ちは、世界中の誰だれにも負けてませんっ!!　灯也のためなら、いつだって私は愛の炎を噴き上げますっ！」

　うん、そうだね。さっきそれで、大災害になりかけたもんね。

　コロコロ笑ってるせきゆを見つめつつ、美萌は何か思案するように、口元に手を当てる。

「なるほどなの。世の中は不思議でいっぱいなの……」

「あー。あのー、美萌さん？」

　そんな空気を無視して、明莉がおずおずと手を挙げた。

「昨日の話に戻もどっちゃいますけどぉ……せきゆちゃんの石油を、青龍院財ざい閥ばつの方で運用していただけないですかねぇ？　せきゆちゃんは石油を出せるし、お風ふ呂ろを油田に変えれるし。結構な量の石油が手に入ると思うんです。そいつを売りさばいて、どうぞうちの兄を石油王に……」

　どこまでも金のことしか考えてねぇな、お前は。

　いっそ清すが々すがしいよ、このゲスめ。

「石油の運用なら、なんとかなると思うの」

　美萌は明莉に微笑ほほえんで、事もなげに言った。

「青龍院財閥も、無む尽じん蔵ぞうに石油が手に入るとなれば、メリットは大きいの。利益の一部をもらえれば、大半を灯也くんに振り込むことも可能なはずなの。お父様の説得は萌がやっておくから、任せてなの」

「ウィンウィンってやつですね！　いやぁ、美萌さん助かりますよマジで。今後ともご贔屓ひいきにお願いしますね。あ、肩お揉もみしましょうか？」

　へっへっへ……と時代劇に出てくる悪い商人みたいな声を出して、明莉が美萌の肩を揉みはじめる。人に媚こびへつらうことに掛けては一流だな、妹よ。

　まぁいいや。

　こんなプライドの欠片かけらもないおバカは置いといて、俺は美萌に話し掛ける。

「なぁ、美萌。ひとつだけお願いしたいことがあるんだけど、いいか？」

「はぅ？」

「石油の出所がせきゆだってこと……黙だまったまま運用してもらえないかな？」

　俺が懸け念ねんしていること──それは、せきゆの存在が世間に知れ渡わたってしまうこと。

　いくらアブラディーテがちゃらんぽらん女め神がみだとはいえ、世界中に油天使の存在が知られるなんて展開になれば、さすがに黙っちゃいないだろう。

　だから、油天使の噂うわさがあまりに広まってしまう事態は、極力避さけたい。下手へたを打って、人類総マーガリン化計画なんてとんでもない結果を招いても、しゃれにならないし。

　それに──せきゆの存在が明らかになれば、研究材料にされちまう可能性だってある。

　せきゆは俺の嫁よめだ。

　他の男にいじくり回されるのなんて、嫌いやに決まってる。

「かまわないの。せきゆさんのことは、ここだけの秘密ってことにするの」

　そんな俺の思いを汲くんでくれたのか……美萌は二つ返事でＯＫしてくれた。

　その言葉に、俺はホッと胸を撫なで下ろす。

「灯也……ありがとうございます。私のこと、気き遣づかってくれて……」

「大したことじゃねぇよ。気にすんな」

「ううん。私、灯也の優しさに感動しましたっ！　これからはより一層、愛情を灯也に注いでいきますっ!!　天使らしくっ！」

「せきゆちゃん！　愛情もいいけど、石油も注いでね!!　ドラム缶かんいっぱいに!!」

　せきゆが来てから、どんどん妹が汚きたない生き物に見えてくるんです。

「トーヤ。コングラッチュレーション……幸セ、ゲットダヨ」

「アブラダ……サンキューな」

　俺とアブラダは、ガシッと腕うでをクロスしあう。

　自分の幸せを心から喜んでくれる──そんな友がいる幸福に、心から感謝。




「……よかったの。せきゆさんが、石油で……いくら妻とはいえ、相手は石油……人間である萌にも、きっとチャンスはあるはずなの……石油の運用を手伝いながら、いずれは灯也くんの心を……」




「──？　美萌、なんか言ったか？」

「な、なんでもないの!!」

「……？　そうか？」

　明らかになんか呟つぶやいてた気がするけど……まぁいっか。







　────そして翌日。

　せきゆの出す石油を青龍院財閥で運用することが、正式に決定した。

「さぁ、せきゆちゃん！　石油を出そう？　ね？」

　目を血走らせた明莉が、せきゆの肩を摑つかんで迫せまる。

「それで灯也も明莉も、幸せになれるんですよねっ？」

「もっちろん！」

「じゃあ私、頑がん張ばりますっ！　あ、でも……恥ずかしいから、絶対に覗のぞかないでくださいね……？」

　そう言い残して、明莉の部屋に籠こもるせきゆ。

　しばらくして出てくると、真っ赤な顔で俯うつむきながら、ドラム缶いっぱいになった石油を指差してきた。

　日本昔話ならぬ、日本石油話。




　部屋に籠もって、せきゆが石油を出し。

　せきゆが入った風呂の残り湯を、ドラム缶に移し替かえていくと。

　見る見るうちに、石油が貯たまっていく。

　ある程度集まったところで青龍院財閥に連れん絡らくをして、どこかへと石油入りのドラム缶を運んでいってもらう。







　こうして俺は、晴れて──『石油王』への一歩を、踏ふみ出したってわけだ。








３バレル　　部屋とタンクローリーと石油






　青せい龍りゆう院いん財閥に大量の石油を売うり渡してから、数日が経たった。

　……とはいえ、たった数日で何かが変わるわけでもない。

　相変わらず、家では明あか莉りやアブラダとゲームをし。

　おっちょこちょいなせきゆの行動を、温かい目で見守りつつ。

　日曜日はこうして朝からシフトを入れて、『ペガサス石油』で働いている。

「シャッセー！　オライ、オライ!!」

　──もうすぐ石油王になるのに、まだバイトすんの？　辞めれば？

　明莉の奴やつにはそう指し摘てきされたけど、あいつは社会というものが分かっていない。

　いくら石油王とはいえ、明日あしたから仕事と「はい、さようなら」ってわけにはいかないんだよ。人手の問題とか、引き継つぎとか、色々あるんだって。

　バイトとはいえ、二年近くも世話になった職場だ。辞めるなら、円満にいきたい。

　そんな決意を心に秘ひめつつ、汗あせを拭ふいて休きゆう憩けい室に入る。

　──そこでは詩し恵え里りが、まさに一いつ斗と缶かんに顔を突つっ込こもうとしていた。

「待たんかい、お前は！」

　慌あわてて首根っこを摑んで、一斗缶から詩恵里を引き剝はがす。

「あー、何すんすか先せん輩ぱい！　うちはガソリンパックで、美び肌はだ効果を狙ねらおうと……」

「皮ひ膚ふ炎えんになるわ、あほ！」

　唇くちびるを尖とがらせた露ろ出しゆつ度ど高めな後こう輩はいを、きつい口調でたしなめる。

　見た目は渋しぶ谷やに転がってそうなギャルなのにな。人生のどこをどう間ま違ちがえたら、こんな石油フェチの『オイラー』に育つのか。

「そんなに石油好きかよ、お前」

「石油があれば、ご飯三杯ばいはいけるっす」

　石油はおかず。なるほど、そういう発想もある──いや、ねぇな。

　あんまり深く掘ほり下げるとげんなりしそうだから、追求するのはやめとこう。

「じゃあさ、詩恵里。ある日突とつ然ぜん、俺が石油王になるって言ったら、どう思う？」

「まーた得意の妄もう想そうっすかぁ？」

「まぁ、そんなところだ」

　んー、と唇に指を当てて、詩恵里が思案する。

　指先には綺き麗れいにマニキュアが塗ぬられており、なんともギャルギャルしい。

「そーっすねぇ。もしそうなったら……こうっす！」

　言うが早いか、詩恵里は俺の腕にギュッと抱だきついてきた。

　細身なくせに案外でかいそれが、ぷにゅっと潰つぶれてその熱を伝えてくる。

「こうやってめっちゃアピって、先輩のハートをゲットだぜ！　そして憧あこがれの石油マスターになってやるっす!!」

「だーかーら。距きよ離りが近い、離はなれろ」

「ダメっすー。ご飯おごってくれるまで、離しませんよーだっ」

　振ふりほどこうとじたばたするたびに、胸がむにゅむにゅ当たって、いかんともしがたい。

　ったく、こいつは相変わらずボディタッチ過か剰じようだな。いくら相手が詩恵里とはいえ、さすがに気き恥はずかしいからやめてほしい。

　あとさ、お前は信じてないかもしれないけど。

　俺はもうすぐ本当に──石油王になるんだぜ？
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　翌日の月曜日も、俺は普ふ段だんと変わらない生活を送っていた。

　いつもどおり登校し、先生の板書を真ま面じ目めに書き写す。

　今日は久しぶりにバイト入ってないし、帰ったら早めに宿題を終わらせて、アブラダたちと遊ぶとするか。

「にぃちゃん！」

　そんなことを考えていると、唐とう突とつに教室の扉とびらが開け放たれた。

　そして入ってきたのは──我が愚ぐ妹まいこと明莉。

　し○むらで買った安物のＴシャツとミニスカートという出いで立ちの明莉は、走ってきたのか、呼吸に合わせて自じ慢まんのツインテールを揺ゆらしている。

「明莉。お前、自分の学校は？」

「なぜあたしが、学校に行くと思ったの？」

「義務教育だからだよ、中学二年生！」

　どうも先週あたりから制服が洗せん濯たくカゴに入ってないとは思ってたが、サボってやがったのか。

「まぁ、細かいことは油に流してよ」

「べたべた汚よごれが残りそうだな……あのな？　にぃちゃんも、公務員になれとまでは強制しない。だけどせめて真面目に勉強して、ちゃんとした高校・大学に進める努力を……」

「それは違ちがうよ！」

　ビシッと俺を指差して、眉まゆをきりりと吊つり上げる明莉。

「そんなのは、普ふ通つうの家庭の話でしょ？　だけどあたしらは、もう普通じゃない」

「確かにお前の頭は普通じゃねぇな。とにかく、授業の邪じや魔まだから今すぐ帰れ！」

「帰るのはにぃちゃん……あんただよ！」

　もう一回ビシッと、こっちを指差してくるバカ妹。なんなの、こいつ。

　いつも以上の狂くるった行動に辟へき易えきしていると、明莉は先生を押しのけて教きよう卓たくの前に立った。

　そして、教室をぐるっと見み渡わたすと──深々と頭を下げて、告げた。

「兄が色々とお世話になりました。突然ですが、兄はあたしと一いつ緒しよに、今日から家庭の都合で休学することになります」

　しん……と水を打ったように静まり返る教室。

　そして次の瞬しゆん間かん──爆ばく発はつするように、クラスメートたちが好き勝手喋しやべりはじめた。

「ちょっとちょっと！　水みず並なみくん、学校辞めるってよ!!」

「ついにか……やっぱり学費が払はらえなくなって……」

「夜よ逃にげじゃない？　借金作って、夜逃げじゃない!?」

　頭上を飛び交かう、流言飛語。

　っていうか、思いのほか失礼だよね君たち。俺のことを普段どう思ってるのか、よーく分かったわ。

「というわけで、にぃちゃん！　休学届はあたしが代わりに出しといたから!!」

「お前、マジで何やってくれてんだよ!?　俺の公務員になる夢、どうするつもりだ!!」

「公務員（笑）　そういうの、もういいから」

　こいつ、俺の夢を鼻で笑いやがったな！

　授業中だけど、今さらそんなの関係ねぇ。

　俺は席を立ち、明莉をつまみ出そうと……。

「灯とう也や！　ケンカはダメですよっ!!」

　そこに飛び込んできたのは──一人の美少女だった。

　ぱっちりとした大きい瞳ひとみに、整った顔立ち。華きや奢しやな体つきの中で、胸むな元もとだけに油分が集中している。

　また体内の石油で製造したのだろう、八はち張ばり高校の制服姿にチェンジしたせきゆは、黒こく褐かつ色しよくの流りゆう麗れいなロングヘアを揺らしておじぎをした。

「皆みなさま、いつも灯也がお世話になってますっ！　私はせきゆ。灯也の妻ですっ!!」

　一番ダメなパターンの挨あい拶さつをするせきゆ。

「妻!?　刺さし身みのツマじゃなくて!?」

「あの女っ気のない水並が、こんな美少女と結けつ婚こんしてるっていうのかよ!?」

「夫ふう婦ふってことは、夜な夜なあんなことやこんなことを……羨うらやましすぎるだろ！　爆発しろよ!!」

　色めき立つクラスメートたち。げんなりする俺。

　そんな俺に向かって、せきゆはぴょこぴょこ飛び跳はねながら、手を振ってくる。

「灯也ぁ！　私、学校に来ちゃいましたっ!!」

「来ちゃいました、じゃねーよ！　おとなしく家にいてくれよ、頼たのむから!!」

「ねぇ、せきゆ……さん？　君は本当に、水並の奥さんなの？」

　物もの怖おじもせず、尋たずねてきやがる奴がいた。

　誰だれだよ……って、金かね田だ。またお前か。

「はいっ！　私は灯也の奥さんです！　そして……灯也に世界一の愛を振りまく、天使なんですっ!!」

　ひゅううううううう!!

　クラス中が声を揃そろえて、俺を全力で冷やかしに掛かかってきやがった。

「ねぇねぇ、どこで知り合ったの？」

「っていうかこの貧ぼ──水並くんの、どこが好きなの？」

「えっと、えっと……」

　各所から飛び交う質問の嵐あらしに、パニクりつつも律りち儀ぎに答えようとするせきゆ。

　いいよ、放ほうっといて。っていうか放っといてくれよ、頼むから。

　いたたまれない空気に、俺がぐったりとしていると。

　────バサリ。

　中空を、大量の万札が舞まった。

「……みんな、いい加減黙だまるの」

　美み萌もえがお金をばらまいたことによって、クラスメートたちの関心はせきゆからお金へと移動。血ち眼まなこになってお金を回収しはじめて、てんやわんやとなる。

「ありがとな、美萌。助かったよ」

「……別に、なの」

　──？　なんでこいつ、頰ほおを膨ふくらませて不ふ機き嫌げんそうにしてんの？

　よく分からない美萌の態度に、首をかしげてると。

　ぐいっと、俺の制服の首元を……明莉が引っ張ってきた。

「ほら、この隙すきに帰るよ！　荷物まとめて、にぃちゃん」

「だーかーら。俺は公務員になるために、授業を受けなくちゃいけなくてだな……」

「公務員は、もういいから!!」

　明莉は苛いら立だたしげに、語気を荒あららげて。

「とにかく！　学校とか公務員とか吹ふっ飛とぶような現実を見せてあげるから……とっとと準備してってば!!」
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「ただいまですっ！」

　俺と明莉と一緒に家へ帰ってくると、せきゆはニコニコと上じよう機き嫌げんに靴くつを脱ぬいだ。

　給油ポンプ羽根はぴこぴこと、左右に揺れている。犬の尻尾しつぽみたいだな、それ。

「せきゆちゃん！　さっきのあれ、そのままにしてある!?」

「はいっ！　明莉に言われたとおり、手を触ふれずに置きっ放しにしてますよっ!!」

「おい、一体何があるってんだよ？」

「それは──これだよ！」

　半ばイっちゃった目で俺を見み据すえながら──明莉は板間の奥へと手を広げた。




　一面の、札束の山。




「…………？」

　ごしごしと目をこする。

　なんだ今の？　幻げん覚かくか？

　天てん井じように届くほど積み上がった、大量の札束が見えた気がするんだけど……まさかな。

　俺は意を決して、もう一度顔を上げる。




　一面の、札束の山。




「うおおおおおおおおおおおおおお!?」

　歓かん喜きとも驚きよう愕がくともつかない俺の絶ぜつ叫きようが、部屋中に響ひびき渡わたった。

　えっ、えっ、何これ!?

　諭ゆ吉きち先生が顔を揃えて、仲間になりたそうにこちらを見てるよ？

「にぃちゃん。これはアニメじゃない。ほんとのことなのよ」

　震ふるえる手で俺の肩かたをポンと叩たたくと、明莉は山盛りになっている札束の中から、一束を抜ぬき取った。

「勝った……あたしたちは、勝ったんだわ……」

　そんな明莉を横目に見ながら、俺はカバンから参考書を取りだした。

　ぷるぷるする手で、ページをめくっていく。

　えーと、トランス脂し肪ぼう酸さんの分子構造は……。

「ちょっと、にぃちゃん！　なんでこの期ごに及およんで勉強なんかしてんのよ!!」

　乱暴に参考書を奪うばい取ると、明莉はそれを壁かべに向かって叩きつけた。

「いい加減、現実を見て。にいちゃんは石油王になったのよ!?　そしてあたしは石油王の妹！　学校？　勉強？　何それおいしいの？　石油マネーが手に入った今、あたしたちにはそんな無む駄だなもの、必要ない!!」

　だから唐突に休学だとか言い出したのか。

　こういうときだけ行動が素す早ばやいよね、お前。

「明莉、とっても嬉うれしそうですねっ！　私もなんだか、熱くなってきましたっ!!」

　そんな俺たち兄妹きようだいを見守っていたせきゆが、満開の桜みたいな笑えみを浮うかべて、ガッツポーズを作る。

「油あぶら天てん使しの私にはよく分からないのですが、こうしてお金がたくさん手に入ると、灯也たちは幸せになれるんですかっ？」

「『ユデン』には、貨か幣へい経済って概がい念ねんはないのか？」

「ほら、油天使は適当なので。お金を計算したりとか値段を決めたりとか、そういうのはちょっと……」

　あの女め神がみにして、油天使ありだな。

　おかげでお金の価値が、まったく分かっていないらしいせきゆ。

　そんな彼女の手を取って、明莉は瞳に涙なみだをにじませる。

「ありがとう、せきゆちゃん。せきゆちゃんの石油のおかげで、あたしもにぃちゃんも最っ高に幸せだよ……」

「それは良かったですっ！　天使冥みよう利りに尽つきますっ!!　こんなことでいいのなら……その……石油、頑がん張ばって出しますね」

「出して出して、いっぱい出して！　部屋中びっしょびしょになるくらい、石油まみれにして!!」

「あぅ、それはちょっと……灯也に見られるのは、やっぱり恥はずかしいです……」

　手で顔を覆おおい隠かくしつつ、消え入りそうな声でせきゆが呟つぶやく。

　せきゆが恥ずかしいことをして、稼かせいでくれたお金。

　そう考えると、このお金の貴重さが身に染しみてくるな。ありがとうな、せきゆ。

「しかし……なんで銀行口座に振ふり込こまなかったんだ、青龍院財ざい閥ばつは？　こんな大量の資産、裸はだかで持っとくのは怖こわすぎるだろ」

「あたしが頼んだんだよ。一回、札束風ぶ呂ろに浸つかってみたかったから」

　そう言って、札束の山へとダイブする明莉。

「お前は相変わらず、欲望に忠実だな」

　嘆たん息そくしつつ、札束の山へとダイブする俺。

　うおおお、紙し幣へいが頰をくすぐってくる！　なんて気持ちよさなんだ!!

　このまま札束に溺おぼれて、死んでもいいレベルの快楽。

「何よ、にぃちゃんだって人のこと言えないじゃん」

「仕方ねぇだろ。こんなもん見たら、誰だって飛び込みたくなるっての」

「ふふふ……でもね？　お金っていうのは、使うためにあるんだよ？」

　お札の海から陸地に降り立つと、明莉はキッチンへと歩を進める。

　そして──冷蔵庫の扉とびらを、おもむろに開いた。




「ほら見て！　今日はなんと、納なつ豆とうを買ったんだよ!!　しかも一人一パックッ!!」




「小せぇな、金の使い方が！」

　そんなドヤ顔しながら取り出したのが、納豆三パックだけとか、もうね。

「お前は貧びん乏ぼう根こん性じようが染みつきすぎなんだよ。そんな程度なら、一いつ般ぱん家庭でも買えるだろうが！　買うなら石油王らしいものを買え!!」

「石油王らしいものって何よ？」

「決まってんだろうが……うめぇ棒、百本だ」

「ひゃ……百本!?」

　めまいを覚えたように、くらりと冷蔵庫にもたれ掛かる明莉。

「に……にぃちゃん、恐おそろしい子っ！　そんな贅ぜい沢たくな使い方、あたしには思いつかなかったよ!!」

「と……当然だろ。石油王なんだから」

　そう言いつつも、俺の膝ひざはガクガク震えている。

　だって、うめぇ棒百本だぜ？

　そんな贅沢、バチが当たらないか怖くなるっての。

　────ピンポーン。

「お客さんですねっ！　……あ、アブラダさんだっ!!」

　ドアスコープ越ごしに確かく認にんしてから、せきゆがアブラダを招き入れる。

「アブラダ？　お前、学校はどうしたんだよ？」

「トーヤ、イキナリ休学、言イ出スカラ。心配デ、学校早退シタ」

　お前、そんなにも俺のことを心配して……。

　あまりにも美しい友情の輝かがやきに、思わず目め頭がしらが熱くなる。

「にぃちゃん、にぃちゃん。あたし、分かっちゃった。石油王らしいお金の使い方！」

　明莉は得意げにそう言うと、冷蔵庫から札束山脈まで戻もどってくる。

「なんだよ、石油王らしい使い方って？」

「ふっふっふ……それはね。こうよ！」

　そして──札束をひとつ、手に取ると。

　明莉はアブラダのところへ駆かけ寄って。

　叩いた。

　札束で、ぺしっと。

「アウチッ!?」

　唐とう突とつに頰ほおを札束でぶたれたアブラダは、目を丸くして明莉を見ている。

　そんなアブラダに対して、明莉は容よう赦しやなく──札束による往復ビンタを開始した。

「ほら。ほらほら！　これが欲ほしいんでしょ!?　だったらひざまずいて、『明莉さま』と呼びなさいよ!!」

「あほか、お前は！」

　札束ビンタを繰くり出す妹を止めるため、俺は札束をぶん投げた。

　ロケットみたいに飛んでいった札束は──ガツンと明莉の脳天に命中する。

「あいたっ！　あ、でも……気持ちいい、かも……？」

「お、おう……俺もなんか、すげぇ快感……」

　試ためしにもう一回、札束を明莉に放ほうり投げる。

　明莉は恍こう惚こつとした表情で、側頭部でお金の感覚を楽しむ。

　やっべぇ、超ちよう気持ちいい!!

　俺はもう一回、お金を投げようと──。

「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　……猛もう獣じゆうのような雄お叫たけびが、おんぼろアパートを物理的に振しん動どうさせた。

　思わず固まる俺と明莉。きょとんとしているせきゆ。

　そんな俺たちをギロッと睨にらみ──アブラダがぼそっと言う。

「トーヤ。アカリ……イイ加減ニ、スル」

　その、目が合っただけで人を殺せそうな眼光に。

「…………はい」

　俺と明莉は声を揃そろえて、返事せざるをえなかった。
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「二人トモ、オ金ハ、上手ニ使ウベキ」

　お金の大切さを、懇こん々こんと説くアブラダ。

　板間に正座して、それを重く受け止める俺と明莉。

　せきゆは何が楽しいのか、俺たちに倣ならって正座をしながら「人間の友情……熱いですっ！」とか呟いている。

「まぁ確かに、札束で人を殴なぐるのはねぇな」

「人に向かって札束投げるのも、どうかと思うよ」

「ドッチモ、ドッチ」

　神しん妙みような面おも持もちのアブラダにたしなめられる。

　こんな愚おろかな兄妹を真しん剣けんに心配してくれる親友を見て、俺も少しトーンダウンしてきた。

「とはいえ……なぁ。うまく使うったって、何していいのか分かんねぇよ。こんな大金、見たことないし」

　窓まど際ぎわに置かれたマネーマウンテンを見上げつつ、ぼやく。

　さっき俺と明莉が飛び込んだ衝しよう撃げきで、周囲には札束が散らばっている。

　なんか、なだれみたい。金なだれ。

「トーヤハ、今マデ、頑がん張ばッテキタ」

「あたしは？　ねぇ、あたしは？」

「アカリモ……ソレナリニハ」

　いやいや、こいつはなんも頑張ってねぇぞ？

　バイトしてないし。ＦＸで家計を崩ほう壊かいさせたくらいだし。

「ヤリタイコト、ヤルベキ。我が慢まんシテキタコト、ヤルベキダヨ」

「俺たちの……やりたいこと？」

　石油王と石油王の妹は、顔を見合わせる。




　納豆を一人一パック買うことでも、うめぇ棒を百本買うことでもない。

　俺たちが本当に、手に入れたいもの。

　それは────。
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　────ウィィィィン。

　自動ドアが俺たちに反応して、独りでに開く。

「ど、どうしようにぃちゃん……ほんとに来ちゃったよ!?」

「お、落ち着け明莉……ここからが、本当の地じ獄ごくだ」

「わぁ！　すっごいですっ!!　おうちの写真が、いっぱい貼はってありますっ!!」

　カチコチに固まっている俺と明莉を尻しり目めに、せきゆはテンション上げ上げで店内に入っていった。アブラダも、ゆっくりとその後に続く。

　……ここは不動産屋。

　そう。俺たちのやりたいこと。その第一弾だん。

　それは──あの貧乏アパートとおさらばして、豪ごう邸ていに住むことだ。

　親父おやじが蒸発してローンが払はらえなくなり、以前暮らしていた持ち家は手放す羽目になった。

　その後、明莉が「レディに個室がないとかありえない！」と主張したため、一Ｋの安い物件という条件で探し当てたのが今のボロアパート。

　ちなみに明莉の部屋とキッチンしかないので、いつもアブラダとゲームしてるのも、俺が寝ねてるのも、キッチンだ。

　築八十年、木造、家賃八千円。

「耐たい震しん設計？　何それおいしいの？」状態で、地じ震しんが来るたびに家を飛び出すような暮らしをはじめてから──もう二年も経たつのか。

　そう考えると、あの天然記念物レベルの古家にも、なんだか愛着が生まれてくるから不思議なもんだ。

　……いや、出て行くけどね？

　せきゆが本格的に燃えでもしたら、あんな貧乏アパート、一いつ瞬しゆんで消し炭だし。

「さ、さぁ行くぞ？　覚かく悟ごはいいか、お前ら？」

「はい！」

「う、うん……」

「オーケー」

　三人の顔をぐるりと見てから、俺はゆっくりと店員さんのいる方へと近づいていく。

「いらっしゃいませ。どのような物件をお探しでしょうか？」

　二十代くらいの女性店員さんが、営業スマイルを浮うかべて言う。

　条件……だと？

　今のアパートよりマシなら、特にこれっていうのはないんだけど……。

「こ……この店で一番、高いやつを!!」

　────ぞくっ。

　明莉の言い放った一言に、俺は全身の毛が逆立つのを感じる。

「一番高いもの、ですか？　駅からの距きよ離りとか、間取りとか、何かご希望は……」

「ない！　高ければ、高いほどいい!!」

「えっと……賃ちん貸たいですか？　ご購こう入にゆうですか？」

「買う！」

　怪け訝げんな顔をしながら、店員さんが物件資料を取りに行った。

「お、おい明莉！　あんまり高すぎるのはちょっと……」

「ど、どうしてよ？　あ、あたしたちには、石油マネーがあるのよ？　ち、ちょっと高価な物件を買ったって、ななななんの問題もないでしょ？」

　ガタガタと歯を鳴らしながら、強がりを言う明莉。

　そこへ戻ってくる、女性店員さん。

「それでしたら……こちらはどうでしょう？」

　えーと、ゼロが一・二・三・四・五・六・七・八・九────!?

「あばばばばばばばば!!」

「あばばばばばばばば!!」

　俺と明莉が、あまりの桁けた数すうに言語能力を失う。

「あははっ！　なんだか楽しそうですね、二人ともっ!!　あばばばばばばばばっ!!」

　いや、そういう遊びじゃないから。

　無む邪じや気きに笑ってるせきゆは置いといて、俺は穴が開くほどの勢いで物件資料を見る。

　場所は──今のボロアパートから、それほど離はなれてない。

　こんな千葉の片かた田舎いなかに、こんなクソ高い物件が、本当に存在するのか？

　金だけ搾しぼり取って、中はボロボロなんじゃねぇのか？

　訝いぶかしみながら、俺と明莉は物件の条件を確認していく。

「な──!?　風ふ呂ろとトイレが別……だと……!?」

「に……にぃちゃん！　キッチンとダイニングも仕切られてるみたいだよ!?」

「待て、明莉……『ＬＤＫ』って書いてある。これは、キッチンじゃねぇぞ？」

「ま、まさか──リビングダイニングキッチン!?　あの、伝説の!?」

「……この値段なら、そりゃそうだろ……」

　なんか店員さんがぼそっと呟つぶやいた気がするけど、そんなの気に留めてる余よ裕ゆうはない。

　他にも全室床ゆか暖だん房ぼうだとかバルコニーだとかプール・サウナ付きだとか色々書いてあるけど、何を言っているのかさっぱり分からない。

　そういう細かいのはいったん置いとくとして……俺なりに、咀そ嚼しやくはできた。

「要は広くて、部屋がいっぱいある、風呂トイレ別の木造住宅ってことですよね？」

「違ちがいます。木造ではございませんよ、お客様？」

　こほんと咳せき払ばらいして、店員さんが『ＳＲＣ』という暗号を指差した。

「なんですか？　スーパーファ○コン？」

「違います。鉄骨鉄筋コンクリート造です」

　何それ、必殺技わざ？　めっちゃ強そう。

「耐震もしっかりしておりますし、セキュリティも万ばん全ぜん。バリアフリーにも特化しており、三階建てですが大型エレベーターが……」

「？？？」

　よく分かんなーい。専門用語多すぎだよ。油天使並みに理解不能だよ。

　でもまぁ……すごい家だってことは、確かみたいだけど。

「明莉。せきゆ。ここでいいか？」

「私は、二人が幸せに暮らせるのでしたら、どこでもっ！」

「いいいいいいいい、いいんじゃない？　かかかかかか買っちゃおうよ？」

「あのぉ……今さらで恐きよう縮しゆくですが」

　じろりと俺たち四人を見ると、店員さんはちょっと低い声で言った。

「お客様、ひょっとして皆みなさま未成年でいらっしゃいますか？　保護者の方の同意がないと、契けい約やくを交かわすことはですね……」

「はぁ!?」

　いち早く反応したのは、さっきまで動どう揺ようしまくってた明莉だった。

「保護者ぁ？　そんなのいたら、もやしなんか食って生きてないわよ！」

「いないのですか？　では、契約はちょっと……」

「……倍プッシュよ」

「はい？」

「はぁ？」

　店員さんと俺が、ほぼ同時に声を上げた。

　何を意味不明なこと言い出したんだ、こいつは。

「アブラダくん、そのリュックを」

「オーケー」

　なんかやたらでかいリュックを担かついでると思ったら、それ明莉に持たされてたのかよ。マジで申し訳ねぇ。

「はい。これ」

　ドサドサッ。

　明莉がリュックをひっくり返すと、札束が滝たきのように流れ落ちていく。

　お前、家にあった大金、そんなに持ってきてたのかよ。

　見る見るうちにカウンターを侵しん食しよくしていく、諭ゆ吉きち先生。

「は、はああああああああああ!?」

　店員さんが営業スマイルを完全に忘れて、大声で叫さけんだ。

　明莉はそれを、不敵な笑えみで見つめながら。

「倍払うわ。だから……保護者とか契けい約やく書しよとか、そういうのはあなたがなんとかして」

「い、いや……でも……」

　口ごもる店員さんのポケットに向かって、明莉は札束をひとつ、ねじ込んだ。

　チップのごとく渡わたされた札束に、ごくりと生なま唾つばを吞のみ込むと──店員さんは声をひそめて言った。

「分かりました……なんとかします。ただし、このことはくれぐれも、ご内密に……」
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　購入が決まってから、引ひっ越こすまではすぐだった。

　明莉が即そく日じつ入居の約束を取り付けたおかげで、翌日にはボロアパートを引き払い、俺たち兄妹きようだいとせきゆは新居へと移動した。

　ちなみに、引っ越しに関することはすべて、青龍院財ざい閥ばつが一晩でやってくれた。

　それに加えて、これまで貧びん乏ぼうゆえに持っていなかった無数の家具や電化製品までも、用意してくれるという徹てつ底ていぶり。

「ありがとな、美萌」

　ＰＨＳを耳に当てつつ、俺は電話口の向こうの美萌に礼を言った。

　電話越しでも分かるほど慌あわてた様子で、美萌が答える。

『た、大したことじゃないの！　そちらからもらった石油による利益で、財閥の収益は急きゆう上じよう昇しようしたの。これくらいのお返しは、当然なの』

「それでも、礼くらいは言わせてくれ。本当に感謝してるよ、美萌」

『は、はぅぅぅ……灯也くんに喜んでもらえたなら、何よりなの！　これからも、萌もえになんでも相談してねなの!!』

　通話を終しゆう了りようして、俺は右手に握にぎったＰＨＳを見つめる。

　……今どきＰＨＳってのもなぁ。今度、スマホに買い換かえよう。

「しかし……なんって広いリビングなんだよ……」

　教室よりも広大なその光景に、俺は思わずため息を漏もらす。

　なんか豪ごう華かなソファがあるし。床ゆかはふかふかのカーペットだし。ＴＶは液えき晶しようだし。

「うわぁ。なんだか、『ユデン』を思い出しますっ！」

　せきゆがきょろきょろ辺りを見み渡わたして、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「油天国って、こんな感じなのか？」

「はいっ！　見渡す限かぎりこんな光景が広がってましたねっ。そこで寝ね転ころがってマンガ読んだりゲームしたりして、一日をのんべんだらりと過ごすのが、油天使の日常です」

　なんだよ、その楽園みたいな暮らし。

　普ふ通つうの人間が送り込まれたら、一日で堕だ落らくして廃はい人じんと化しそうだな。

「にぃちゃん！　あたし、三階の部屋使ってもいい？」

　エレベーターから降りてきた明莉が、興奮気味に言う。

「別にいいぜ。部屋は十二室あるんだから、どうせ余るし」

「三階のバルコニーから見る眺ながめ、マジで最高だよ？　道行く人がゴミのようだよ、あっっははははは!!」

　ゲスい。さすが明莉、ゲスい。

「てなわけで、あたしは三階に行くから。二階にある一番大きな部屋は、二人で使っていいよ！」

「二人？」

「うん。だって、にぃちゃんとせきゆちゃんは夫ふう婦ふでしょ？　新しん婚こん早々別室で寝ねるとか、ありえないっしょ」

「な……なるほどっ！」

　せきゆはハッとしたように背筋を伸のばして、給油ポンプ羽根をぴこぴこさせた。

「では灯也、今日から同室になりますが、よろしくお願いしますっ！　私、夜も灯也を幸せにするよう頑がん張ばりますからっ!!」

「……夜に何を頑張るんですかねぇ？」

　にへらっとスライムみたいな顔で笑う明莉を、思いっきりどついた。

「いったぁ！　何よ、にぃちゃん？」

「こんなに部屋が余ってんだから、別に同室じゃなくてもいいだろ。せきゆだって、ゆったり過ごしたいだろうし。俺だってその……緊きん張ちよう、するし」

「あほか」

　心底バカにした顔で俺を見て、明莉はぐいっと肩かたに手を回してきた。

　そして、声をひそめて囁ささやく。

「にぃちゃん、いい？　あたしらはなんで、こんな豪ごう邸ていに住めたの？　なんでこんなに散財しても、お釣つりが山ほどあるの？　……石油の力でしょ？」

「んなこと分かってるよ。せきゆが石油を頑張って出してくれたから、俺たちはあの惨みじめな貧乏生活を脱だつ出しゆつしてだな……」

「そう。全部ぜーんぶ、せきゆちゃんのおかげ。そんなせきゆちゃんが、万が一にもにぃちゃんに愛あい想そを尽つかしたら……どうなる？　『ユデン』に帰っちゃって、途と端たんに石油が枯こ渇かつする。そしたら当然、あたしらはあの貧乏生活に逆ぎやく戻もどりだよ」

「まぁ、それは……そうかもだけど」

「ノーオイル、ノーライフ。石油王は石油を──この場合はせきゆちゃんを、大切に扱あつかわなきゃいけない。ましてや、にぃちゃんたちは夫婦なんだから。もっと親密になりなよ。せきゆちゃんに幸せをもらうだけじゃなくって、にぃちゃんも──せきゆちゃんを幸せにしてあげないとじゃん？」

　……割と正論だったから、ぐうの音ねも出ない。

　確かに今のところ、俺はせきゆから甘い汁しるを吸ってるだけだ。

　もっと俺も、せきゆに対して何かしてやらなきゃ……だよな。

「んーと、灯也？　明莉？　さっきから何を、こそこそ話してるんです？」

「あ、いや、なんでもないよ。それよりさ、せきゆ……」

　俺は明莉から離はなれると、せきゆの顔をじっと見つめる。

　そして、意を決して──言った。

「これからちょっと、一いつ緒しよに出で掛かけないか？」
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「……意い気く地じなし」

　俺にだけ聞こえる声で、明莉がぼやいた。

　うるせぇな。自分でも分かってるよ。根こん性じようなしなことくらい。

　だけどさ、あの流れで「二人っきりでデートしよう」なんて──恥はずかしすぎて、言えなかったんだよ。

　そんなわけで──俺は、せきゆ・明莉・アブラダと一緒に外出している。

　銀座に。

　銀座！　それは高所得者層にだけ立ち入ることを許された、閉へい鎖さ空間!!

　石油王にでもならなけりゃ、一生来ることはなかっただろう。

「アブラダ、ごめんな。学校帰りに、こんなとこに付き合わせちゃって」

「ノープロブレム。ワタシ、トーヤタチト一緒、ドコデモ楽シイ」

「ま、いっか。あたしもいい服、買って帰ろっと。せきゆちゃんも、一緒に見て回ろ？」

「はいっ！　なんだか煌きらびやかで、素す敵てきなところですねっ!!　熱いですっ！」

　そんなわけで、俺たちはひとまず、近場にあった服ふく飾しよく店に入る。

　あぁ、さすがは銀座だな。おしゃれに気を遣つかわない俺から見ても、デザインのセンスがずば抜ぬけている。

　そう思いつつ、値札をひっくり返してみると……。

「し、しま○らより高い……っ!!」

　ゼロの多さに、反射的に固まってしまう。隣となりを見ると、明莉も同様に値札を摑つかんだまま固まっている。そうだよな、お前もし○むら基準だもんな。

　とはいえ……俺はもう、ただの貧乏人じゃない。

　せきゆの石油で石油マネーを手に入れた、石油王なんだ。

　お金なら山のように持っている。それを有効活用できなくて、どうするっていうんだ。

「──あ」

　そこで俺は、店の奥に並んでいる『ある商品』に気が付いた。

　そうだ。有効活用っていうんなら、まずはこういうことから使わなくっちゃな。

　近くにいた店員さんに声を掛かけると──俺は宣言した。




「あっちのターバンから、こっちのターバンまで。ターバン全部、ください!!」




　店員さんは「マジで？」といった驚きよう愕がくの表情を浮うかべつつ、ターバンをまとめてカウンターへと運んでいく。

「……トーヤ？　ドウシテ、ターバン、買ウ？」

「決まってんだろ。お前にやるためだよ」

　──高校に入学してすぐに、アブラダとは知り合った。

　その頃ころすでに貧びん乏ぼう暮ぐらしで、ひたすら公務員を目指して勉強に明け暮れていた俺。そんな、取っつきづらい奴やつに唯ゆい一いつ話し掛けてきてくれたのが……アブラダだった。

　高校入学までアラブに住んでいたアブラダは、日本での新生活に馴な染じめずにいた。

　頑がん強きようで石油王っぽい見た目。たどたどしい日本語。制服なのにターバンを巻いている独特の格好。それがどうにも、日本の学校では受け入れられにくかったらしい。

　まぁ俺はそういうことは気にしないので、なんとなくよく話をするようになった。

　放課後や休日は、我が家で一緒にゲームをしたり勉強したり。

　そのおかげで、明莉のわがままに付き合わせたり、うちの家計を心配させたり、色々と迷めい惑わくを掛けちまった。せきゆが来てからは、なおさら。

　それでも、いつも俺のそばにいてくれたアブラダ。

　俺や明莉が困ったときは、いつだって助けてくれたアブラダ。

「いつもありがとな。こんなもんじゃ足りないくらいだけど……お礼の気持ちだと思って、受け取ってくれ」

「トーヤ……」

　アブラダが頰ほおを赤く染める。

　僅わずかに潤うるんだ頰。震ふるえる唇くちびる。

　そして、アブラダは俺を抱ほう擁ようしようとゆっくり近づいて──。

「──って、待て待て！　違ちがう！　この流れは違う!!」

「ウン？　ハグデ、喜ビ、表ソウト思ッタ」

「大だい丈じよう夫ぶだから。ハグとかなくても、お前の気持ちは伝わってるから」

　プレゼント[image: →]回想[image: →]熱く抱擁する　とか、どこのラブコメヒロインだよ。

　屈くつ強きようなアラブ人男性と冴さえない石油王のロマンスとか、誰だれ得とくか分かんないことはやめとこう？　な？

「にぃちゃん。あたしへのお礼の気持ちも、出していこうか？　でもぉ、そうなると石油王の財産でも、買えないくらいになっちゃうかな！」

「チロルチョコ一個分くらいだな、お前への感謝の念は」

「なーにーそーれぇ!?」

　ぞんざいな扱いに不満を爆ばく発はつさせる明莉だが、仕方ねぇだろ。恨うらむなら普ふ段だんの自分の行いを恨め。っていうか、お前はむしろ、俺と一緒に感謝しなきゃいけない立場だろ。

　アブラダと──そして、もう一人。

　俺たちの家に石油と幸せを運んできてくれた、ちょっと変わった天使の女の子に。

「せきゆ。お前は何が欲ほしいんだ？」

「はい？　私ですかっ!?」

　店内を物もの珍めずらしそうに見み渡わたしていたせきゆが、大げさに驚おどろく。

「私は別に、アブラダさんと違って、感謝されるようなことはしてないですよっ？」

「何言ってんだよ。お前が石油を出してくれたからこそ、俺たちは人間として最底辺の暮らしを脱出して、こんな裕ゆう福ふくな生活ができるようになったんだぜ？　感謝してもしきれないほどだって」

「油天使ですもん、石油くらい出しますよ……恥ずかしいですけど。そんなことで満足されては困りますっ！　私は、普通の天使みたいになりたいんですからっ!!　まだまだ精しよう進じんが足りないですっ!!」

「普通の天使とか、ただニコニコ飛んでるだけでしょ？　せきゆちゃんの方がよっぽどすごいって」

　明莉がさらっとすごい暴言を吐はく。

　さすがに、ただニコニコ飛んでるだけじゃねーだろ。関係者に怒おこられるぞ。

　でもまぁ──せきゆの方がすごいってとこだけは、同意する。

　かわいくて優やさしくて、熱い情熱を持っていて。

　しかも石油が出せる。

　本人は認めようとしないけど……普ふ通つうの天使と比べても、十分に遜そん色しよくないと思う。

「とにかく、せきゆ。俺も明莉も、お前には本当に感謝してるんだ。だから、お礼くらいさせてくれよ」

「でも……」

「ほら、俺たち……ふ、夫ふう婦ふだろ？」

「は、はいっ！」

「妻が頑張ってくれたら、夫がそれに感謝するのは当然のことなんだよ。それがどんな些さ細さいなことだって……それが、夫婦ってもんじゃねぇか？」

「な……なるほど……」

　……自分で言ってて、なんか小こっ恥ぱずかしくなってきた。

　俺はせきゆから視線を逸そらし、せきゆの返事を待つ。

「……で、でしたら」

　そんな俺の服の裾すそを、くいっと摑んで。

　遠えん慮りよがちな声で──せきゆは言った。

「行きたいところがあるんですけど……いいですか？」
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　地元の駅に着いたときには、空はすっかり暗くなっていた。

「トーヤ。今日ハ、ターバン、アリガトウ」

「んじゃ。あたしはアブラダくんに送ってもらうから。二人はどうぞ、ごゆっくり～。しっぽり～」

　そう言い残して、アブラダと明莉は並んで帰路につく。

　駅前に残ったのは──俺とせきゆの、二人。

「じゃ、行こっか」

「はいっ！」

　満面の笑えみのせきゆと一緒に、俺は商店街へと入っていく。

　そして目的の──ゲームセンターに到とう着ちやくした。

「あ、灯也！　これですっ、これが欲しいんですっ!!」

　せきゆはゲームセンターの入り口に配置された、ひとつのクレーンゲームを指差した。

「分かった。任せとけ」

　自じ慢まんじゃないが、貧びん乏ぼうだったこともあって、クレーンゲームなんてろくにやったことがない俺。なので──当然、一回や二回で簡単に成功とはいかない。

　だけど、そこはほら、石油王だから。

　潤じゆん沢たくな資金を投入し続けて、何十回と同じ筐きよう体たいに挑ちよう戦せんを繰くり返す。

　そして、石油掘くつ削さく作業員のように少しずつ慎しん重ちように、目的の品を移動させていき……。

　────ポトッ。

「やった！　取れたぞ、せきゆ!!」

「わぁ！　すごいです、すごいですっ!!　さすが灯也ですっ!!」

　俺たちは喜びのあまり抱だきあって、ぴょんぴょんと飛び跳はねた。

　そして──自分たちの体勢に気付き。

　慌あわてて身を離はなし、そっぽを向きあう。

「ご、ごめん。抱きついたりして……」

「い、いえっ！　こちらこそっ!!」

　そんなぎこちない会話を交かわして、俺とせきゆは、受け取り口からひとつのぬいぐるみを取り出した。

　それは、せきゆが欲しいと主張したぬいぐるみ。

　名状できないマウスやら、ひげ親父おやじブラザーズやら、版権元がまったく統一されていないカオスなクレーンゲームに入っていた──見たこともないキャラクター。

　真っ赤な車体に顔が描えがかれた、『タンクローリーくん』だった。

「わぁ、嬉うれしいですっ！　かわいいタンクローリーですっ!!」

「そんなもんでいいのかよ？　銀座だったら、服やらアクセサリーやら色々買えたのに。わざわざ地元のゲーセンで、ぬいぐるみなんて取らなくても……」

「いいんです。これが欲しかったんですっ！　前からお出で掛かけするたびに、ずっと気になってたんですっ!!」

　恍こう惚こつとした表情で、タンクローリーに頰ずりするせきゆ。

「……タンクローリーって、石油を大切に、遠くまで運んでくれるでしょう？」

「まぁ特とく殊しゆ用よう途と運うん搬ぱん車しやだからな」

「だから、私──タンクローリーって、『まるで灯也みたいだな』って思うんです」

　はい？

　首をかしげる俺を上うわ目め遣づかいで見つつ、せきゆは自身の口元に『タンクローリーくん』を当てる。
















「タンクローリーが、石油を大切に運ぶみたいに……灯也は私をとっても大切にしながら、知らない世界に連れて行ってくれます。見たこともなかった人間の世界で、妻としてあなたのそばにいられることが──私はなにより、幸せなんです」

　せきゆの口元に触ふれている、『タンクローリーくん』。

　その目つきは案外鋭するどく……どことなく俺に似ている、ような気もする。

「あ、でも、ほんとはダメなんですっ。私ばっかり幸せな気分になってたら。だって私は、天使だから。灯也を幸せにしなくちゃ、ですからねっ！」

「……バカ言ってんじゃねぇよ」

　ポンッ、と。

　せきゆの頭に手を置いて。

「俺は今、十分に幸せだよ。石油のおかげだけじゃなくって……お前が、そばで笑っててくれるから」

「……え？」

　せきゆはきょとんとしてるけど、二回はさすがに言ってやらねぇ。

　俺は再びそっぽを向いて──新居に向かって歩き出した。

「あ。待ってください、灯也ぁ！」

　その後ろから、当たり前みたいにせきゆが駆かけ寄ってくる。




　……あーあ。

　五月だってのに、今日はやたらと暑いな。
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「今夜はお楽しみですね」

　洗面所で歯を磨みがいていたら、パジャマ姿の明莉がたわ言をのたまってきた。

「お前はさっさと寝ねろ」

「にぃちゃんたちは、さっさと寝ないの？　布ふ団とんには入るけど、寝たまま何をするの？」

「しねーよ、バカ」

「しないの？　バカなの？」

　ひたすらに煽あおってくる明莉。ぶん殴なぐるぞ、マジで。

「あのさぁ。何度も言うけど、にぃちゃんとせきゆちゃんは夫婦なんだよ？　営まないでどーすんの？　なんなの、不能なの？」

「お前はいちいち変な表現をするのをやめろ！」

「はぁ……まーた、そうやってごまかしてさ。にぃちゃんのチキンっぷりも大したもんだよ、ほんと」

　大げさな身み振ぶりで「やれやれ」と言って、明莉はぐいと俺に顔を近づけてくる。

「あのさ。せきゆちゃんも絶対、にぃちゃんから迫せまられるのを待ってると思うよ？」

「だから、せきゆはそういう奴やつじゃないって」

「女の子はみんな、好きな人には身も心も捧ささげたいもんだよ」

「好きな人って……」

「にぃちゃんのことでしょ。それとも？　せきゆちゃんが好きでもない人と結けつ婚こんするような、軽けい薄はくならぬ軽油な子だとでも思ってんの？」

「軽油は関係ねぇだろ。確かにお前の言うとおり、せきゆは真ま面じ目めな子だよ。だけどもとを正せば、俺たちの結婚生活はアブラディーテを説得するためにはじまったもんだぜ？　嫌きらわれてるとまでは思わないけど、そういう『好き』とは違ちがったりするんじゃあ……」

「あっそ。じゃ、そう思っとけば？」

　わざとらしくため息をついて、明莉は踵きびすを返した。

　そして最後に──ちらっとこちらを一いち瞥べつして。

「せきゆちゃんは情熱的だからねぇ……にぃちゃんがいつまでも鈍どん感かんだと、向こうから迫ってくるかもしんないよ？」







「あ、灯也！　寝る準備できました？」

　部屋に戻もどると、ベッドに腰こし掛かけて髪かみにブラシをかけていたせきゆが、パッと破顔した。

　ピンクのネグリジェを着ている。おそらく、体内の石油から精製したんだろう。

　背中から飛び出した給油ポンプ羽根は、犬の尻尾しつぽのようにぴこぴこ左右に揺ゆれている。

「えへへ。灯也と二人っきりですっ。なんだか楽しみですっ！」

　──今夜はお楽しみですね。

　ふいに頭をよぎった明莉の言葉を打ち消すように、俺は必死に首を振ふった。

　でもさ。この状じよう況きようじゃ考えちゃうよね。

　シャンデリアのぶら下がった、広い室内。

　その中央に鎮ちん座ざする、ふかふかの羽う毛もう布団に覆おおわれたダブルベッド。

　隅すみに置かれたテーブルの上では、アロマキャンドルが焚たかれている。

　……ムーディーにも、程ほどがあるだろ。

　昨日までは、せきゆと明莉が狭せまい部屋に二人で寝て、俺はキッチンにタオルケットを敷しいて眠ねむっていた。同じ人間の暮らしとは思えない。

「灯也？　どうかしました？」

「い、いや。なんでもない……」

「じゃあ……あ、あのっ！　どうぞ、お隣となりにっ!!」

「あ。う、うん……」

　ポンポンと布団を叩たたいて促うながしてくるせきゆに、おとなしく従って。

　俺は常夜灯のみを残して、照明を消すと。

　ダブルサイズの布団の中に──一いつ緒しよに入った。

　せきゆの枕まくら元もとには、先ほど手に入れた『タンクローリーくん』が置かれている。

「…………」

「…………」

　薄うすいオレンジ色に染まった室内を、沈ちん黙もくだけが支配する。

　俺の目はぎんっぎんに冴さえているが、せきゆは疲つかれて眠ってしまったのかもしれない。

　そうだ、そうに違いない。

　だから俺も、さっさと眠りに落ちて──。

「……灯也、起きてます？」

「ひっ!?」

　耳元で囁ささやかれたとろけそうな声に、俺は思わず声を上げる。

　おそるおそる首を横に向けると──そこには大きな瞳ひとみを潤うるませた、せきゆの姿があった。

「ど、どうした。せきゆ」

「灯也……私、石油くさくないですか？」

「はい？」

「自分の匂においとか分からないんですが、私は油天使なので……ひょっとして、体内の石油の匂いがしたりするんじゃないかって、気になって。それでキャンドルというものも焚いてみたんですけど……」

　あ、それでアロマキャンドルを……。

「灯也……ちょっと私の匂い、嗅かいでみてくれます？」

「ふぁっ!?」

　自分の髪の毛を摘つまんで、おずおずと俺の方に差し出してくるせきゆ。

　え、これ嗅がなきゃダメ？　女の子の髪の毛をクンクンするとか、やばい人じゃない？

　とはいえ──不安そうなせきゆを、そのままにしておくわけにもいかない。

　俺はおそるおそる、せきゆの髪の毛に顔を近づける。

「ど……どうですか？　灯也」

「……いい匂いがする」

　これは噓うそでもなんでもない。

　本当に石油の匂いなんてこれっぽっちもしなくて──どちらかというと、甘い香こう水すいのような香かおりが漂ただよっている。そういえば香料の一部は、石油を原料にしてるって聞いたことがあるような。

「よかったぁ……匂いで灯也に嫌われたりしたら、立ち直れないところでしたっ」

　心底ホッとした顔のせきゆ。

　せきゆは石油だけど、やっぱり女の子なんだな。そんな些さ細さいなことで、気を揉もんだり悩なやんだりするんだ。

　そんなことをしみじみと考えていると──。

「ねぇ……灯也？」

　再び耳元で囁いて。

　せきゆはごそごそと──俺の方へと、身を寄せてきた。

「────!?　何してんの!?」

「えっと……愛を振りまく天使になりたい私としてはですねっ、やっぱり灯也の欲求を満たさなきゃいけないと思うんですよっ!!」

「欲求!?」

「はい。灯也の中に、溜たまっているものを……出してあげたいんですっ」

「溜まってるものを出す!?」

「それですっきりしたら……灯也がもっと、幸せになれるかなって」

「すっきり!?」

　ぐらんぐらんと、頭の中でせきゆの言葉が反はん響きようする。




　──にぃちゃんがいつまでも鈍感だと、向こうから迫ってくるかもしんないよ？




　明莉の言っていた言葉が、ふっと頭をよぎった。

　そうか。つまり──そういうことなんだな。

「では、灯也……いきますよ？」

「はい……お願いします」

　さようなら──俺の、初めて。

　────なでなで。

「……ん？」

　そんな煩ぼん悩のうまみれの考えをかき消すように、せきゆは優やさしく撫なでてくれた。

　俺の頭を。

「何やってんの、せきゆ？」

　思わず疑問を口にすると同時。

　せきゆはギューッと自分の胸に俺を抱だき寄せると、ゆっくりゆっくりと頭を撫で続ける。

「愛を振りまくということで、母性を出してみましたっ。どうですか、灯也？」

「いや、どうって言われてもな……」

　残念なような、これはこれで嬉うれしいような。

　鼻び腔こういっぱいに流れ込むせきゆの甘い匂いに、頭がくらくらする。

「灯也、お疲れさまです。今日までいっぱいいっぱい、頑がん張ばってきたんですよね。お母さんやお父さんに甘えることもできず、お兄さんとして明莉を支えてきて──偉えらいです」

　耳元に聞こえるせきゆの声が、まるで子こ守もり歌うたみたいで。

「だから、私には……好きなだけ、甘えてください。灯也の中に溜まってる気持ちを、全部出してください。私じゃ力不足かもですが……精せい一いつ杯ぱい、あなたを愛してみせますから」
















　なんだか、まぶたが重くなってくる。

　あぁ、このまま眠っちまうのはもったいないな……せきゆの柔やわらかい温ぬくもりを、もっと感じていたいな。

「そうそうっ。『ユデン』には、こんなおまじないの言葉があるんですよ？　これを口にすれば、どんな願い事も叶かなうと言われてます」

　薄らいでいく視界の中に、満面の笑えみを浮うかべたせきゆの姿が映った。

　せきゆはいつも、笑ってるよな。

　その笑顔が──好きだ。

　好きだ。




「アブラカダブラ……灯也が幸せに、なぁれ」




　なんだよ、その聞いたことある呪じゆ文もんは……。

　最後にそんなことを思ってから──俺の意識は、夢の淵ふちへと落ちていった。








４バレル　　油ゆ膜まくの海で抱だき締しめて






　豪ごう邸ていでの一夜を過ごした翌日。

　俺は普ふ通つうに『ペガサス石油』のバイトに来ていた。

「ザーッス！　マタシャーッス!!」

　学校は休学したのにバイトは続けてるってのも、石油王的にはおかしい気もするけど……新しい人員が入ってこないのだから、仕方ない。

　当分の間は『石油王兼けんガソリンスタンドのアルバイト』という肩かた書がきで、生活していくことになるだろう。どんな肩書きだ。

　そんな益やく体たいもないことを考えつつ、汗あせを拭ふいて休きゆう憩けい室に入る。

　──そこには、ドラム缶かんがどかんと鎮座していた。

　そしてそのドラム缶に入ろうとしている、おバカさんの影かげがひとつ。

「だーかーら！　お前は毎度毎度、何やってんだ!!」

　おバカさんの服の裾すそを、乱暴に引っ張る。

「わっわっ!?」

　詩し恵え里りはバランスを必死に整えて、ドラム缶の真横に着地する。

「何するんすか。うちは仕事上がりの汗を流そうと、着衣のまま石油風ぶ呂ろに……」

「汗よりもっとべたべたになるわ！　いい加減お前は、石油過多で死ぬぞ」

「石油を抱いて溺でき死ししたい」

　何こいつ、怖こわい。

　もはや狂きよう気きの沙さ汰たとしか思えない、自じ称しよう『オイラー』の思考回路に寒気を覚えつつ──俺はふと、昨晩の出来事を思い出す。

　せきゆに抱き締められて、頭を撫でてもらいながら、安らかな眠りについた自分。

　なんというか──まるで母にあやされる、子どもみたいだったな。昨日の俺。

　そう思うと急に恥はずかしくなってきた。穴を掘ほったら、入って化石燃料になりたい。

「ん？　どうしたんすか、先せん輩ぱい？　いきなり顔を赤くして」

「な、なんでもねぇよ……それより詩恵里。俺が石油と一緒に寝ねてるって聞いたら、どう思う？」

「なんすか、その質問」

　確かに。話を逸そらそうとして、意味不明なことを口走ってしまった。

　さすがの『オイラー』も、これには閉口せざるをえないか──。

「そんなの、うちだってやってるっすよ！」

「…………はい？」

　斜ななめ上な回答に、俺は思わずぽかんと口を開ける。

「だーかーら。うちだって、石油と一いつ緒しよに寝てるっす。さすがに液体のままじゃ抱き締められないので、ドラム缶いっぱいに詰つめ込んで、抱き枕まくら代わりにしてるっす！」

　何それ、ごつごつしそう。安あん眠みん妨ぼう害がいも甚はなはだしいな。

　もはや言葉もない俺を、上うわ目め遣づかいに覗のぞき込んでくる詩恵里。

「えへへ……うちは嬉しいっすよ。最近の先輩、石油に対して興きよう味み津しん々しんみたいっすからね。どうです？　このままうちと一緒に、『オイラー』やりません？　今ならほらぁ……サービスしますよぉ？」

「いや、やらない」

「そんなこと言わずにぃ。ほらぁ……ね？」

　またまた過か剰じようなボディタッチで迫せまってくる詩恵里。うっとうしい。

　俺はそんな詩恵里を振ふりほどきつつ、盛せい大だいなため息をつく。




　まったく……こいつの石油への異常な愛情は、なんなんだよ。
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　バイトが終わると、あの貧びん乏ぼうアパートではなく、三階建ての新居へと帰宅する俺。

　一夜にして生活が一変しちゃったよな、本当に。

「あ、おかえりなさい灯とう也や！」

　長い廊ろう下かを進んで一階のリビングの扉とびらを開けると、せきゆがいつもどおりのスマイルで迎むかえてくれた。

　その笑顔が──昨日の夜のことを思い起こさせて。

　俺は思わず、さっと視線を逸らしてしまう。

　────ん？

「なんだ、このキャリーバックやらリュックサックやらは？」

「はい！　荷物をまとめるために、使っているところですっ!!」

　荷物をまとめる……だと……？

　ひょっとしてこれは、あれか？　「実家に帰らせてもらいます」的なやつか!?

　なんで？　俺が昨日、何もせずに眠ねむっちまったから、愛あい想そを尽つかされたのか？

「せ、せきゆ！　今晩だ!!　今晩こそは、頑張るから!!」

「はい？　何のことか分かりませんが……頑張ってくださいっ！　応おう援えんしてますっ!!」

「その……初めてだからうまくできないかも、だけど」

「大だい丈じよう夫ぶですっ！　最初はうまくなくっても、段々と成長すればいいんですからっ!!」

「せきゆ……」

「おい。リビングでなんの話してんの、にぃちゃん」

　べしっと、後ろから頭をはたいてくる明あか莉り。

　そんな明莉の肩かたに手を置いて、俺はキッと目を見開く。

「明莉。お前の言ったとおりだったよ……夫婦の営みって、やっぱり大事なんだな」

「……妹になんの話してんの、バカなの？　セクハラなの？」

　ちょっと頰ほおを赤くして、グッと睨にらみつけてくる明莉。

　なんだよ。昨日は自分から振ってきたくせに、人から言われると恥ずかしいのかよ。

「突とつ然ぜんどうしたのよ、直球の下ネタをぶん投げてきて」

「いや、せきゆが実家に帰ろうと荷物をまとめてるから、頑張らなきゃって……」

「実家ぁ？　にぃちゃんは、実にバカだな」

　心の底から見下したような口調で、明莉が言う。

「これは、明日あしたからの旅行に備えた準備！　にぃちゃんこそ、早く荷物まとめてよね」

「旅行？　またマンガ喫きつ茶さにでも行くのか？」

「それはこの間までの話！　家族旅行で奮発するぞ、とか言ってマンガ喫茶に一いつ泊ぱくするのは、貧乏家庭以外じゃ旅行って言わないの!!」

　明莉が唇くちびるを尖とがらせる横で、せきゆがキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせる。

「旅行といえば、楽しい思い出作りっ！　二人を楽しくって幸せな気分にするチャンスですっ!!　私、燃えてきましたっ!!」

「さっすが、せきゆちゃん！　旅行って聞いただけで、テンションが石油価格みたいに上がってるね!!」

　まだ出発もしてないのに、二人がなんかやたらと盛り上がってる。

　で？　一体どこへ行くっていうんだよ？
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「うわー！　海がきれーい!!」

「すごいですっ！　感激ですっ!!」

　辺り一面に広がる海を見て、明莉とせきゆが揃そろって声を上げた。

「確かに、最高の景色だな。アブラダ？」

「アア。アラブデモ、見タコトナイ」

　俺とアブラダも、その隣となりで感かん嘆たんの声を漏もらす。

　というわけで。

　俺・せきゆ・明莉・アブラダは、チャーター便を使って、太陽が燦さん々さんと照りつける島へと向かっていた。

　島である。

　名前はまだない。

　そう──ここは日本海域に浮かんでいるけれど、誰も住んでない場所。

　いわゆる、無人島ってやつだ。

　チャーター便がスピードを落とし、何もない砂すな浜はまで止まる。

　そして、俺たち四人は……ついに無人島への上陸を果たした。

「しかしアブラダ。なんかごめんな、明莉のわがままに付き合わせちゃって。お前、学校あっただろ」

「気ニシナイ。トーヤタチトイル楽シサ、プライスレス」

　アブラダぁ！　やっぱりお前は、俺の最高の親友だよ!!

　石油王みたいな見た目だけど、友情を大事にするその姿──眩まぶしいぜ。

　そうしてアブラダとの友情を育はぐくんでいた、俺のそばで。

「よいしょっ」

　グサッと。

　明莉がなんか、砂浜に突つき立てた。

「何これ、旗？」

「そうだよ。国旗だよ」

　国旗？

　風にはためくその旗に、じっと焦しよう点てんを合わせてみる。

　そこに描えがかれていたのは、神こう々ごうしい後光を放つドラム缶。

　そしてその下には──『水みず並なみ国』と、意味不明な文字列が添そえられている。

「毎度わけが分からないけど、今日はいつにも増して頭おかしいな。明莉」

「おかしくないよ。あたしはいつだって本気！　この島だって、石油マネーを注ぎ込んで購こう入にゆうしたんだから!!」

「購入!?」

　みんなで銀座に行ったときは、し○むらと比ひ較かくして躊ちゆう躇ちよしてたくせに。

　いつからそんな大金、平気でぽんと支し払はらえるようになったんだよ、お前は。

「へっへっへ……あたしは仮にも、石油王の妹だからね。島のひとつやふたつ、買うことに戸と惑まどってちゃダメだと思ってさ」

「まぁ確かに無人島ひとつくらい、今の預金残高からすれば余よ裕ゆうだけど……その旗は一体なんなんだよ」

「来るときに言ったでしょ？　この島はまだ、所有者のいない無人島。つまり、あたしたちが開かい拓たく者しやってわけ。そう、今日からここはあたしらだけのパラダイス！　そして島を完全に開拓し尽くせば、あたしらは島の王!!　そしてこの島は、どの国からも独立した『水並国』として──」

　お前の欲望は留とどまることを知らねぇな。

　石油王の妹の次は、新国の女王まで狙ねらってんのかよ。

「明莉、すっごく熱いですねっ！　明莉の夢のためなら、私も何かお手伝いしますっ!!」

　混合物のない石油みたいに純じゆん粋すいな、せきゆの言葉。

　その横で高笑いが止まらない明莉。

　まったく──旅行に来ても、いつもと変わらないな。こいつら。
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「うっひゃあ！　にぃちゃん見て見て!!　超ちようおいしいよ!?」

　海辺にセットされた、四人がすっぽり入るサイズの巨きよ大だいパラソル。

　その下に置かれた長テーブルには──これでもか、というほど大量の料理が並べられていた。フランス料理、中ちゆう華か料理、エスニック料理などなど。

　明らかに食べきれる量じゃないけれど、明莉が手配したらしい三つ星シェフたちは、どんどんと次の料理を作り続けている。

「にぃちゃん、これ！　これが世界三大珍ちん味みってやつらしいよ!?」

「いや、確かにすごいけどさ……何この、無人島感のない食事は？」

「だって、あたしら石油王一家なんだよ？　これくらいの贅ぜい沢たくするのは当然じゃん。なんなの？　にぃちゃんは海に素す潜もぐりして、獲とったどーってやりたかったの？」

　いや、そういうわけじゃないけど。

　電気とか通ってなさそうなこの島で、どうやって火を使ってんだ……って、よく見たら一いつ斗と缶かんからとぽとぽ石油を出して、たき火してやがる。

「私の石油が役立って嬉うれしいですっ！　どうです灯也、おいしいですかっ？」

　せきゆが嬉しそうに、にこにこと笑う。

　せきゆの石油で作った料理。

　そう考えると、なんだかさらにおいしく思えてくるから、不思議なもんだ。

「さーてと……お腹なかもいっぱいになったところで」

　みんなが満腹になる頃ころ合あいを見計らって、明莉は無む邪じや気きな笑みを浮うかべながら立ち上がった。

「やっぱり海に来たからには、泳がなくっちゃだよね。せきゆちゃん！」

　まだ五月だけど、確かにこの無人島の気候は、夏と言われてもおかしくないくらいには暖かい。

　そんな明莉の誘さそいを受けて、せきゆはもじもじと太ももをこすり合わせる。

「あぅ……私はちょっと、海に入るのは……」

「あれ、せきゆちゃんってば、かなづち？　まぁ海に入るかは置いといてさ、取りあえず水着にだけでも着き替がえようよ！　にぃちゃんだって、かわいいお嫁よめさんの水着姿、見たいはずだよ？」

「適当なことを言うな、お前は」

　いや、そりゃ見たくないわけないけどさ。

「ってわけで。あたしとせきゆちゃんは、あそこの岩場で着替えてくるから。にぃちゃんとアブラダくんは絶対に覗のぞかないこと！」

　そう念を押すと、明莉はせきゆの手を引き、岩場の陰かげへと消えていった。

　照りつける太陽。白い砂浜。真っ青な海に、寄せては返す波。

　そんな海辺を、俺たち四人で独どく占せんしている。

　すごいな、石油王ってのは。

　公務員になるよりもずっと──人生逆転、しちゃったんだな。

　水着になりながら、ぼんやりとそんなことを考えていると。

「おっまたせー。にぃちゃん、アブラダくん」

　振ふり向いたら、いつの間に岩場から出てきたのか……水着に着替えた二人の姿があった。

「あぅ……」

　そこには、一人の天使がいた。

　いいや……ある意味、人を惑まどわす悪あく魔まといっても過言ではないかもしれない。

　細い紐ひものみで支えられた、石油のように黒いビキニ。ビキニの黒さによって、せきゆの白い肌はだがより際きわ立だって見える。小さなリボンのデザインが、せきゆらしくてかわいい。

　注目すべきはその胸むな元もと。掘くつ削さくした穴よりも深い谷間が、深しん淵えんより俺を覗き込んでいる。

　下はスカート状のものを纏まとっているが、これはこれで艶なまめかしい。思わずめくりたくなってしまうような、短くてひらひらとしたデザイン。そこから露あらわになった太ももは、水どころか油ですらも弾はじきそうなほどになめらかで、綺き麗れいだ。

「あの……灯也？　そんなに見られると恥はずかしくって、しまってある羽根がうずいちゃいます……石油が出ちゃいます……」

「ご、ごめん！」

「にぃちゃんってば、えっちなんだから。相手が奥さんとはいえ、そんなに舐なめるように見るとか、変態さんじゃん？」

　からかうように、明莉がニヤニヤしながら言う。

　そんな明莉は花はな柄がらのビキニに、水玉のショートパンツという出いで立ちだった。

　発達途と上じような胸はビキニの中にすっぽりと収まっており、水着のタイプと相まって幼いというかスポーティというか、そんな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　ちょっと勝ち気な瞳をしている明莉には、よく似合っていると思う。

「あれ？　今度はあたしのことを見ちゃってる？　ちょっとにぃちゃん、妹に欲情するのはやーめーてーよー」

「してねぇよ、バカ」

「アカリ。セキユ。二人トモ、ビューティホー」

　水着にターバンという異様な格好のアブラダが、パチパチと拍はく手しゆする。

　せきゆはにっこりと笑い、明莉もまた、照れたようにはにかむ。

　……少し前の俺じゃあ、考えられないような幸せだ。

　海どころかプールに行くことすらままならない生活を送っていたってのに。

　そうして感かん慨がいに耽ふけっていると……せきゆが、ちょんちょんと肩かたをつついてきた。

「ん？　どうした、せきゆ？」

「あ、あのですねっ！　灯也にお願いしたいことがあるんですっ!!」

「なんだよ」

「じゃじゃーんっ！　これですっ!!」

　自分で効果音を鳴らして、せきゆが取り出したるは──日焼け止めオイル。

「ど、どうか私の背中に……オイルを塗ぬってくださいっ！」

「え、でも、せきゆって油あぶら天てん使しだろ？　もうすでにオイルなんじゃあ……」

「オイルの上にオイルを塗ってはいけないという決まりは、ありませんっ！　それに私の身体からだは石油ですっ!!　日焼け止めがなければ、直射日光で火が点つかないとも限りません」

　それって、日焼け止めでどうにかなる問題なの？

　そもそも普ふ段だん、日光で点火してた覚えがないんだけど──せきゆは真しん剣けんそのもの。

　じっと俺を睨にらむように見つめて、頰ほおを朱しゆ色いろに染めている。

「……わ、分かったよ。塗るよ」

「はいっ！　お願いしますっ!!」

　よしっ、と小さくガッツポーズを決めて、せきゆは明莉のそばへと駆かけ寄っていく。

「明莉、やりましたっ！　これで灯也は喜んでくれますかっ!?」

「間ま違ちがいない。女の子の背中にオイルを塗って、喜ばない男はいないね」

　やたらせきゆの押しが強いと思ったら、明莉の差し金か。本当にろくでもないことばっか、せきゆに教えやがって……。

　とはいえ。

　嬉しくないのか、と言われたら噓うそになる。

　一昨日おとといの晩、抱だき締しめられたときに感じた、せきゆの身体の温ぬくもり。

　その温かさに、じかに触ふれられるとなれば……断る道理はない。

「では、灯也！　お願いしますっ!!」

　言うが早いか、レジャーシートにうつぶせになると。

　せきゆは背中のホックを、ゆっくりと外した。

　はらり、と水着がはだけ──せきゆの艶つややかな背中が露になる。

「…………」

　ごくりと生なま唾つばを吞のみ込んで、俺はその場で硬こう直ちよくしてしまう。

「と、灯也？　なんで黙だまってじっと見てるんですかぁ？　そ、そんなに注目されると……恥ずかしいです……あぅ」

　恥じらいの声を上げると同時に、せきゆの背中がぶるぶると震ふるえはじめる。

　やべっ！　恥ずかしさのあまり、しまってある給油ポンプ羽根から石油を漏もらしそうになってやがる。

　このままイカ墨すみみたいに石油をぶっかけられでもしたら、とんでもない。

　俺は慌あわてて、オイルをつけた手を──ぺたりとせきゆの背中に当てる。

「……あ」

　せきゆが声にならない声を漏らして、そのままレジャーシートに顔を埋うずめた。

　ここまで来たら、俺もやめられない、止まらない。

　せきゆの温もりを手のひらに感じながら、俺は油天使の皮ひ膚ふにさらなるオイルを塗りたくっていく。
















　……やっべぇ。心臓が破は裂れつしそうだ。

　冷静に考えたら、せきゆは今、水着をはだけさせてるんだもんな。そのたわわな油の塊かたまりは、何にも覆おおわれてないんだもんな。石油流出問題だ。

　あぁ、なんだかよく分かんなくなってきた。

　頭がくらくらとして、ただせきゆの肌の感かん触しよくだけが脳を満たして──。




「と、灯也くん！」




　麻ま痺ひしそうになっていた脳の回路が、一気に再起動する。

　そりゃそうだ。

　女の子の背中にオイルを塗っていたら、いきなり誰だれかに後ろからくっつかれたんだもの。

　せきゆから手を離はなし、ひとまず背中にへばりついた誰かを引き剝はがす。

　そこにいたのは……。

「み、美み萌もえ!?」

「えへへ……来ちゃったの」

　はにかむように笑うのは、スクール水着姿の青せい龍りゆう院いん美萌だった。

　そう。スクール水着姿の。

「……えっと。美萌、その格好……」

「あ、よかったの。灯也くん、注目してくれてるの！」

　嬉しそうに言って、くるりと一回転して見せる美萌。

「灯也くんはどんな水着が好きかなって考えた結果、あえてのスクール水着にしてみたの。灯也くんは意外と、こういうシンプルなのがいいかなって思って……なの」

「しまった！　その手があったか!!　水並明莉、一生の不覚だわ」

　いや、その手はねーから。そういう趣しゆ味みの人じゃねーから。

　美萌といい明莉といい、俺のことをなんだと思ってやがるんだ。

「というわけで、萌もえも灯也くんと旅行したくって、追い掛かけてきちゃったの。みんなで遊ぼうなの！」

「美萌さん。気持ちは分かるんですけど、今にぃちゃんはせきゆちゃんといい感じのところで……」

「明莉さん。それでは石油運用の話は、なかったことに……」

「へっへっへ。そうっすよね！　みんなで遊ぶの大だい歓かん迎げい!!　青龍院財ざい閥ばつ、最高！　あ、美萌さんもにぃちゃんにオイル塗ってもらったりします？」

　瞬しゆん間かん的に手のひらを返せるその才能は、本当にすごいと思うよ。ゲス妹。

「むぅ！　灯也、中ちゆう途と半はん端ぱですっ!!　もっと塗ってください。私……もっと灯也の温もりを、感じたいです」

「え……あ、ああ」

「ダメなの、オイル塗りは中止なの！　みんなでビーチバレーでもやろうなの!!」

「わ、分かったけど、もうちょっと待っ──」

「今すぐなの！」

　美萌はそう言うと、俺の手を引いて、海に向かって駆け出した。

　どうしたの、お前。いつもはそんな、自己主張強いキャラじゃなかったじゃん？

「あー！　美萌さん、あんまりですっ!!　灯也は私のオイル塗りの途と中ちゆうなのにっ!!」

「せきゆさんは、もう十分に楽しんだの！　今度は萌の番なの!!」

「うぅ……」

　せきゆは口くち惜おしげに歯は嚙がみすると、水着を着用し直した。

　そして、美萌に握にぎられていた俺の手を取ると……そのまま海へと駆け出した。

「あぁ！　せきゆさん、また抜ぬけ駆がけなの！　ずるいの!!」

「ぬ、抜け駆けとかないですっ！　だって灯也は、私の旦だん那なさまなんですからっ!!」

　振り返って叫さけびながら、せきゆは俺と一いつ緒しよに砂すな浜はまを駆けていく。

「おい、せきゆ！　止まれ!!　このままだと海に──」

　しかし、石油は急には止まれない。滑すべりがいいからな。

　というわけで──バシャンッと。

　俺とせきゆは、青く広大な海へと突とつ入にゆうした。




『あぅ……私はちょっと、海に入るのは……』




　……あれ？　そういえばせきゆ、そんなこと言ってたよな？

　地中にある『ユデン』で長年暮らしてきたせきゆだ。海で泳いだ経験がなくても、おかしくない。

　まずい！　早く助けないと……っ!!

「おい、せきゆ！　お前、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　俺は水中から顔を出し、慌ててせきゆの方へと視線を向けた。

「は、はい……私は大丈夫です。私は」

　言葉どおり、確かにせきゆはきちんと海から顔を出しており、大丈夫だった。

　だけど──その周囲は、全然大丈夫じゃなかった。




　せきゆの周りには……そう、油ゆ膜まくが張っている。




「せ、せきゆ!?　お前、それ……」

「あぅ……油天使は、体たい細さい胞ぼうに石油を含ふくんでいるものですから。水に入るとどうしても、水質を汚お染せんしてしまって……あ、でも頑がん張ばってなんとかしますっ！　まだ被ひ害がいは狭せまい範はん囲いなので、私の羽根を逆稼か働どうさせれば、いけますっ!!」

「逆稼働!?」

「はいっ！」

　元気よく答えると同時に、せきゆは背中から給油ポンプ羽根を出現させた。

　そして、ポンプを油膜の部分へと向けると……。

「私の全身全ぜん霊れいの力を込こめて！　いっきますよぉ──逆ポンプタイフーンッ!!」

　ゴポゴポゴポ……と、不ふ穏おんな音を鳴らして。

　給油ポンプ羽根は油膜部分を含む、海の水を体内に吸収しはじめた。

　こんな裏うら技わざも使えんのか、油天使。

　まぁこれで水質汚染が食い止められたのなら、何より……。

「……ん？」

　そのとき、俺は異変に気付いた。

　ポンプがものすごい勢いで水を吸収した結果──なんか俺たちの周りに、渦うずが生じはじめている。しかも、割と規模のでかいやつ。

「せ、せきゆ！　もう大丈夫だ！　だからその逆稼働とやらを止めて──」

「と、止めようとしてるんですがっ！　逆ポンプタイフーンは凄すさまじい威い力りよくなので制せい御ぎよしきれなくって……と、止まらないんですっ!!」

「はぁ!?」




　そうして俺とせきゆは。

　給油ポンプ羽根が巻き起こした巨きよ大だい渦巻の中に、吸い込まれていった……。




　　　　[image: ]




「──や。──灯也っ!!」

「うわっ!?」

　耳元で大声を出されて、俺は慌てて飛び起きる。

　すると──頭へゴチンッ！　と。

　眼前にいた誰かのおでこが、思いっきりぶつかった。

「あぅあ!?」

　目の前にいた少女──せきゆは、痛みに耐たえるようにおでこを押さえ、その場にうずくまる。

「あ……ごめん、せきゆ」

「い、いえ……灯也が目を覚ましてくれて、何よりですっ」

　目を覚ます？

　ああ、そうか──せきゆと渦巻に吸い込まれて、気を失っちまってたのか。

　ようやく状じよう況きようを把は握あくした俺は、立ち上がって周囲を見み渡わたす。

　海岸から見えるのは、遥はるか彼方かなたの水平線。後ろを向けば、生おい茂しげった緑の木々。

　さっきまで天頂で燦さん々さんと輝かがやいていた太陽は、西の空へと沈しずみかけている。

「明莉たちは、どこにいるんだ？」

「分からないんです。私もさっきから探してるんですが、見当たらなくって」

　マジかよ。

　ひょっとして俺たち──遭そう難なんしちゃったのか？







　それから俺とせきゆは、みんなと合流するべく歩きはじめた。

　海岸沿いは岩場に阻はばまれて進めなくなったので、仕方なく森の中を進んでいく。

　しかし、行けども行けども森の終わりは見えず……むしろ鬱うつ蒼そうと生い茂っていくばかり。

　そうこうしているうちに──完全に太陽は、西の空へと姿を消した。

「……これ以上は危険だな」

　足元もおぼつかなくなってきた上に、さっきまで常とこ夏なつ並みに暑かった気温が一気に下がってきた。

　こんな状況の中で、得体の知れない森を歩いていくのはリスクが高すぎる。

「今日はこの辺で野宿をして、明日あしたまた探すことにしよう。せきゆ」

「はい……」

「取りあえず俺は、その辺に落ちてる枝とか葉っぱとか集めてくるから。せきゆはそこに、石油を出しててくれ。出すところは、絶対見ないようにするから」

「……はい」

　せきゆの放出した石油に火を点つけて、そこに枝やら葉っぱやらを混入して、即そく席せきのたき火を作り出す。これで少しは暖を取ることができるだろう。

「──っくしゅん！」

　水着姿のせきゆが、小さくくしゃみをした。

「せきゆ、自在に服を作れるんだろ？　ナイロンやポリエステル地限定で。だったら、温かい格好に着き替がえろよ。風邪かぜ引いちまうぞ」

「と、灯也が水着なのに、私だけぬくぬくするなんてできませんっ！　大丈夫ですっ、気合で乗り越こえてみせますっ!!」

　体育座りをしたまま、グッと拳こぶしを握ってみせるせきゆ。

　いやね。風邪引くのも心配なんだけどさ、そういう座り方してると胸の谷間が強調されちゃうからさ。目のやり場に困ってんだよ。

　だから着替えてほしいんだけど……いったん決心すると、案外せきゆは頑がん固こだからな。

　できるだけせきゆから視線を逸そらしつつ、耐えることにする。

「…………」

「…………」

　そうして黙だまったまま、たき火のそばに腰こし掛かけている俺たち。

　遠くからはなんか、狼おおかみやらライオンやらの遠とお吠ぼえが聞こえてくる。

　よく見たら、地面には毒々しい色のキノコがちらほら生えてるし。

　ここ、絶対に人が住むところじゃねえだろ。何が水並国だよ。さっさと売ばい却きやくして、日本に帰りたい。

「──っくしゅん！」

　再びくしゃみを漏もらすせきゆ。

「……ごめんなさい。灯也」

「気にすんなよ、くしゃみくらい。っていうかやっぱり、寒いんなら着替えた方が……」

「そうじゃなくって！　えっと……私の逆ポンプタイフーンのせいで、こんな事態を招いちゃって。ごめんなさい、です……」

　膝ひざに顔を埋うずめて、消え入りそうな声で謝罪するせきゆ。

　なんだよ。さっきから妙みように元気が枯こ渇かつしてると思ったら、そんなこと気にしてたのかよ。

「せきゆ」

「……あぅ!?」

　座ったまませきゆのそばへ寄ると、俺はぐいっとその肩かたを自分の方に引き寄せた。

　肩と肩が、ぴっとりと触ふれあう。

「お前がわざと油膜を張ったわけじゃないんだし、それを除去しようとしたのも間ま違ちがってない。遭難したのだって、悪い偶ぐう然ぜんが重なっただけだ。だから……そんなこと、気にすんな。お前が元気ない方が、よっぽど心配だよ」

「灯也……」

　ギュッと俺の腕うでを握にぎって、せきゆは俺の胸に顔を埋めてきた。

　せきゆの髪かみの毛から甘い香かおりが漂ただよってくる。

「優やさしすぎます、灯也は。いつだって私の心を温めてくれて……これじゃあどっちが天使だか、分からないです」

「バカ言え。俺だってお前に、心を温められてるよ。石油ファンヒーターみたいに」

「……好きです」

　消え入りそうな声なのに、やけに鮮せん明めいに。

　その言葉は、俺の脳内に響ひびき渡わたった。

「好きです、灯也。出会ったときよりも、今の方が……ずっとずっと。毎日あなたが愛いとしくなる。天使だとか人間だとか、そんなのはとっくに超こえていて……ただただ、あなたが好きなんです」

「お、おう……」

　ド直球なせきゆの告白が気き恥はずかしくて、俺は思わず鼻を搔かく。

　だけど──そんな甘い言葉を呟つぶやいたっていうのに。

　なぜだかせきゆの肩は、震ふるえていた。

「……灯也。灯也は私なんかが奥さんで、本当に困ってませんか？」

　その震えは、どうやら寒さのせいなんかじゃないらしい。

「私は普ふ通つうの天使みたいになりたくて、プラスチックの掟おきてを破って人間界にやって来ました。そのせいでアブラディーテ様に『廃はい油ゆ』にされかけたところを……灯也はかばってくれた。夫ふう婦ふになるという方法で」

「ああ。それで？」

「そんな優しい灯也のことを──私は、毎日好きになっていきます。だけど灯也にとって、私ってどうなんだろうって……。だってほら、私って石油の塊かたまりだしっ！　すぐに燃えちゃうしっ!!　なんかもやもやってしたら、不完全燃焼は起こしちゃうしっ!!　自分で言ってて落ち込んじゃうくらい……迷めい惑わくばっかり掛かけてます」

　確かにせきゆは、石油の塊だな。

　それにすぐ燃えるし、不完全燃焼も起こしてるな。

「こんな迷惑な奥さん……ひょっとしたらいない方が、いいんじゃないかって──」

「怒おこるぞ、せきゆ」

　ポンと、せきゆの頭に手を置いて。

　俺はまっすぐに──せきゆの大きな瞳ひとみを見つめる。

「石油の塊で、すぐに燃えて、不完全燃焼起こして……それで？　なんでそんなことで嫌きらいにならなきゃいけないんだよ。そんなの全部、お前の体質じゃねぇか。お前の本質とは、なんの関係もないことだ」

「でも、私ってドジですし」

「ドジなところもかわいい」

「空回りしますし」

「空回ってるところもかわいい」

「……意外と、べたべたしたがりますよ？」

「俺はあっさりめより、ちょっと脂あぶらっこいくらいの方が、好みだ」

「あぅ……」

　真っ赤になったせきゆの頭を、ゆっくりと撫なでながら。

　俺は少しずつ、顔を近づけていく。

「好きでもない奴やつと夫婦になれるほど、俺は器用じゃないし……好きでもない相手に笑い掛けられるほど、愛あい想そよくねぇよ。そういうことだ」

「そういうことって……どういうことですか？」

「これ以上言わせんな……恥はずかしい」

　ザーッと──風に吹ふかれた木々が、一いつ斉せいに揺ゆれる。

　月明かりがぼんやりと、俺たち二人を照らし出す。

　そんな、幻げん想そう的な雰ふん囲い気きに包まれて。




　俺はせきゆの唇くちびるに、ゆっくりと自分の唇を近づけ────。
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「灯也くーん！　せきゆさーん!!」

「────!?」

　俺とせきゆは反射的に距きよ離りを取り、背中を向けあった。

　そこへ、轟ごう音おんを響かせながら。

　ジャングル探検とかに使われてるような、アーミー柄がらのジープが──木々の隙すき間まを縫ぬって走り込んでくる。

「灯也くん！　見つけたの!!」

　ジープからひらりと飛び降りたのは、私服姿の美萌。

「トーヤ。セキユ。心配シタ」

「よかったよ、見つかって」

　ジープの後部座席には、アブラダと明莉の姿もある。

　ひょっとして、俺たちを探しにきてくれたのか？

「灯也くん、ごめんなの。萌がせきゆさんと張りあったりしたから、こんなことに……」

「別にお前のせいじゃねぇよ。不幸な事故が重なっただけの話だ」

「だけど、申し訳ないの。これ、お詫わびの一万円……」

　ぺこりと頭を下げると、美萌は俺に向かって諭ゆ吉きち先生を突つき出してきた。

　そんな美萌のおでこに……俺は軽くデコピンを繰くり出す。

「は、はぅぅ!?　一万円じゃ足りなかったの？　じゃあ、さらに追加で……」

「ちげーよ。金で解決しようっていうその姿勢に、怒ってんだよ」

　俺は嘆たん息そくしつつ、万札を握り締しめた美萌の手を押し返した。

「お前が言ったんだろ。俺はお前を『歩くお金』じゃなくって、『青龍院美萌』として見てるんだって。そう思ってくれてるんなら、お前も俺を『お金でしか繫つながれない人』なんかじゃなくって──『水並灯也』として見てくれよ」

「灯也くん……」

　万札を胸に押し当てて、美萌が瞳を潤うるませる。

「まぁ、染しみついたお金を出す癖くせが、簡単に直らないのも分かるけどさ。少しずつでいいから、そうなってくれたら……友達として、俺は嬉うれしいぜ」

「ありがとうなの。萌も頑がん張ばるの。灯也くんとも、他の人とも──いつかお金を使わなくても、仲良くなれるように！」

　頰ほおを赤く染めて、にっこり笑って。




　美萌はポーチから、ごそごそと五千円札を取り出した。




「……何これ？」

「いきなり無料は難しいから、減額してみたの。こうして少しずつ縮減していけば、いつかはきっと……なの」

　そんな緊きん縮しゆく財政みたいなこと、しなくちゃダメなのかよ。

　完全に病気だな。早く完治することを祈いのってるぞ。

「……ぎゅっ」

「痛っ!?」

　ギュッという音をわざわざ口にしてから、せきゆが俺の腕をつねってきた。

　前にもあったな、こんなパターン。

「ひどいです……すっごくいい雰囲気で、ドキドキしてたのに。美萌さんが来たら、美萌さんとばっかり話してっ！　私だって、もっと灯也といっぱいお喋しやべりしたいですっ!!　べたべたしたいですっ！」

「せきゆさんはもう十分、灯也くんと一いつ緒しよにいたの！　今度は萌の番なの!!」

「順番とかありませんっ！　灯也は私だけの、旦だん那なさまですっ!!」

　突とつ然ぜん口論を開始したかと思うと、せきゆと美萌は、俺の両りよう腕うでをそれぞれ摑つかんだ。

　そして左右に──ぐいーっと引っ張りはじめる。

「ぎゃあああああ!?　痛い痛いっ!!　何してんだよ、お前ら!?」

「灯也は私だけのものなんですっ！」

「萌だって、絶対に譲ゆずらないの！」

「二人、落チ着ク。トーヤ、死ンデシマウ」

「二人とも、ケンカはやめて！　にぃちゃんは、一人しかいないんだよ!!」

　ジープに乗ったまま、アブラダと明莉が声を上げる。

　さすがアブラダ！　さすがは我が妹！

　この理り不ふ尽じんな状じよう況きようで、俺のことを助けようと──。

「ケンカなんかせずに、みんなで一緒に暮らそうよ？　そうすりゃ石油マネーも財ざい閥ばつの権利も、みーんな手に入る。そうすれば、あたしらは億万長者！　いや……兆億長者、的な？　やったぜにぃちゃん、あたしらの明日あしたは黄金色だよ!!」

　ごめん前言撤てつ回かい。

　この愚ぐ妹まいは、自分のことしか考えちゃいねぇ。







　────と、そんなこんなで。

　俺たちの無人島旅行……というか、明莉の『水並国』建国計画は。

　割とぐだぐだな感じで、幕を下ろしたのだった。








５バレル　　石油王にも買えないもの






「せんぱーい？　なんかすっげぇ日焼けしてますけど……どっか出で掛かけたんすか？」

　今日も今日とて『ペガサス石油』。

　ちょうどバイト上がりの時間がかぶった詩し恵え里りから、そんなことを聞かれる。

「あぁ……ちょっと旅行に、な」

　旅行という名目の無人島開かい拓たくツアーだったような気もするが、面めん倒どうくさいのでそこはスルー。どのみち明あか莉りのもくろみは、失敗に終わったわけだし。

「へぇ。先せん輩ぱいんちの旅行って、いつもマンガ喫きつ茶さって言ってたじゃないっすか。珍めずらしいっすね、日焼けとか。どこ行ったんすか、日サロ？」

「なんだよ、そのギャル的発想……あれだ。まぁ、南の島的な」

「南の島！」

　詩恵里が心底驚おどろいたように、声を上げる。

「貧びん乏ぼうな先輩にしては珍しいっすね。しかもその肌はだの焼け具合……まるで石油みたいに黒々してて、グレートっす！」

　いや、石油ほど黒くねぇよ。

　そんなに焼けてたら、日焼けっていうか消し炭レベルだろ。

　相変わらず石油のことしか考えてない『オイラー』の発想に辟へき易えきしていると……詩恵里がぺとりと、俺の腕うでに抱だきついてきた。

「あーあ。いいなぁ。うちも先輩と旅行、行きたかったっすよぉ」

「なんでお前と旅行に行くんだよ」

「そりゃあ、うちが……先輩の、かわいい後輩だから？」

　言いながら、俺の首に腕を回してくる詩恵里。

　だから、距離が近いんだってお前は！

「いいから離はなれろ、詩恵里」

「いーやーっすー。うちもどっか連れてってくれるまで、離しませんー」

「お前をどっかに連れて行く理由がないっつってんだろ！」

「かわいい後輩が、こんな積極的に迫せまってるのにぃ？　先輩ってばひどい男っすねぇ」

「そんなこと言って、俺にたかりたいだけだろうが。お前は」

「えへへ……その代わり、サービスするっすよ？」

　たかってることについては否定しないんだな。

　ったく、しょうがねぇな。

　貧乏時代の俺だったら全力で拒きよ否ひしてるところだが、今の俺は石油王。一人でまた銀座に行って買い物してきたくらい、財さい布ふの紐ひもは緩ゆるくなりつつある。

　こんなギャルまっしぐらな奴だけど、なんだかんだで誰だれよりも仕事はきちんとこなしてるしな。多少おごってやるくらいなら、まぁいいか。

　よーし。たまには先輩らしいところ……見せてやるぜ！
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「……うちは旅行をおごってほしいって、言ったんすけどぉ」

　椅い子すに腰こし掛けたまま、ジト目で睨にらんでくる詩恵里。

　対面の席で水を飲みながら、俺は眉まゆをひそめる。

「バカ言うな。ファミレスをおごるだけでも、ありがたく思え」

「いや、それ自体は嬉しいんすけど……二人っきりでいちゃいちゃラブラブ☆　なことがあってもいいんじゃないっすかぁ？」

　んなことできるか。こちとら新しん婚こんなんだぞ。

　あんなかわいくて優やさしい、石油妻がいるってのに……後輩サービスに乗じて不ふ貞ていを働くほど、俺は愚おろかじゃない。

　とはいえ、いつも頑張って働いてる後輩を無下にするのも悪いから、こうしてファミレスで手を打ったんじゃねぇか。

「あんまり文句言うんなら帰るぞ、ったく」

「あー、待ってください！　文句はないっす!!　ファミレス最高！　先輩の太っ腹!!」

　俺が席を立とうとすると、慌あわてたように引き留めてくる詩恵里。

「実際、文句はないんすよ？　これはこれで、二人っきりデート☆　には変わりないわけっすし」

「デートぉ？　ただ後輩に飯おごってるだけだぞ。そんな色っぽいもんじゃねぇ」

「……先輩って、そういうとこ冷れい淡たんっすよね。こっちが盛り上がってるってのに、その態度。こりゃ、先輩の彼女になる人は苦労しますよ」

　彼女……なぁ。一足飛びに、妻ならいるけど。

　なんか俺、せきゆに苦労掛けてんのかな。知らず知らずのうちに。

　詩恵里の言葉を真ま面じ目めに受け止めて、物思いに耽ふけっていると──。




　────ガンッ！




　頭頂部に、何か固い物体がぶつかった。

「ぐあ!?」

　その凄すさまじい衝しよう撃げきに、俺は思わず椅子から転げ落ちる。

「せ、先輩!?　大だい丈じよう夫ぶっすか!?」

　動どう揺ようしたように声を上げる詩恵里。

　その足先に落ちているもの。俺の頭頂部を襲おそった凶きよう器き。

　それは──一いつ斗と缶かんだった。

　…………一斗缶？

「……浮うわ気きは、いやです」

　座り込んだまま首をかしげていると、背後から聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　うわぁ。嫌いやな予感しかしねぇ。

「浮気は……いやですぅ!!」

　ガンッ！　ガンッ！　ガンッ!!

　一斗缶の嵐あらしが降ってきて、俺の頭を連続でぶん殴なぐっていく。

「いってぇ!?　これ中身入ってんだろ!?」

「涙なみだの数だけ、灯油も入っているのでっ！」

　振ふり返った先にいたのは、涙を蓄たくわえた一人の天使。

　いや、灯油だか涙だか分からないものを滲にじませた──油あぶら天てん使しだった。

「油天使はストレスが溜たまると……怒いかりの代わりに一斗缶をぶつけるんですっ！」

「すげぇ物理的なストレス発散だな!?」

「これくらいで……私の怒りが解消できてるとでも、思ってるんですかぁ!!」

　涙目のまま、さらなる一斗缶攻こう撃げきを繰くり出してくるマイワイフ──せきゆ。

　俺は慌ててそれを避よけながら、なんかカンカンになってるせきゆに話し掛ける。

「せきゆ、落ち着けって！　なんでそんなに怒おこってんだよ!?」

「自覚がないんですかっ!?　なお悪いです、灯とう也やのバカぁ!!」

「せきゆさん、待つの」

　完全に沸ふつ点てんに達しているせきゆを止めたのは、ちんまりとした一人の少女。

「美み萌もえ？」

　雪色のセミロングヘアをふわふわさせながら、美萌はにっこり笑った。

　そして腰こし元もとのポーチに手を入れると……。

「えい！」

「痛っ!?」

　これまた固い物が、俺の額に投げつけられた。

　何これ……小こ銭ぜに？

「せきゆさんだけでも大変なのに、これ以上ライバルが増えるなんて困るの！　萌もえも断固たる抗こう議ぎをするの!!」

「いてっ!?　なんの話だよ!?　っていうか小銭を投げるな、地味に痛いだろ!!」

「萌はストレスが溜まると……怒りの代わりに小銭をぶつけるの！」

「銭ぜに形がた平へい次じか、お前は！　金を無む駄だ遣づかいするとバチが当たるぞ!?」

「ほれ」

　バチンッ！

　今度はノーモーションで、思いっきり頰ほおをはたかれた。

「ぐあぁぁ……何すんだよ、明莉！」

「何してんだはそっちでしょ。なんなの、にぃちゃんはバカなの？　せきゆちゃんと美萌さんを怒らせて、何がしたいの？　破産したら、どう責任取ってくれんの？」

「そもそもお前ら、なんでこんなとこに集まってんだよ!?」

「美萌さんが『この間食べたデラックスパフェがおいしかったから、ご馳ち走そうするの』って言うからさ。おごりならぜひ、ってことで」

　うちにも腐くさるほど金はあるのに、おごってもらうのかよ。

　なんだかんだで貧乏根こん性じようが抜ぬけてねぇな、お前は。

「三人トモ、暴力、ヨクナイ」

　ピリピリした空気を発している三人を、アブラダが制する。

「トーヤニモ、キット理由、アル。トーヤ、ワイフヲ裏切ルコト、スル奴やつジャナイ」

「アブラダぁ！」

　さすがは俺の親友！　俺のことをきちんと分かってくれてるぜ!!

「た、確かにっ！　灯也が浮気なんてするわけ……ないですもんねっ！」

「はぅぅ……最初から疑ってかかっちゃったの。ごめんねなの」

　アブラダの言葉で冷静さを取り戻もどした二人は、一斗缶と小銭をそれぞれ、テーブルの上に置いた。明莉は……まだ釈しやく然ぜんとしない顔をしているが。

　俺は大きく息を吐はき出して、誤解を解くべく詩恵里を紹しよう介かいすることにした。

「えっとだな。こいつは俺の、バイト先の後輩で──」




　ピピ───────ッ!!




　そのときだった。

　凄まじい音量の笛の音が、ファミレスに響ひびき渡わたったのは。

「は？」

　なんでファミレスで笛？

　思わず首をかしげる俺。明莉・美萌・アブラダも同様のリアクションだ。

「あぅぅぅ……頭が、頭がぁ!!」

　ただ──一人。

　せきゆだけは、頭を抱かかえながら地面に膝ひざをついて、悶もん絶ぜつしはじめた。

「え、何？　どうしたんだよ、せきゆ!?」

「わ、分かんないですっ！　さっきの笛の音を聴きいたら、急に頭が……」

「『チュートーの笛』に反応するってことは──おたく、やっぱり油天使なんすね。一斗缶なんて投げるから、怪あやしいと思ったんすよ」

　────は？

　今、『油天使』って言ったか？

　俺はおそるおそる、背後を振り返る。

　そこで笛を口に咥くわえて立っているのは、渋しぶ谷やに山ほどいそうな格好をした白ギャル。

　俺のバイト先の後こう輩はい──山やま掛かけ詩恵里だった。

「詩恵里。お前、今……油天使って」

「んーと、そこの彼女が『ユデン』から『界面』を越こえて来た油天使で。その彼女の関係者が先輩たちってことで……いいんすかね？」

　え、なんで？

　なんでお前が、そんなことまで知ってんの？
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　それから約三十分後。

　騒さわぎすぎたおかげで、ファミレスから出禁を喰くらってしまった俺たちは、水みず並なみ家のリビングに集結していた。

　ゆったりとソファに腰掛けて、黙だまり込んでいるのは───俺・せきゆ・明莉・美萌・アブラダの五人。

「お待たせしましたっす」

　そんな緊きん迫ぱくした空気の中、ガチャリと。

　奥の部屋の扉とびらを開けて、着き替がえを済ませた詩恵里が登場した。

　いつものギャル風ファッションからフォームチェンジした詩恵里が纏まとっているのは──石油のように真っ黒な色をした、婦警服。律りち儀ぎに帽ぼう子しまでかぶっている。

　と言っても、道みち端ばたで取り締しまりをしている婦警さんとはちょっと違ちがう。

　タイトスカートは太ももの半分くらいの長さしかないし、胸むな元もとは谷間が見えるほどにぱっくりと開いている。交通整理でもしようものなら、車が衝しよう突とつ事故を起こしかねないほどのセクシーなデザインだ。

「…………何その格好？」

「ふっふっふ。どうっすか、似合います？」

「いや。似合うとか似合わないとかじゃなくって、なんでコスプレしてんの？」

「コスプレじゃないっすよ！　仕事着っす、仕事着!!」

　仕事着？

　そんなギャル風メイクの高校一年生が、セクシー婦警の格好をする仕事なんて……絶対やばいやつじゃん。

「詩恵里。『オイラー』でギャルだけど、根は真面目でいい奴だと信じてたのに……そんな非合法な仕事してたのかよ。なんていうか、俺……これからお前を、どんな目で見ていいのか分かんねぇよ……っ!!」

「どんな目で見てんすか、違いますよ！　うちの仕事は、先輩の思ってるようないやらしいやつじゃないっす!!」

　じゃあ、なんだっていうんだよ？

　訝いぶかしむ俺にピシッと敬礼のポーズを取ると、コスプレ娘むすめは胸を張って言った。




「うちこそは、石油ポリス！　『ユデンと人間界の界面』を護まもる者!!」




「……はい？」

「ふぁんふぁん」

　いや、サイレン音をセリフで表現するの、やめようよ。

「ねぇ、にぃちゃん。にぃちゃんの後輩は、ちょっと頭の弱い子なの？　電波ちゃんなの？」

「いや、変な奴だとは思ってたが、これほどだったとは正直……」

「ちょっとちょっと。本人を目の前にして、ディスんのやめてくださいよ。っていうか、電波でも頭が弱いわけでもなく、うちは真実を口にしてるんすよ？」

　そう言って詩恵里は、ポケットから先ほどの笛を取り出す。




　ピピ───────ッ!!




「ちょっ!?　うっせぇよ、詩恵里！　その変な笛吹ふくのやめろ!!」

「変な笛とは失敬な。これは『チュートーの笛』。一見ただの笛みたいっすけど、油天使にだけ感知できる特とく殊しゆな音波を発することができるんす。ほら……見てください」

「あぅ……あぅぅ……っ!!」

　詩恵里が指差した先では、さっきと同様に頭を抱えて、椅い子すから転げ落ちているせきゆの姿があった。

「せきゆ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「はぁ、はぁ……だ、大丈夫ですっ！」

「これに反応するってことは、おたくは油天使ってことっす。おたく、指名手配中の油天使……せきゆさんで合ってますか？」

「……はい。確かに私は、油天使のせきゆです」

「ちょっと待て。指名手配ってどういうことだよ？　っていうか、石油ポリスってなんなんだよ!?」

「石油ポリスは、人間界で唯ゆい一いつ『ユデン』の存在を知っている組織っす。そして油天使が『界面』を越えた際には……速すみやかに指名手配を行い、見つけ次し第だい『ユデン』に送り返すのが仕事です」

『チュートーの笛』とかいう変なジャッジアイテムをしまうと、詩恵里は滔とう々とうと語りはじめた。

「『ユデン』と人間界は本来、決して交わってはいけない存在なんです。水と油が互たがいを弾はじきあい、絶対に混ざりあうことがないように。『ユデン』と人間界も、相あい容いれることはないっす」

「そんなの、聞いてな──」

　そこまで口にしかけたところで、俺はふと、ひとつのドラム缶かんを思い出した。

　そう──石油の女め神がみアブラディーテ。

　せきゆがやって来た日に『ユデン』から出現し、『廃はい油ゆ』だの『マーガリン』だの騒ぎ散らして、最終的に納なつ得とくして帰っていった適当な女神様。

　あいつは確かに、人間と油天使のことを「水と油のようなもの」と述べていた。

　そして、そんな二つの存在が決して関かかわってはいけないという掟おきてとやらも──確かに語っていた。

「『プラスチックの掟』っす」

　聞き覚えのある、へにゃへにゃに曲がりそうな掟の名前。

「アブラディーテから聞かなかったっすか？　その掟によって、人間と油天使は交流を断たたなければいけないと決められてるんす。なのに……掟を破って、せっきーは人間界に来てしまった。異物混入事件っす」

「せっきー？」

「せきゆさんのことっす。どうっす？　かわいいあだ名でしょ？」

　いや、今絶対かわいいあだ名とか付けるタイミングじゃないでしょ。

「どうして油天使と人間は、決して交わってはいけないの？」

　美萌がおずおずと手を挙げる。

「簡単っすよ。水と油な二つの存在が混ざりあうことによって起こる、『ある事象』を回かい避ひするためっす」

「アル事象、トハ？」

　アブラダの質問を受けて、詩恵里はぐるりと全員の顔を見み渡わたした。

　そして重々しい口調で……告げる。




「──『最後の審判オイルシヨツク』っすよ」
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「オイルショック？」

　って。世界史で習ったな。

「原油価格高こう騰とうに伴ともなって発生した、世界的な経済混乱……だっけか。それが油天使と、なんの関係があるんだよ？」

「そのオイルショックじゃないっす。自分が言ってるのは、『最後の審判』と書いて『オイルショック』って読む、あれです」

　あれです、って。どれだよ。知らねぇよ、そんな『最後の審判オイルシヨツク』。

「あれ……ひょっとして、マジで知らない感じっすか？　せっきーから聞いてない？」

　全員の視線が、一いつ斉せいに当事者であるせきゆへと注がれる。

「あ、あはは……」

　引きつった笑いを浮うかべながら、せきゆは口元にそっと手を当てる。

　そして、頰ほおを僅わずかに紅潮させて。

「……なんですか、それ？」

「お前も知らねぇのかよ！」

　相変わらずとぼけた我が妻に、脱だつ力りよくする俺。

「はぁ……なるほどねぇ。だから先輩たちも、せっきーを受け入れてたんすね」

　詩恵里が呆あきれたようにため息をつく。

「まぁ、アブラディーテをはじめ、『ユデン』の皆みなさんは適当っすもんね。プラスチックの掟がどうして定められてるのかも、『最後の審判オイルシヨツク』がなんなのかも、まるで把は握あくしてないんでしょう。だからこそ、うちら石油ポリスが結成されたわけですし」

「あぅ……耳が痛いです」

　バツが悪そうに、耳に手を当てるせきゆ。

　そりゃ、掟を作った当人であるアブラディーテが、掟の理由も把握してないような世界だからな。一いつ介かいの油天使が知らないのも無理ないっていうか、よくそんなんで成り立ってるよな、油天国『ユデン』。

「せきゆちゃんが気に病やむ必要はないって。あの適当女神が悪いんだし」

　ポンとせきゆの肩かたに手を置いて、明莉がさらっと言う。

　そして──睨にらむように詩恵里を見て。

「んで？　『最後の審判オイルシヨツク』だっけ？　それが起こると、一体どうなるってのよ。我が家の家計に関わることなの？　お金なら返さないわよ」

「や。別に返金は求めないっすけど」

「あっ、そう。なら、あたしから言うことは何もないわ！　あたしはこれからも、石油王の妹であり続ける!!」

　意い地じ汚きたない。さすが明莉、意地汚い。

「返金はいらないっすけど……石油王の妹で居続けるってのは、難しいかもっすね。だってせっきーには、『ユデン』に帰ってもらわなきゃならないんで」

「はぁ!?　ダメよ、ダメダメ！　せきゆちゃんは、にぃちゃんの奥さんなんだよ？　帰るとか意味分かんない！　あたし、絶対に認めないから!!」

「ですけど、プラスチックの掟なんで……」

「そんなの知るか！　燃えないゴミにでも出しちゃえ、そんな掟!!」

「明莉……」

　せきゆが嬉うれしそうな顔で、明莉のことを見つめている。

　いや。感動してるとこ悪いけど、こいつは多分お金の心配でもしてるんだと思うよ。

　とはいえ……意見自体は、俺も明莉と同じだけどな。

「俺も納得できねぇな。せきゆは俺の天使だ。妻だ。掟だかなんだか知らないけど、そんなわけ分かんねぇ理由で帰らせるとか、まっぴらだな」

　まっすぐに詩恵里を見み据すえて、俺はきっぱりと言い放つ。

「灯也……っ！」

　せきゆが感極きわまったように、俺にギュッと抱だきついてくる。

　せきゆの優やさしい温ぬくもり。

　この温度がなくなる未来なんて、考えられない。

　へにゃへにゃな名前をした掟なんかで、俺たちの間を引き裂さかれて……たまるもんか。

「……『最後の審判オイルシヨツク』。それは、油天使が長期にわたって人間界に滞たい在ざいすることで発生する、危機的な事象っす」

　俺の瞳ひとみをまっすぐに見返しながら、詩恵里が言葉を紡つむぐ。

「ひとたび『最後の審判オイルシヨツク』が起これば、水と油の均きん衡こうは崩くずれ去る。そして人間界にある全ての水は……石油へと姿を変えてしまうんです」

「全テノ水ガ……石油ニ？」

「そ、そんな！　そんなことが起こったら、萌たち人間は……!!」

「ええ。死し滅めつするっす」

　さらりと。

　詩恵里は衝しよう撃げきの事実を口にした。

「人間は水がないと生きていけない。人体の約六十％は、水分でできてるくらいっすからね。だけど『最後の審判オイルシヨツク』が訪おとずれれば、海水や飲み水はもちろん、体内に含ふくまれる水分すらも石油へと変へん貌ぼうする……それはつまり、人間が人間でなくなることを意味するっす」

　……なんだよ、それ。

　アブラディーテの奴やつ、そんなこと一言も言ってなかったじゃねぇか。マジで役に立たねぇな、あいつ。

「理解できました？　先せん輩ぱい」

「……俺とせきゆがこのまま一いつ緒しよにいれば、人間界が石油に支配されちまうって……そういうことなのかよ」

「ええ。ですので、石油ポリスのうちが、責任を持ってせっきーを『ユデン』まで送り届けるっす」

「冗じよう談だんじゃないわよ」

　今まさに俺が言おうとした言葉を、明莉が代弁した。

　その瞳にはいつもの￥マークではなく、純じゆん粋すいな──怒いかりの炎ほのおが宿っていた。

「お金のことはこの際、いったん置いとくわ。それを抜ぬきにしても──到とう底てい、納得できる話じゃないわね。せきゆちゃんを連れて帰るだぁ？　冗談は、そのミニスカポリスみたいな格好だけにしてよね」

「納得とか、そういう問題じゃないっしょ。そりゃあ数週間とはいえ一いつ緒しよに過ごした仲だから……辛つらい気持ちはお察しするっすけど。人類の命運が掛かかってるんすよ？」

「それは分かるけど……でも、せきゆちゃんは！　普ふ通つうの天使みたいになりたくって、人間界に来たんだよ!?　いつだって一いつ生しよう懸けん命めいに、頑がん張ばってるんだよ!?　そんなせきゆちゃんを、『ユデン』に──土に還かえすなんて！　あたしは、あたしは……っ!!」

「明莉……ありがとうっ！」

　今にも泣き出しそうな明莉を……せきゆが、後ろから抱きすくめた。

「せきゆちゃん……」

「明莉は、やっぱり灯也の妹ですね。とっても優しい。私のことをそんな風に思ってくれて……嬉しいです」

　穏おだやかな口調で、明莉の頭を撫なでると。

　せきゆは明莉から身を離はなし──ミニスカポリスな詩恵里の前に、一歩踏ふみ出した。

「せっきー。プラスチックの掟と『最後の審判オイルシヨツク』については、さっきお伝えしたとおりっす。アブラディーテがきちんと教えてなかった以上、せっきーも被ひ害がい者しや。お気持ちはお察しするっす」

「はい……ありがとうございます」

「その上でお尋たずねするっす……おたくは、どうしたいっすか？　せっきー」

　詩恵里は事務的にそう告げて、おもむろにせきゆへと近づいていく。

　そして、その艶つややかな髪かみを摘つまんで。

　はむっと、首筋を甘あま嚙がみして。

「あ、あぅ……？」

　そのまま躊ちゆう躇ちよなく、そのたわわな胸むな元もとをまさぐりつつ。

　ゆっくりとせきゆの唇くちびるに、自分の唇を……。

「って、待て待て！　何やってんだお前は!?」

　シリアスな顔のまま何をするかと思えば、ただのセクハラじゃねぇか！

　俺は慌あわてて、せきゆから詩恵里を引き剝はがして、床ゆかにぶん投げた。

「あいたっ！　もぉ、先輩ったら相変わらず、うちへの対応が雑っすね！」

「お前が唐とう突とつに百合ゆり行こう為いに及およんだからだろーが！　この緊きん迫ぱくした場面で、何してんだ!?」

「いや、うちは石油ポリスっすけど、実際に油天使と会ったのは初めてなんすよ。生きて動いている石油！　最高じゃないっすか!!　そりゃあもう、愛めでて愛でて愛で回したいと思うっしょ？　『オイラー』の血が騒さわぐっす！」

「公私混同してんじゃねぇよ、この石油フェチギャルが！」

「そうだよ！　そういうことしていいのは、夫であるにぃちゃんだけなんだからね!!　ね、せきゆちゃん？」

「あぅ……は、恥はずかしいですけど……灯也だったら、私も受け入れて……」

「はぅぅ！　ダメなの、不純異性交遊なの!!　それなら萌が、せきゆさんの代わりを務めるの!!」

「な、なんでですかっ!?　私がダメで、美萌さんがＯＫな意味が分かりませんっ!!」




「────シャラップ!!」




　石油色の重たい会話から一変、ピンク色の空気に包まれた俺たちを。
















　この集団の良心──ごく普通のアラブ出身高校生・アブラダが、一気に引き戻もどした。

「フザケテル、場合、違ちがウ。今ハ、人類ノコトト……セキユノコト、考エルトキ」

　片言で正論を述べるアブラダに、リビングは一気に静まり返る。

「……こほん」

　わざとらしく咳せき払ばらいをして。

　詩恵里がせきゆに、再び尋ねた。

「改めて……せっきーは、どうしたいっすか？　納なつ得とくしてくれるなら、石油ポリスが責任を持って『ユデン』に送り返します。納得できないっていうのなら、そのときは……」

「お手を煩わずらわせて、ごめんなさい。詩恵里さん」

　そんな詩恵里に、せきゆはぺこりと頭を下げて。

「ですけど、どうか──一晩だけ。一晩だけでいいので……時間を、ください」
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　──分かりました。それでは一晩だけ、待つっす。

　詩恵里が納得してくれたので、取りあえず今日のところはいったん解散となった。

　とはいえ、結論を先延ばししただけで──『最後の審判オイルシヨツク』が近づいているという、重油ならぬ重大な事実は変わらない。

「さて、どうしたもんかな……」

　もうすぐ日付も変わろうかという時刻。

　ひんやりとした空気が流れるベランダに、一人で立って──俺は物思いに耽ふけっていた。




　──こんにちはっ！　私はせきゆ。油天使の、せきゆですっ!!




　土の中から出てきたかと思うと、そんな意味不明な挨あい拶さつをした彼女。

　油天国からやって来た、俺の──掘ほり出し嫁よめ。

　普通の天使みたいになりたいと願い、空回りとドジを繰くり返しながらも……俺に愛と幸せを振ふりまいてくれた、大切な人。

　せきゆ。

　…………せきゆ。

「眠ねむれないんですか、灯也？」

　聞き慣れた甘い声が聞こえたかと思うと。

　ふわりと、俺の身体からだを──柔やわらかくて温かい感かん触しよくが、包み込んだ。

「せきゆ。お前こそ、寝ねたんじゃなかったのか？」

「うーん。なんだか寝付けなくって……ちょっと夜風にあたりにきましたっ！」

　いつもどおりな、はつらつとした口調でそう言うと。

　俺を横から抱きすくめたまま、せきゆはすっと天頂を指差した。

「見てください、灯也っ！　月が綺き麗れいですねっ!!」

「ああ……俺も、そう思ってたところだ」

　まるで石油貯蔵タンクみたいに、真ん丸なお月様。

　その淡あわく優しい月光を浴びながら……俺たちはしばし、互たがいの体温だけを感じあう。

　──どれくらいの間、そうしていただろうか。

「灯也……」

　せきゆがギュッと、俺の身体に回した手に力を込こめたかと思うと。

　コツンと──俺の肩かたへ頭を預けてきた。

「私……やっぱり、天使にはなれないんですね。愛を振りまくどころか、死を振りまくだなんて……これじゃあまるで、死神です」

「んなことあるか。怒おこるぞ」

　俺はポンッと、せきゆの頭に手を置く。

「お前が来てから、俺や明莉たちが、どんなに毎日を楽しんでるか。どんなに幸せを感じてるか……間ま違ちがいなく、お前は天使だよ。その辺の天使じゃ太刀たち打ちできないくらいに、立派な……天使だよ」

「……そう言ってもらえると、嬉うれしいです。私の方こそ、とっても幸せでしたっ」

　──でした。って。

　なんで過去形なんだよ。やめてくれよ。

　楽しいんだよ。幸せなんだよ。

　お前がそばにいてくれることが、こんなに嬉しいんだよ。

　だから。だから────。

「行かないでくれ。せきゆ」

　唇をギュッと嚙み締しめて……俺は絞しぼり出すように、呟つぶやいた。

「お前は俺の、たった一人の嫁なんだ」

「そうですね……そうなん、ですけどね……」

　せきゆがすっと、俺の手を取る。

　そしてゆっくりと、俺の身体から身を離し。

　月の輝かがやく空を背景にして、俺と──まっすぐに向かいあった。

「大好きです、灯也っ」

　せきゆが、くしゃっと笑う。

「大好き、でしたっ。灯也……」

　せきゆが笑ったまま、ギュッと目を瞑つぶる。

　────流れ落ちる、一筋の雫しずく。

「だけど……私は、言わなきゃいけないんです。あなたに……さよならの言葉を」

「いやだ。聞きたくない」

「……駄だ々だっ子こみたいなこと、言わないでくださいよ」

「俺は自分の心を殺して、なんでも吞のみ込めるほどには、大人じゃない」

　手を伸のばす。

　摑つかもうとする。

　だけど、せきゆはその手を……するりと抜ぬけて。

「明莉が好きです。アブラダさんや美萌さんも、好きです。灯也のことは……もっとずっと、大好きですっ」

　目元を拭ぬぐうと、せきゆはもう一度……笑った。

「だから。みんなが石油になって、いなくなるなんて……そんなの、いやなんです」

　──いっそ最初から、みんな石油だったらよかったのに。

　そうすれば、粘ねん性せいのある液体同士でドロドロに混ざりあって、決して──離れることはなかったのに。

　だけど、俺はどうしようもなく人間で。

　油天使であるせきゆと、溶とけあうことは……。

「行かないでくれ。せきゆ」

　それでも、惨みじめかもしれないけど。

　俺はすがるように、その言葉を繰り返した。

　せきゆは困ったように笑って──俺の手を、そっと握にぎった。

「……ごめんなさい。灯也をバツイチにしちゃって。でも、どうか……人生にひとつ染しみついた油あぶら汚よごれだと思って、忘れてください」

「油汚れは、簡単には取れねぇよ」

「大だい丈じよう夫ぶですっ！　灯也は素す敵てきな人だから……きっと今度は、油っぽくない女の子と出会えます。そして、その人との新しい思い出で──綺麗さっぱり、私の油分は洗い流してくださいっ。ジョ○みたいに！」

　ふざけんなよ。

　お前の残した油が多すぎて……台所用洗せん剤ざい程度じゃ、取れやしねぇんだよ。

　手て遅おくれなレベルで染み込んじまってんだよ……お前の存在が。

「灯也と一いつ緒しよにいれて、私は幸せでしたっ！　毎日が新しいことの発見で、日に日に灯也のことを好きになっていって……楽しくって、楽しくって」

　俺の手を取ったまま、せきゆが言う。

「だけど、やっぱり……私は、『ユデン』に帰ります。それが、プラスチックの掟おきてだから……っ！　人間界を救う……たったひとつの方法だから……っ!!」

　せきゆの笑え顔がおが、歪ゆがむ。

　ぽろぽろと零こぼれ落ちていく、灯油だか涙なみだだか分からない──透とう明めいな液体。

　せきゆは、悲ひ壮そうな決意を固めている。

　だけど、俺は。

　このかわいくて優しい石油の、ただ一人の夫だから。




　何があっても、そんな未来──絶対に認めない。
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　朝焼けに染まった、千葉の町並み。

　Ｔシャツとジーンズに着き替がえた俺は、それを二階のベランダからじっと眺ながめていた。

　────ピンポーン。

　インターホンが鳴る。

　俺は重い足取りで階段を降り、玄げん関かんの扉とびらを開けた。

「どもっす。先せん輩ぱい」

　そこには、真っ黒な石油ポリスの衣い装しようを纏まとった詩恵里が、敬礼をして立っていた。

　その後ろには、心配で学校を休んでくれたらしい──アブラダと美萌の姿もある。

　せきゆと明莉はソファに腰こし掛かけて、来訪者たちを黙だまって見つめていた。

「ふぁんふぁん」

　相変わらずサイレン音を、セルフに表現する詩恵里。

「一晩経たって……決心は固まったっすか？　せっきー」

「はいっ！」

　昨晩の出来事が噓うそのように。

　せきゆは満面の笑みで、いつもみたいに無む邪じや気きな声を上げた。

「私は、『ユデン』に帰りますっ！　普ふ通つうの油天使に、戻もどりますっ!!」

「せっきー」

　詩恵里がここぞとばかりに、せきゆに抱だきつく。

「……ごめんなさいっす。人間界と『ユデン』の均きん衡こうを護まもるためとはいえ……せっきーには、辛つらい選せん択たくをさせてるっす」

「詩恵里さんが謝ることじゃないですよっ。だって、それが人間界を護るための──掟なんですから」

「せっきー!!」

　詩恵里が抱きついたまま、せきゆに頰ほおずりする。

　そして首筋を舐なめながら、ゆっくりとその胸むな元もとに顔を──。

「待たんかい」

　べしっと、隣となりにいた明莉が、詩恵里の頭をはたく。

「なんなの？　緊きん迫ぱくの場面で、バカなの？」

「だって、本物の油天使っすよ？　抱き締めて匂においを嗅かいで、石油の味がするか確かめたいじゃないっすか！　アイラブオイル!!」

「あぅ……匂いとか味とか、恥はずかしいですよぅ……」

　せきゆがもじもじと、太ももをすり合わせる。

　そんなひとつひとつの所作も、やっぱりかわいい。

　恥ずかしそうに俯うつむいてる顔も、完かん璧ぺきにかわいい。

「……せきゆさん」

「美萌さん。わざわざ来てくださって、ありがとうございますっ！　灯也のことを……どうか、よろしくお願いします」

「……頼たのまれなくても、分かってるの」

　美萌はギュッと唇くちびるを嚙かみ締めて、せきゆから顔をそむけた。

「セキユ……」

「アブラダさんも、これまでありがとうでしたっ！　一緒にゲームをやったりお買い物に行ったり、とっても楽しかったですっ!!　灯也や明莉と、これからも家族みたいに仲良くしてあげてくださいねっ！」

「……オフコース」

　せきゆとアブラダが、固い握あく手しゆを交かわす。

　そして次にせきゆは──明莉の方へと、向き直った。

「明莉」

「やだ」

「毎日、明莉には退たい屈くつさせられなかったです。これからは灯也のことを──」

「やだ」

　首をブンブンと振ふったかと思うと、明莉はギロッと俺を睨にらみつけて、思いきりよくソファを殴なぐりつけた。

「何してんのよ……にぃちゃん。あんたの嫁よめが！　実家に帰るって言ってんだよ!?　それを止める甲か斐い性しようもなくて、どうすんのよ!!　なんなの、にぃちゃんのせきゆちゃんへの愛情は、その程度だったの!?　ださいんだよ、このバカ兄貴!!」

　…………。

　うるせぇな。このバカ妹が。

　分かってんだよ──そんなことくらい。

「詩恵里」

「ちょっ……先輩!?」

　俺はカーペットの上で土下座をして、詩恵里に懇こん願がんする。

　恥はじも外聞もかなぐり捨てて。不格好にも。

「どうかせきゆを、連れて帰らないでくれ……他に何かできることがあるなら、なんでもするから！」

「……そんな方法、あるなら最初から言ってるっすよ」

「じゃあ、もう少し時間をくれ！　俺が絶対に、何か方法を見つけ出してみせるから!!」

「無理っす。もう時間がないんすから。明日あしたの昼には、せっきーを『ユデン』に送り返します」

「ほんの僅わずかでもいい！　だから、だから……っ!!」

「──灯也っ」

　顔を上げると、そこでは一人の天使が微笑ほほえんでいた。

　昨日の悲壮な表情が噓みたいな──穏おだやかな顔で。

「最後までありがとうございます。そんなところも……大好きでしたよ、灯也」

　そしてせきゆは、詩恵里に向かって両手を差し出す。

　詩恵里がおもむろに、その手を取る。

「……午前九時五十分。油天使、確保」

「せきゆ！」

「せきゆちゃん!!」

　俺と明莉が同時に叫さけぶ。

　そんな俺たちの眼前で──詩恵里が、何か発はつ煙えん筒とうのようなものを放ほうり投げた。

　もくもくと立ちのぼる煙けむり。

　それによって俺たちは、完全に二人の姿を見失う。

「……ばいばいです。灯也。明莉……皆みなさん」




　──そうそうっ。『ユデン』には、こんなおまじないの言葉があるんですよ？

　───これを口にすれば、どんな願い事も叶かなうと言われてます。




「アブラカダブラ……みんなが幸せに、なぁれ」




　せきゆが、優やさしい声で呟つぶやいた。




「アブラカダブラ……灯也はもっともっと、幸せに……なぁれ」




　せきゆが、声を詰つまらせながら、それでも優しく呟いた。




　せきゆはいつも、笑ってた。

　その笑顔が、好きだった。

　どんな大金をはたこうと手に入れられない──プライスレスなその全すべてが。

　何よりも、誰だれよりも、愛いとおしかった。







　バタンと。

　玄関の扉が閉まる音がする。

　ようやく煙が消えた先には、誰の姿もなかった。

　…………そう。




　もうこの家に──せきゆはいない。








６バレル　　石油王は、石油に恋こいをしない






「……おい、水みず並なみが学校に来てるぞ？」

「借金のカタに海外へ売り飛ばされたって噂うわさだったけど……」

「臓器売買で手を打ったって話も聞いたよ？」

　久しぶりに学校に来たらこのざまだよ。

　遠巻きに俺を見て、ひそひそ話をするクラスメートに辟へき易えきしつつ──俺は自分の席に座り、数日ぶりに教科書を開く。

　明あか莉りが出した休学届は、取り下げてもらった。

　せきゆがいなくなった以上、今後の収入は見込めないからな。

　まだ預貯金があるとはいえ、いずれは資産も底を尽つく。

　石油王は、石油があってこそ石油王なんだ。石油のない石油王なんて、カレールーのないカレーみたいなものでしかない。

　だから俺は勉強をする。公務員になるために。

　やっぱりこのご時世、安定性こそが神だよ。

「グッモーニン。トーヤ」

　アブラダに声を掛かけられたが、俺は生返事を返すことしかできなかった。

　チャイムが鳴って、担任教師が教室に入ってくる。

　斜ななめ後ろにひとつだけ空席がある。今日は美み萌もえの奴やつ、欠席なんだな。

　そんなことをぼんやり考えつつ、俺はふっと窓の外に目をやった。

　──せきゆはあれから、どうしてるだろう？

　今日にも『ユデン』に送り返すと詩し恵え里りは言ってたが……元気かな、せきゆ。

　今ならまだ、間に合うんじゃないか──なんてな。

　別れ話を切り出されたくせに、何を考えてんだ。俺は。

　あぁ。あの大だい豪ごう邸ていを維い持じするのは、石油なしじゃあ難しいだろうな。しばらくしたら引ひっ越こしのことも考えなくっちゃ。

　遅おくれてしまった勉強も、急いで追いつかないと。まぁ家に帰っても暇ひまだろうし、すぐに取り戻もどせるとは思うけどさ。

　考えることが多くて頭が痛いが──まぁ仕方ないよな。

　ここ最近が、幸せすぎただけなんだから。

　油あぶら天てん使しがもたらしてくれた、両手じゃ抱かかえきれないほどの、石油と愛は。

　もう二度と──戻りはしないんだから。
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「トーヤ」

　そうして物思いに耽ふけっていた俺を、アブラダの声が現実に引き戻した。

　俺の席のそばに立ち、挨あい拶さつを交かわしたときから微び動どうだにしていないアブラダ。

「アブラダ？　何やってんだよ、チャイム鳴ったぞ？」

「そうだぞ、ホルトデル。早く席につけ」

　俺と担任教師が声を揃そろえて言うが、アブラダはそれを無視して……キュッと、頭のターバンを巻き直した。

　そして睨むように、着席している俺を見下ろしてくる。

「本当ニ、イイノカ？　トーヤ」

　なんのことだ……なんて。

　あえて聞くまでもないか。

「いいも悪いも、どうしようもねぇだろ。せきゆが選んだことなんだから」

「ソレハ、セキユノ事情。ワタシガ聞イテルノ、トーヤノ気持チ」

　俺の……気持ち。

「……そりゃあ、一いつ緒しよにいて楽しかったよ。石油王になれたのも、ありがたかったよ。だけどさ……せきゆと俺は、元々住む世界が違ちがったんだ。だから──」

「ファッキン!!」

　頰ほおに熱い痛み。

　首が折れそうなほどの衝しよう撃げき。

　それらを感じながら俺は──空中で数回転して、クラスメートの机の上を転がっていき、教きよう卓たくへと激げき突とつした。

　突然のアラブ人の凶きよう行こうに、クラス中は水を打ったように静まり返る。

　先生は「よ、用事を思い出した！」と言って、教室を飛び出していきやがった。教育放ほう棄きも甚はなはだしいな、おい。

「住ム世界、違ウ？　ソンナ理由デ、諦メル？」

　机を搔かき分けながら、アブラダは教卓に背中を預けた俺の方へ向かってくる。

　そして──アブラダは拳こぶしを振ふり下ろし、教卓を粉々に叩たたき割ると。

「ソンナノハ……言イ訳」

　きっぱりと、言い放った。

「言い訳……だぁ？」

　その言葉を聞いた途と端たん、全身の血が沸ふつ騰とうするような感覚を覚えた。

　怒いかりのままに襟えり元もとを摑つかむと、俺はそのアラブの巨きよ漢かんを怒ど鳴なりつける。

「お前に何が分かるんだよ!?　俺が喜んで別れたとでも思ってんのかよ!?　一緒にいたかったよ……さよならなんざ、したくなかったよ!!　でも仕方ねぇだろうが！　俺とあいつは、水と油。混じりあうことなんてできない──別々な世界の住人なんだからよぉ!!」

「日本トアラブモ、違ウ世界」

　襟首を摑まれたまま、アブラダが言う。

「同ジ人間ダケド、言葉モ文化モ、マルデ違ッテ……ミンナ、近ヅイテ来ナイ、寂さびシカッタ。ダケド、トーヤ、ワタシニ話シ掛ケテクレタ。アラブ、受ケ入レテクレタ」

「それとこれとは、違う話じゃ──」

「一緒ダ。アラブモ『ユデン』モ、同ジ。住ム世界、違ウ。アラブハ、受ケ入レタ。『ユデン』ハ、諦メル？　ソンナノ、絶対オカシイヨ」

　アラブと『ユデン』を一緒にすんなよ。

　アラブ人は人間だけど、油天使は石油だろ。全然、別問題じゃねぇか。

　だけど──俺は、確かに。

　どうしようもない現状を受け入れようとして、あいつが油天使だってことを言い訳にしているだけ……なのかもしれない。

　そうして逡しゆん巡じゆんしていると。

「……あーあ。それにしても、お金が欲ほしい」

　ガラッと、教室の扉とびらを開けて。

　ご自じ慢まんのツインテールを揺ゆらしながら──明莉が入ってきた。

「明莉？　お前……学校は？」

「どうしてせきゆちゃんがいなくなったら、あたしが学校へ行くと思ったの？」

　いや、行けよ。

　私服姿で無意味に胸を張る妹に、俺は頭痛を覚える。

「ありがとね、アブラダくん。あたしのわがままで、こんなことさせちゃって」

「ノープロブレム。アカリニ、言ワレナクテモ、同ジコトシテタ」

　なるほどな。

　突然のアブラダの暴力も、唐とう突とつなこの登場も──全部お前の計画通りってわけか。

　本当に、小こ賢ざかしいことをさせたらピカイチだな。お前は。

「なんのつもりだよ、このバカ妹」

「これくらいしなきゃ、目が覚めないでしょ。バカにぃちゃん」

「……お前も、俺に言いたいことがあるってわけか？」

「無きにしもアラブ」

　小こ粋いきなジョークを飛ばしたかと思うと、明莉はひょこっと俺の前にしゃがみ込んだ。

　そして──つり目がちな瞳ひとみで、俺を見つめて。

「あたしってさ、強ごう欲よくなんだ」

「知ってる。意い地じ汚きたないレベルだよな」

「そ。だから、欲しいものは全部手に入んなきゃ気が済まないんだ。我が慢まんするとか、マジ勘かん弁べん！　そういうのは、ドＭの人がすることじゃん？」

「極論だろ、それは……まぁお前が我慢してるところ、見たことないけど」

　そんな、呆あきれ果てるような理り屈くつを語ってから。

　明莉はにっこりと、勝ち気な笑えみを浮うかべた。

「だから、あたしは取り戻したい……『石油王の妹』って立場を。昨日までの、楽しかった毎日を」

「公務員の妹じゃ、ダメか？」

「公務員とか、笑っちゃうね。石油王と公務員が合コンに来たら、普ふ通つうは迷わず石油王を選ぶっしょ」

　合コンに来る石油王ってのも、なんかうさんくさいけど。

「つまり、あたしは全部欲しいんだよ。お金も、地位も、名声も……大好きな、せきゆちゃんも」

　──大好きな、せきゆちゃん。

　その言葉に、俺の心はぐらりと揺れる。

「にぃちゃんは違うの？　お金や地位や名声はいいよ。それはあたしがもらっとくから。だけど──せきゆちゃんのことは、どうなのさ？」

「……それは……」

「あーもぉ！　うじうじしちゃって、ムカつくなぁ!!　アブラダくん！」

「ファッキン!!」

　アブラダが俺から身を離はなし、黒板を思いっきり殴なぐりつける。

　ピシピシッと音が鳴り、黒板全体に亀き裂れつが走った。

　──さっき俺を吹ふっ飛とばしたときは、あれでもセーブしてたんだな。そんな勢いでやられたら、さすがに死んでたわ。

「ま。最後に決めるのは、にぃちゃんだよ。だってこれは、にぃちゃんとせきゆちゃんの、夫ふう婦ふの問題だもん」

「夫婦ゲンカハ、ドッグモ食ワナイ」

　明莉とアブラダが顔を見合わせて、苦く笑しようする。

　……ったく。ふざけやがって。

　こんな大おお騒さわぎを起こしといて、なんで笑ってんだよお前らは。

　本当に。まったく。




　────ありがとな。二人とも。




「……行くぞ。付き合ってくれ。明莉、アブラダ」

　言うが早いか、俺は教室を飛び出していた。

「合がつ点てん承知だよ、にぃちゃん！」

「モチロン、オーケーダ」

　明莉とアブラダも、ためらうことなくその後に続いてくれる。
















　そうして、俺たち三人は──廊ろう下かを駆かけていく。

　大切なものを、取り戻すために。
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「にぃちゃん」

「なんだよ、明莉？」

「なんか、いい顔してんじゃん。さっきまでの死んだような顔より、よっぽどいいよ！」

「……かもな！」

　階段を駆け下りていく。

　靴くつを履はき替かえて、グラウンドへと踏ふみ出す。

　そうしているうちに、なんだか自分に表情が戻もどってくるのを感じる。

　──二人に叱しかられて、ようやく決心がついたよ。

　何がプラスチックの掟おきてだ。

　そんな化石燃料みたいな古くさい掟で、せきゆと引き離されて……たまるもんか！

　一緒にいたい。

　せきゆと、一緒にいたいんだ。

　そのためなら俺は……世界の不純物になったって、かまわない。

　正門を飛び出す。

　するとそこには、見覚えのある黒くろ塗ぬりのリムジンが停車していた。

「せきゆさんの後を、追うの？」

　助手席の扉が開くと──雪色のふわふわセミロングヘアの少女が、姿を現した。

「美萌……」

　欠席していたはずの美萌が、制服姿でこちらに近づいてくる。

　そして、ちっちゃい身体からだを精せい一いつ杯ぱいに伸のばし、俺を上うわ目め遣づかいに見上げてきた。

「昨日、言われたはずなの。灯とう也やくんとせきゆさんが一緒にいるってことは、許されざることなんだって。『最後の審判オイルシヨツク』を引き起こして、人類が死し滅めつしてしまうんだって」

「ああ、知ってる」

「だったら、灯也くんがせきゆさんを追う理由なんてないはずなの。諦あきらめるしか……ないはずなの」

「美萌さん！　気持ちは分かるけど、邪じや魔ましないで!!　にぃちゃんにはせきゆちゃんが必要なんだよ！」

「トーヤノ、邪魔ハ、ヤメル」

「邪魔なんて、してないの」

　美萌は唇くちびるを嚙かむと、垂れ目気味な瞳を潤うるませる。

「萌もえはただ……灯也くんの気持ちを、聞きたいだけなの」

　俺の気持ち、か。

　そんなもん、とっくに決まってるぜ。

　俺は美萌の頭にポンと手を置き、穏おだやかに告げる。

「たとえ世界が許さなくっても……諦められないくらい、俺にとってせきゆは大切なんだ。簡単にいかないことくらい分かってる。だけど──俺は往おう生じよう際ぎわが悪いんでな。最後の最後まで、あがき続ける。あがき抜ぬいてみせる」

「それは、せきゆさんが……石油だからなの？」

　せきゆが石油。

　そうだな。確かに、油天使は石油の塊かたまりだ。

　だからちょっと興奮すると、ピュッと石油を出しちゃうし。

　風ふ呂ろに入ったら、油田を精製しちゃうんだよな。

　そのおかげで、俺たちは石油王になれた。あの絶望的な貧びん乏ぼう暮ぐらしを脱だつ出しゆつできた。

　だけど……そうじゃない。

　俺がせきゆを、諦められないのは……そんな理由なんかじゃないんだ。

「せきゆは、確かに石油だけど。石油だからせきゆを追うんじゃない。俺は人間だ。ただの石油を、俺は好きになったりしない」

　石油王は、石油に恋こいをしない。

　だって石油は、ただのエネルギー資源に過すぎないから。

　資源は資源。

　恋をするなら、そう……自分を熱くさせてくれる相手がいい。




「俺が恋をしてるのは、石油じゃなくって──せきゆなんだ」




　──今日から私、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります!!　燃えてきましたっ!!

　──私じゃ力不足かもですが……精一杯、あなたを愛してみせますから。

　──アブラカダブラ……灯也はもっともっと、幸せに……なぁれ。




　まぶたを閉じれば蘇よみがえる、せきゆの万まん華げ鏡きようみたいにころころ変わる表情。

　そして最初からずっと変わらない、その純じゆん粋すいで優やさしい心。

　ただの石油に表情はないし、心を通わせることもできない。

　だからあいつは、石油だけど石油じゃないんだ。

　せきゆっていう──一人の女の子なんだ。

「……灯也くんの本気、伝わったの」

　誰だれにともなく呟つぶやいて、美萌は地面に視線を落とした。

　そしておもむろに踵きびすを返し、リムジンの方へと歩き出す。

「今日のところは、せきゆさんに負けてあげるの。敵に塩を送るっていうのも、まぁ悪くはないの」

　よく分かんないことを口にして。

　美萌はリムジンの後部座席の扉とびらを、バタンと開いた。

「三人とも、乗ってなの。せきゆさんの後を追うの」

「手伝ってくれるのか？　美萌」

「こんな一いつ生しよう懸けん命めいな灯也くん、放ほうっておけないの。それに……」

　ちょっとだけ、頰ほおを赤らめて。

「……ライバルだけど。萌だって、せきゆさんのこと……嫌きらいじゃないの」

「ありがとう。ありがとな……美萌」

「はぅぅ!?　頭を上げてなの灯也くん！　萌はただ、やりたくてやってるだけなの!!」

「さっすが美萌さん！　器うつわがでかいっす!!」

「ベリーサンキュー。セイリュウイン」

「ふ、二人も、そんなお礼とかいらないの！　そんなことより、早く乗ってなの!!」

　ゆでだこみたいに真っ赤になった顔を隠かくしつつ、美萌は助手席に乗り込む。

　そして、俺たちを後部座席に促うながして。

「さぁ、追い掛かけるの……もうそんなに、時間はないの」
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　リムジンがものすごいスピードで、路上を駆けていく。

　囚とらわれの身となった、せきゆのもとへと向かって。

『あー。もしもしっす。先せん輩ぱい？』

「詩恵里か」

　リムジンに乗ったまま、俺は詩恵里にスマホで電話をかけた。

　未み曾ぞ有うの石油危機のさなかだっていうのに、詩恵里はいつもどおり軽い調子で受け答えする。

「詩恵里。せきゆは無事か？」

『無事て。別に人ひと質じちに取ってるわけじゃないんすよ？　ちゃんと三食ご飯はあげてますし、温かい部屋も用意してるっす。ねぇ、せっきー？』

『はいっ！　こんなに良くしていただいて、申し訳ないくらいですっ!!』

　電話口の向こうから、テンションの高いせきゆの声が聞こえてきた。

　普ふ段だんと変わらない元気さに、ほんの少しだけホッとする。

「詩恵里。今、せきゆはどこにいるんだ？」

『それはっすねぇ……教えてあげないよ、じゃん！　っす』

「怒おこるぞ」

『怒られても、教えられないっすよ。だって先輩、絶対せっきーを連れ戻そうとか、考えてるじゃないっすか。そんなリスクは負えないっすよ』

　さすがに、そこは口を割らないか。石油ポリスめ。

『灯也……私のことは忘れてくださいって、言いましたよね？』

　詩恵里の後ろから、再びせきゆが声を上げる。

『もうすぐ私は、元いた世界へ送り届けられます。それでおしまい。人間界は救われます。それでいいんです……離り婚こんした妻のことなんて、綺き麗れいさっぱり忘れてくださいっ！』

「離婚に同意した覚えなんてねぇよ」

　俺は努めて落ち着いた口調で、はっきりと告げる。

「俺は絶対に、お前を取り返す。お前とまた、一いつ緒しよに暮らすために」

『……灯也の、ばか』

「バカで結構だ」

『……ばか』

　ピッと音がしたかと思うと、唐とう突とつに通話が終しゆう了りようする。

　急いでかけ直すが、詩恵里が電源を切ったらしく繫つながらない。

　正せい攻こう法ほうで取り戻すってのは、やっぱり無理らしいな。

「青せい龍りゆう院いん財ざい閥ばつが、今の通話を逆探知したの。せきゆさんはどうも、海沿いのどこかにいるみたいなの」

　事もなげに言ってのける美萌。

　逆探知とか、もはやなんの会社なんだか分かんねぇな青龍院財閥。

「調べてくれたのはありがたいが、海沿いって結構広いだろ。特定できるのか？」

「ちょうど今、衛星から情報をもらってるの。せきゆさんの予想地点付近に、無認可のタンカーが停てい泊はくしているみたいなの」

　無認可のタンカーって、なんだその密航船みたいなの。

　確かにそいつは、あからさまに怪あやしいな。

「海に出てしまうと、ヘリコプターを手配したりするのに時間が掛かるの。だから──停泊しているうちに、せきゆさんを取り戻すのがベストなの」

　美萌が運転手さんに指示を出すと、リムジンはさらにスピードを上げる。

　目指すは無認可タンカー。

　どうか、そこにいてくれよ……せきゆ。
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　海沿いで急停車するリムジン。

　窓から外を覗のぞき込むと、そこには石油色をした巨きよ大だいタンカーの姿があった。

　壁へき面めんにはご丁てい寧ねいにも『ユデン行き』と、ペンキで書かれている。

　間ま違ちがいない……あの中に、せきゆはいる。

　俺たちはリムジンを降りると、急いでタンカーの方へと向かっていく。

　その、瞬しゆん間かん。

「な──っ!?」

　タンカーの正面に──何か黒い『穴』のようなものが、ぽっかりと開いた。

　宙に浮うかび上がった、謎なぞの漆しつ黒こく空間。

　どういう原理かはよく分からないが、異次元空間のようなものだろうか。

　そしておそらく、その行く先は──油天国『ユデン』。

「にぃちゃん、急がないと！　ほら、見て!!」

　鈍にぶいモーター音を響ひびかせて……タンカーが少しずつ、動きはじめている。

　まずい、出港する気だ!!

「灯也くん、早くあれに乗るの！」

「ここで逃のがしたら、もうせきゆちゃんと会えなくなっちゃうよ!?」

「分かってるよ！　くそっ!!」

　タンカーに追いつこうと全力で、俺はアスファルトを蹴けりつける。

　だけど陸地から離はなれたタンカーには、手を伸のばしても届くわけがない。

　ここで終わり……？　そんなの、認められるはずねぇだろ！

　せきゆ……っ！

「トーヤ！」

　そのときだった。

　超ちよう高校生級の巨漢が、俺の身体からだを後ろからガシッと抱だきすくめたのは。

「アブラダ!?」

　何してんだよ。

　俺は今、お前とＢＬ展開をしてる暇ひまはねぇんだよ。

「トーヤ。チョット、痛イカモ。デモ、我が慢まんスル。スグニ、済ム」

　いやいやいやいや、待って待って！

　俺は綺麗な身体のまま、せきゆのことを迎むかえに行きたいんだよ!?

　だから背中を取った状態でそんな不ふ穏おんなことを言うのはやめて──って、なんで鼻息が荒あらいのアブラダぁぁぁぁぁぁ!?

「行クゾ」

　……とかなんとか考えていると。

　アブラダはひょいと俺の身体を持ち上げて。

　大きく、俺を振ふりかぶった。

「アブラダ!?　お前、一体何を……」

「ウ──オオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　獣けもののごとき雄お叫たけびが轟とどろく。

　そして荒ぶるアラブ人こと、アブラダ＝ホルトデルは──俺のことを思いきりよく放り投げた！

「ちょっ──アブラダああああああああ!?」

　甲こう子し園えん球児も舌を巻くほどの速度で、中空を舞まう俺。

　そして海の上を飛んでいき──そのままタンカーの上にずべしゃっと、不時着した。

「ってぇ……ったく、無茶しやがって」

　鼻の頭をさすりつつ、ぼやく。

　強ごう引いん極きわまりない方法だったけど──確かにタンカーへ潜もぐり込むことはできた。

　立ち上がり、俺は遠く離れた陸地へと顔を向ける。




「トーヤ！　ファイトダヨ!!」




　サムズアップしながら、アブラダが石油王じみた笑えみを浮かべている。

　ありがとな、アブラダ。

　やっぱり持つべきものは、アラブの友達だな！
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『いい、にぃちゃん？　絶対せきゆちゃんを取り返してきてよ。あたし、また貧びん乏ぼう暮ぐらしに逆ぎやく戻もどりなんていやだからね。カムバック、石油王！』

　電話口の向こうで、いつもどおり悪ぶっているのは我が愚ぐ妹まい。

　俺はその相変わらずなセリフに、苦く笑しようする。

「そんなに金が欲ほしいなら、石油だけ持って帰るか？」

『バカ言わないでよ。ただの石油より、かわいくて優やさしいせきゆちゃんの方が、よっぽど価値があるんだから。世の中はただの液体燃料より、美少女に需じゆ要ようがあるのよ？』

「素す直なおに、『あたしもせきゆちゃんが好きだから、帰ってきてほしい』って言えよ」

『んなっ!?　そ、そんなこと思ってないわよ!!　あたしは損得でしか物事を判断しないの！　せきゆちゃんをお姉ちゃんみたいに思ってるとか、そんなの絶対ないから!!　にぃちゃんのバカ！』

　ったく、素直じゃねぇな。明莉の奴やつも。

『灯也くん』

　明莉に代わって電話に出たのは、美萌だった。

『萌は正直、複雑な気持ちなの。人類が滅ほろびるかもしれないのに、本当にせきゆさんを連れ戻もどしていいのか……分からないの』

「普ふ通つうの人間の感覚として、それで間違ってないと思うぞ」

『だけど、萌は……もう一回せきゆさんに会いたい。それできちんと戦って、正々堂々と灯也くんを──』

「俺を？」

『は、はぅぅ……!!　な、なんでもないのっ！　とにかく、せきゆさんを頼たのんだの。帰ってきたら、お帰りの五千円を用意しておくの!!』

　いや、それはいらない。

　前より減額したとはいえ、事あるごとにお金を払はらう病気は簡単には治んねぇな。美萌。

『トーヤ』

　最後に電話に出たのは、アラビアンフレンドのアブラダ。

「お前のバカ力のおかげで、ここまで来れたぜ。サンキューな、アブラダ」

『ワタシ、トーヤガイルカラ、毎日楽シイ』

　アブラダが、たどたどしい日本語で、その思いを吐と露ろする。

『トーヤ、セキユ来テカラ、前ヨリ楽シソウダッタ。ワタシ、ソレヲ見ル、嬉シカッタ。ダカラ……セキユト、帰ッテ来イ。待ッテル』

「……ああ。必ずまた、みんなで笑いあおうな」

『グッドラック。ジャパニーズ・サムライ』

　電話が切れる。

　俺は握にぎり締しめたスマホをポケットにしまい、タンカー内を駆かけていく。

　石油タンカーには、いくつもの石油タンクが設置されている。

　それをひとつひとつ、せきゆがいないか確かく認にんしながら、船せん尾びへ向かって進む。

　ちくしょう、時間がねぇ。

　あの、ボーリングで開いた穴みたいな異空間に入ってしまったら、ゲームオーバーだ。

　その前になんとしてでも、せきゆを連れ戻さないと……。

「……あぅ」

「──!!　今の声は……っ！」

　言うが早いか、俺は全力で駆け出していた。

　そして、せきゆの声が聞こえたタンクの上部から、中を覗き込む。

「せきゆっ！」

「あぅ……やめてください、詩恵里さん……んっ」

「ほれほれ。よいではないか、よいではないか」

　深くて広い石油タンクの中には、ちょこんとせきゆと詩恵里だけが入っていた。

　せきゆのたわわな胸には、詩恵里が顔を突つっ込こんでいる。

　詩恵里の右手は、せきゆの艶つややかな黒くろ髪かみを撫なで回し。

　左手は、腰こし元もとの方にギュッと回されている。

　そして、おもむろに左手がお尻しりの方へと下がっていき──。

「って、やめんかお前は！」

　俺は慌あわててタンクの中に飛び込むと、詩恵里に渾こん身しんのチョップを叩たたき込んだ！

　小さく「ぐぇ!?」という声を漏もらし、詩恵里は頭を押さえてうずくまる。

「な……何するんすか!?　これからがいいところだったのに!!」

「お前が男だったら即そく逮たい捕ほだよ、この変態『オイラー』が！　オイルハラスメントで訴うつたえるぞ!!」

「でも先せん輩ぱいだって、せっきーにさっきみたいなこと、したいっしょ？」

「ぐぬぬ……」

「なんでそこで言いよどむんですかぁ!?　灯也のえっち!!」

　色白な顔を赤面させて、せきゆが涙なみだ目めのまま叫さけぶ。

　いや、だって。俺も男の子だからさぁ……。

「ったく。よくここが分かりましたね、先輩？」

　真っ黒な婦警服に帽ぼう子し。スカートの丈たけは、もうちょっとで見えるレベルに短い。

　そんな石油ポリス姿の詩恵里は──けだるげにこちらを見やった。

　いきなりシリアスに揺ゆり戻すなよ。お前が空気ぶち壊こわしたんだろうが。

「昨日も言ったっすよね？　せっきーは『ユデン』に帰らないといけない。そうしないと『最後の審判オイルシヨツク』で──人類が滅びてしまうって」

「ああ」

「それでも邪じや魔まするって……そういうことなんすね？」

「そうだ」

　迷いなんてなかった。

　俺はきっぱりと詩恵里に言い放ち、せきゆに向かって手を伸ばす。

「せきゆ。うちに帰るぞ」

「灯也……」

　一いつ瞬しゆんパッと花のような笑みを浮うかべたが、すぐに沈ちん痛つうな面おも持もちへと変わるせきゆ。

「帰ってください。私たちは、もう終わったはずですっ！」

「よりを戻してくれ。せきゆ」

「一度流れた油は、もう戻りませんっ!!」

「流れてしまった油は、またリサイクルすればいい」

「ああ言えばこう言う……」

「俺は油あぶら汚よごれ並みに、しつこい性格だからな」

「あぅ……」

　困ったように眉まゆをひそめながら、太ももをもじもじこすり合わせるせきゆ。

　その口元は、ほんの少しにへっと笑っている。

　うん。

　その照れてる様子も、かわいい。

「先輩。ここは穏おん便びんに、引いてくれませんか？」

　せきゆを後ろに押しのけて、詩恵里が一歩前に踏ふみ出す。

「お断りだな」

「ったく。先輩は強情なんすから……折れてくれないってことなら、うちも石油ポリスとして、やることをやらなきゃならないんすよ？」

　そう言って詩恵里が、腰元のホルダーから取り出したもの。

　それはどこかで見た、給油ポンプの先せん端たん部分みたいな形をした銃じゆう。

「それ、アブラディーテの持ってた……」

「ええ。『シュバルツウーロン・イェーガー』っす」

　そんなイカした名前なの、それ？

「日本語だと『黒烏ウー龍ロンの狙そ撃げき手しゆ』……黒烏龍茶のごとく、油に効果を及およぼす代しろ物ものっす」

「日本語訳で台無しだな。言わなきゃよかったのに」

「アブラディーテにも聞きましたかね？　これは油天使を『廃はい油ゆ』に、人間を『マーガリン』にできる武器っす。これ以上邪魔をするというのであれば……うちは、先輩をマーガリンにせざるをえません。そして残念ですが……朝食のお供にするっす」

　食うのかよ。

　いやだよ、ジャムを上うわ塗ぬりされるの。

「今からでも遅おそくないっす……お引き取りください。そうすれば、パンと一いつ緒しよにトーストされる運命は避さけられます」

「トーストは確かにまっぴらだけど……せきゆを置いて帰るのも、まっぴらなんでな」

「あくまでも、石油ポリスと敵対するつもりっすか？」

「敵も味方もねぇよ。俺はただ、せきゆを連れて帰りたいだけだ」

「はぁ……」

　額に手を当てて、困こん惑わくの表情を浮かべる詩恵里。

「……なんでそこまでするんすか？　相手は石油っすよ？　ガソリンスタンドのガソリンと、組成は一緒っすよ？」

「お前だって石油大好き人間だろーが」

「ええ。だからこそ、『最後の審判オイルシヨツク』を起こさせるわけにはいかないっす。大好きな石油が、人間から『死神』呼ばわりされるのは……いやっすから」

「詩恵里さん……ありがとうございます」

　辛つらそうに歯は嚙がみする詩恵里の肩かたに、そっとせきゆが手を置く。

「私たち油天使のことを、それほどまでに考えてくれて……嬉うれしいです。詩恵里さんは……ちょっといやらしいこと、しますけど……本当に優しい方ですねっ！」

「……やめてくださいっす。うちはせっきーに、辛い選せん択たくを迫せまる悪者。それでいいんです。そんな言葉……いらないっす」

　せきゆの顔を見ないように、そっと手を振ふり払う詩恵里。

　そうか……お前も辛いんだな、詩恵里。

　石油に思い入れがあって。誰だれよりも石油のことを大切に思ってて。

　だからこそ、石油を護まもるために、石油に嫌きらわれてでも使命をまっとうしようとしている。

　ギャルな見た目してるけど、やっぱり根は真ま面じ目めで優しい奴だよ、お前。

「……せきゆ」

「──!!　灯也、近づいちゃダメですっ！」

　せきゆが狼ろう狽ばいしたように叫ぶ。

　詩恵里がキッと眉まゆ尻じりを吊つり上げて、給油ポンプ銃をかまえる。

「詩恵里。俺はお前ほど、石油自体への思い入れはないから──よく分かんないけど。俺はどうしても、せきゆと一緒にいたいんだ」

「……人間はどうしようもなく、ほ乳類なんですよ。どんなに愛したところで、石油とは……液体燃料とは結ばれない運命なんです。だから──下がってくださいっす！」

　人間と石油は、結ばれない運命か。

　その言葉を反はん芻すうしつつ──俺は頭の中に思い浮かべる。

　石油じゃなくって……せきゆのことを。




　庭の穴から出てきたときは、本当に驚おどろいたけどな。

　それからあいつと過ごした日々は、本当に楽しいものだった。

　熱しやすい性格だから、何事に対しても全力で取り組んで。

　だけどドジなもんだから、空回ったり、ときには物理的に燃ねん焼しようしたりして。

　困ったところもたくさんあるよ。

　でも……それ以上に。

　溢あふれんばかりの良いところがある。




「……石油があんなにかわいく笑うかよ。液体燃料に、表情なんかねぇよ」




　俺の寂さびしさに気付いて、抱だきすくめてくれた彼女。

　石油ファンヒーターみたいな温ぬくもりが、俺を優しく包んでくれた。




「石油が人を、抱き締しめたりするもんかよ。びしょびしょになるだろーがよ」




　その身体からだに流れるものは確かに、赤い血じゃなくって、石油なのかもしれない。

　でも、体組織を形作るものが違ちがったところで──せきゆの笑え顔がおが世界で一番綺き麗れいなことに、変わりはない。




「せきゆは、石油じゃねぇ！　俺に愛と幸せを振りまいてくれる──たった一人の、嫁よめなんだ。俺だけの……天使なんだ!!」




「灯也……っ！」

　せきゆがふるふると肩を震ふるわせて、ぽろぽろ涙を零こぼす。

　もしかしたら、それは灯油なのかもしれない。だってせきゆは、油天使だから。

　だけど、それが涙だろうと灯油だろうと……俺にとっては、大した問題じゃない。

　石油でできていたとしても、せきゆは石油じゃない。

　とびっきり素す敵てきな──世界一の女の子なんだから。

「……先輩の気持ちはよく分かったっす。せきゆさんへの想おもいも、理解しました。ですけど……」

　詩恵里は給油ポンプ銃を下げて、ぽいっと何かを放ほうり投げてくる。

　それは、いろ○すのペットボトル。

　その中に詰つまっている水が──見る見るうちに黒く染まっていく。

「もう時間がないっす。『最後の審判オイルシヨツク』がはじまります。このままじゃ、人間界が滅ほろびるっす」

　そうか……こうやって、あらゆる水が石油に変化してしまうのか。

　これが『最後の審判オイルシヨツク』。

　人間と油天使の間を隔へだてる、大きな障しよう壁へき。

「……だから、なんだってんだよ？」

　ひるむことなく、俺はせきゆのもとへと向かう。

　せきゆも詩恵里も、そんな俺の行動に目を丸くしている。

「先せん輩ぱい！　止まってください!!」

「なぁ詩恵里。人類は、本当に死し滅めつするのか？」

「水がなければ、人間は生きていけないっすよ！」

「油天使は、石油でできてるだろ？　それと同じように……人間もまた、石油人間に進化する可能性があるんじゃないか？」

「何言ってんすか!?　頭おかしいんすか!?」

「そうだな。どうかしてるよ、俺は……どうかしちまうくらい、せきゆが好きなんだ」

　そして俺はようやく、せきゆの前に立つ。

　潤うるんだ瞳ひとみ。赤く染まった頰ほお。ふるふると揺ゆれる給油ポンプ羽根。

　その全すべてが──愛いとおしい。

「俺はせきゆと一緒にいれるんなら、化学製品になったってかまわねぇ」

「私は……石油ですよ？　ちょっと中東地域を掘ほれば、代わりなんていくらでも……」

「俺は石油が好きなんじゃねぇよ」

　せきゆを抱き締める。

　華きや奢しやな身体が壊こわれてしまうくらいに──強く、強く。




「お前が好きだ。大好きだ。石油じゃなくって──せきゆが。油天使とか石油とかどうでもよくって……ただお前が、好きなんだ」




「灯也……灯也ぁぁぁぁぁぁ!!」

　決けつ壊かいしたダムのように、せきゆの瞳から大量の雫しずくが流れ落ちていく。

　そのぐしゃぐしゃな笑顔のまま、せきゆは俺を抱き返してきた。

　黒く染まっていく世界の中心で、俺たちは抱き締めあう。

「私も……好きですっ！　大好きですっ!!　もう油天使でも普ふ通つうの天使でも……天使じゃなくっても、かまわない。私はただ、灯也と一緒にいたい！　ただの一人の女の子として……あなたをずっと、愛し続けたいんですっ!!」




　ああ──ありがとう。せきゆ。

　俺はお前と出会えて、本当によかったよ。
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「あっ……灯也。目を、瞑つぶってください……」

「ん？　どうした、せきゆ？」

「ダメッ！　早く、目を瞑ってぇぇぇぇ……あっ」

　──ぷしゃああああ。

　給油ポンプ羽根がピンと張ったかと思うと、大量の石油が中空へとばら撒まかれた。

　油田が掘り起こされたときのように、高く噴ふき上がる石油。

　そして俺とせきゆの全身を、石油がびしゃびしゃに濡ぬらしていく。

「あぅ……ごめんなさい。灯也のこと、汚よごしちゃいました……」

「お前が出した石油だぜ。綺麗だよ。飲んでもかまわないくらいだ」

「バカ！　恥はずかしいから、飲むのはダメです!!」

　ぽかぽかと俺の胸を叩たたいてくるせきゆ。かわいい。

　そうやって石油まみれになる中で──俺はポケットから、ひとつの箱を取り出した。

　そして、ゆっくりと蓋ふたを開ける。

「灯也……これは？」

「結けつ婚こん指輪だよ。『タンクローリーくん』だけじゃ、俺の本気が伝わんないなと思ってさ。この間また、一人で銀座に行って買ってきたんだ」

　指輪の中心に埋うめ込まれているのは、ブラックダイヤモンド。

　ダイヤモンドよりも安価な──だけど、石油みたいな色をした宝石。

「石油王なんだから、もっと高級なものを買ってもよかったんだけど……やっぱりせきゆには、この色かなと思ってさ。ほら、二人でお揃そろいだ」

　自分の左手の薬指に真っ黒な指輪をはめて、せきゆの方に向ける。

「ありがとう……灯也」
















　せきゆは瞳をうるうるとさせながら──こくりと頷うなずいて。

　箱から取り出した指輪を、ゆっくりと左手の薬指へ通した。

「……まったく。すごいっすね、先輩は。こんな奇き跡せきを起こすなんて」

　詩恵里が何やら感心したように、ちょっと呆あきれたように、ふっと……微笑ほほえんだ。

　その足元に転がっているのは──先ほど放り投げられた、い○はす。

『最後の審判オイルシヨツク』によって黒く染まっていたその水が……少しずつ、透とう明めい度どを取り戻もどしはじめている。

「どういうことだ？　『最後の審判オイルシヨツク』がはじまったんじゃなかったのかよ？」

「……水と油は、混ざらない。一いつ般ぱん的にはそう言われてるっすけど……『界面活性剤ざい』があれば。水と油は混ざりあうことができるんです」

　そういえば、理科の授業でそんなこと習ったっけな。

「二人の間に生まれた想い。二人を繫つなぐ、大切な絆きずな。ちょっとクサい言葉で言うなら……『愛』が、人間と油天使の界面活性剤になった。多分そういうことなんだと、思うっす」

「愛の……界面活性剤？」

「そうっす」

　詩恵里はなんか、うっすらと涙なみだすら滲にじませてるけど。

　ごめん。何を言ってるのか、さっぱり分かんねぇ。

　分かんないけど、いろ○すは。

　見る見るうちに色を変えていき──やがて、完全な水へと姿を戻した。

「全てを捨てても、せっきーを愛そうとした先輩の行動。そしてそれに応こたえたせっきー。愛が、人間と油天使の運命を変えたんす。先輩たちは本当に……『ユデン』と人間界を繫ぐ、パイプラインになったんすね」

「まるで理り屈くつは理解できないけど……要は『最後の審判オイルシヨツク』は止まったってことでいいのか？　俺とせきゆは、一いつ緒しよにいられるってことなのか？」

「そうなんですか、詩恵里さんっ!?」

「ええ。二人の愛の力で、確かに『最後の審判オイルシヨツク』は止まったっす。お二人は一緒にいられます。いえ……いていただかないと、困るんです」

　さっきまで別れろって言ってたのに、今度は寄りを戻せってか。

　わがままな姑しゆうとめみたいなこと言ってんな、お前。

「『最後の審判オイルシヨツク』はリセットされたわけではなく、中断された状態にあるっす。つまり二人の愛の界面活性剤が、『最後の審判オイルシヨツク』を食い止めてる状態にあるわけっすね」

　詩恵里はホルダーに給油ポンプ銃じゆうをしまいながら、言葉を続ける。

「だから……ここからは茨いばらの道っすよ？　お二人の気持ちが離はなれるようなことがあろうものなら、界面活性剤が切れて、すぐさま『最後の審判オイルシヨツク』が再開します。つまり、先輩とせっきーは、ずっと心を通わせ続けなければならない」

「なるほどな。つまり、俺とせきゆは一生、そばにいなきゃいけないってことか」

「ええ。もし何か事態が急変したら、そのときは──また石油ポリスが、介かい入にゆうせざるをえなくなるっすね」

「灯也……」

　せきゆが心配そうに俺を見てくる。

　そうだよな。世界の命運が掛かかってる……なんて言われたら、怖こわくなっちまうよな。

　だけどな……何も心配しなくていいんだぜ？　せきゆ。

「ふわっ!?」

　俺はすっと自分の唇くちびるを──せきゆの唇に重ねた。

　それは、互たがいの愛を確かめあうキス。

　永遠を約束する──誓ちかいのキス。

　初めて触ふれたせきゆの唇は……石油じゃなくって、甘い味がした。

「あぅ……灯也と、キ、キキキキ……ッ!!」

「ふ、夫ふう婦ふなんだから……これくらい、と、当然だろ……」

　唇を離した途と端たん、俺は急に気き恥はずかしくなって、せきゆから視線を逸そらした。

　せきゆは動どう揺ようして、また給油ポンプ羽根から石油を噴ふん射しやしている。

「ってわけだ。詩恵里」

「どういうわけっすか。いきなり人前でいちゃつくの、やめてくださいっす」

　ジトッとした目で睨にらんでくる詩恵里。

　なんだよ。愛がどうのって言い出したの、お前じゃねぇか。

「見てのとおり、俺たち二人は愛しあってる。この気持ちに、噓うそも偽いつわりもねぇ。だから──『最後の審判オイルシヨツク』なんて、もう起こらない。起こさせない……そういうことだよ」




　そうだ。

　俺は人間とか石油とか、そんなものは超ちよう越えつして。

　ただ、せきゆのことを、永遠に愛し続けたい。そう思ってる。

　この気持ちは、たとえ俺が化石燃料になる頃ころになったって──。




　絶対に、変わらねぇ。








エピローグ　世界に一人だけのせきゆ






「にぃちゃん！　せきゆちゃん!!」

　タンカーから降りると同時、明あか莉りがいち早く駆かけ寄ってきた。

　おお。そんなに心配してくれてたのか、妹よ。

　さぁにぃちゃんの胸に飛び込んで──。

「せきゆちゃん……せきゆちゃん！　よかったぁ……!!」

「ごめんなさい、明莉。心配、掛かけちゃいましたね」

　せきゆの胸に飛び込んだまま、泣きじゃくる明莉。

　うん。まぁいいけどね。にぃちゃん、全然寂さびしくなんてないんだからね。

「ウオオオオオ！　トーヤアアアアアッ!!」

「ぎゃああああああ!?」

　俺の胸に飛び込んできたのは、ごく普通のアラブ人高校生。

「トーヤ……トーヤ！　ヨカッタ……ッ!!」

「あ、ありがとう、アブラダ……」

　ごめんな、心配掛けちまって。

　だけど、本気で抱だき締しめてこないでくれ。お前の力でやられると、マジで死んじまう。

「おかえりなの。せきゆさん」

　明莉とアブラダが落ち着いてきたあたりで。

　ゆっくりと美み萌もえが、せきゆの方へと近づいてきた。

「美萌さん……ありがとうございますっ！　色々と手助けしてくれたって、灯とう也やから聞きましたっ!!」

「せきゆさんがいなくなって、灯也くん、すごく寂しそうだったの。そんな顔、萌もえは見たくなかったの。だから……なの。でもっ！」

　ビシッと、美萌はせきゆのことをまっすぐに指差す。

「萌はまだ、負けたわけじゃないの！　萌の方がふさわしいって、灯也くんに思ってもらえるように頑がん張ばるの!!　二人は夫婦だけど、そんなに進展してないと、萌は分ぶん析せきしてるの。だから……」

「進展……あぅ」

　せきゆが何を思い出したのか、反射的に唇を押さえた。

　顔をほのかに紅潮させて。

「えっ？　えっ？」

「あ……いや、これは……」

「……したの？　キス……」

「…………あぅ」

「はぅぅぅぅぅ!?」

　美萌が絶ぜつ叫きようとともに、その場に倒たおれ込んだ。

　その拍ひよう子しにポケットから飛び散る、無数の五千円札。

「え、マジで？　せきゆちゃん、にぃちゃんとキスしちゃったの!?」

　宙を舞まうお札を器用にキャッチしながら、嬉き々きとした表情で明莉が聞く。

　お前、後でちゃんとそれ返せよ。

「あぅ。それは、あぅ……」

「ねぇねぇ、どうだった？　ちゃんとリードできてた？　下手くそで嫌いや気け差してない？」

「さ、差してないですっ！　とっても、気持ちよかったですっ!!」

「ってか、何その指輪!?　まさかにぃちゃんが渡わたしたの!?」

「は、はいっ！　灯也からの、愛の贈おくり物ですっ!!」

　やめて、せきゆ。

　恥はずかしくて死んじゃうから。マジで。

「仲がよろしいようで。良きかな良きかな……っすね」

　タンカーの方を振ふり返ると、そこにはデッキから俺たちを見下ろす詩し恵え里りの姿があった。

「何よ！　まだせきゆちゃんを連れてこうってつもり!?　言っとくけど、せきゆちゃんは我が家の大切な家族で、大規模な資産なんだからね!!」

「もう何もするつもりはないっすよー。『最後の審判オイルシヨツク』も、ひとまず沈ちん静せい化しましたからね。めでたしめでたし、ってやつっす」

　ガルルル……と唸うなる明莉を尻しり目めに、詩恵里は達観したように呟つぶやく。

「油あぶら天てん使しの存在が公おおやけになるのは避さけたいんで。今回の事件については、石油ポリスの方できちんと処理するっす。皆みなさん、くれぐれも他言無用ってことで」

「青せい龍りゆう院いん財ざい閥ばつの方でも、情報操作しておくの」

「それはありがたいっすね。ぜひお願いするっす」

「……何よ。随ずい分ぶんと、さっきまでとは態度が違ちがうじゃない」

「そっすか？　自分は本来、こういう人間っすよ。ケンカが嫌きらいで、石油と結けつ婚こんしたい、どこにでもいる普ふ通つうの女の子っす」

　石油と結婚したいギャルは、世界にもそういないと思うぞ。

「せっきー。どうか、先せん輩ぱいとお幸せに。それと、他のお友達も大切にしてくださいっす」

「はいっ！　明莉さんもアブラダさんも美萌さんも、みーんな大切にしますっ!!」

　満面の笑えみで、みんなを見み渡わたして。

　最後にせきゆは、言った。

「もちろん、詩恵里さんのことも！　大切にしますねっ!!」

　予想外の言葉だったのだろう、詩恵里は目を真ん丸にする。

「……うちを？」

「はいっ！　だって詩恵里さんも、もう……友達ですもんっ!!」

「せっきー……」

　その眩まぶしすぎる笑顔から、ふいと目を逸らして。

　詩恵里は震ふるえる声で、ぽつりと呟いた。

「ありがとうっす。自分も好きっすよ……せっきーのこと」




　　　　[image: ]




『最後の審判オイルシヨツク』事件から、一週間が過ぎた。

　あっという間というか、なんというか。

　──石油ポリスと青龍院財閥が裏で手を回したおかげか、特にせきゆのことが世間に知れ渡った様子はない。

　石油資源の枯こ渇かつを免まぬがれたので、俺たちは相変わらず三階建ての大だい豪ごう邸ていに住んでいる。

　そして、そんな手に余るほどの大きな家の中で──。

　せきゆは今日も、元気に過ごしている。

「じゃーんっ！　灯也、これ見てくださいっ!!」

　キッチンから出てきたせきゆは、エプロン姿のまま、ずいっとお皿に盛られたチョコレートケーキを突つき出してくる。

「明莉と一いつ緒しよに作ってみましたっ！　どうです？　おいしそうですか？」

「あ、ああ……」

　おいしそうだけど、強しいて言うならショートケーキとかの方が良かったかな？

　ほら、お前が作るとチョコレートなのか石油なのか、判断つかないし。

「っていうか、やたら気合が入ってんな。せきゆ」

「そりゃあ、もう！　だって今日は、事件解決のお祝いってことで、皆さんが遊びに来るんですからっ!!」

　ぴったりなタイミングで。

　玄げん関かんのチャイムが、鳴り響ひびいた。

「はーいっ！」

　せきゆが軽かろやかな足取りで、エプロン姿のまま客人を出で迎むかえに行く。

「せきゆちゃん、楽しそうだねぇ」

　キッチンから出てきた明莉が、ふぅとため息をつく。

「まぁ、ああいうところがかわいいんだけどね。せきゆちゃん」

「そうだな」

「ん？　何、今の？　のろけ？　のろけなの、にぃちゃん？」

　うっせぇな、お前は。

　ぺしっと軽く明莉をはたいていると、せきゆに連れられた三人がリビングへ入ってきた。

「お邪じや魔ましますなの」

「ハロー」

「うっひゃあー。すげぇっすね、先輩んち。ちょー広々っす！」

　美萌・アブラダ・詩恵里の三人をソファに促うながすと、俺はコーヒーメーカーでせきゆが作った、特製コーヒーを準備する。

　……これもコーヒーなのか石油なのか、判別に困るな。

　六人でテーブルを囲み、コーヒーをすする俺たち。

「っていうか……詩恵里さんまで来るとは、思ってなかったんだけど」

「ん？　聞いてなかったっすか。あかりん」

「あかりんって……あんた、随ずい分ぶん馴なれ馴なれしいじゃん。せきゆちゃんを誘ゆう拐かいしようとしたくせに」

「明莉。詩恵里さんは『最後の審判オイルシヨツク』を止めるために、仕方なくやってたんですっ。私はもう、全然気にしてませんからっ！」

「せっきーは相変わらず優やさしいっすねぇ。石油な上に優しくてかわいいとか……うち、せっきーへの愛情を我が慢まんできない!!」

「きゃっ!?」

　言うが早いか、詩恵里はせきゆに飛びつくと、触さわってはいけないようなところに手を伸のばそうとしはじめる。

　俺は嘆たん息そくしつつ、首根っこを摑つかんで詩恵里を引き剝はがした。

「この『オイラー』ギャルが。せきゆに変なこと、してんじゃねぇよ」

「へーい。じゃあ……先輩で我慢するっすよ！」

　ちょっ!?

　首の後ろに手を回して、俺の胸むな元もとへとダイブしてくる詩恵里。

　香こう水すいの香かおりが、鼻び腔こうをくすぐる。

「この間の先輩、ちょーかっこよかったっす。マジ、リスペクトっす！」

「だーかーら、お前はボディタッチが過か剰じようなんだよ！　離はなれろ!!」

「いーじゃないっすかぁ。かわいい後輩の、精せい一いつ杯ぱいのスキンシップっすよ？」

「……萌も！」

　バッと、俺と詩恵里の間に割って入って。

　美萌が意を決したように、ポシェットに手を突っ込んだ。

「これ以上、みんなに後おくれを取るわけにはいかないの。だから──萌は負けないの！」

　……何と戦ってんの、お前？

　首をかしげる俺の眼前に、突き出されたるは五千円札の束。

「このお金で、萌を好きにする権利をあげるの！」

「いや、いらない」

「普通の男性はお金を払はらって、女の子を好きにする権利を買うらしいの！　それなのに萌の場合は、お金がついてくる!!　すっごくお得なの！」

　やかましいわ！

　お前はいい加減、金の力でなんでも解決しようという考えを改めろ!!




　────ガンッ！




　後頭部に、覚えのある鈍どん痛つうが響き渡った。

「ぐぁああ……っ！」

「灯也……何をしてるんですか？」

　頭を抱かかえた俺の顔を覗のぞき込むのは──びっくりするくらいに、笑顔なせきゆ。

　だけどその瞳ひとみは、なんか笑ってないような……。

「ひょっとして……浮うわ気き、ですか？」

　ひょいっと。

　せきゆが新たに、一いつ斗と缶かんを振りかぶる。

「待て！　待て待て、これは浮気とかじゃねぇ!!　っていうか、俺は何もしてねぇ！」

「灯也の……ばかぁぁぁぁぁ!!」

　俺は慌あわてて、椅い子すから滑すべり降りた。

　その頭上を飛んでいく、満タンの一斗缶。

「あぅ……なんか私、またぷすぷすしてます」

　ぷすぷす。

　分かりやすい音を鳴らしているのは、せきゆの給油ポンプ羽根。

「って、おい！　また一酸化炭素出てんぞ!?　アブラダ、手伝ってくれ!!」

「オーケー」

　リビングの窓を開け放ち、あやういところで一酸化炭素中毒を免れる俺たち。

「せきゆ、落ち着けって」

「……灯也が他の女の子といちゃいちゃしてるの、いやですっ」

「いちゃいちゃしてねーよ」

「してましたっ！」

　意外と頑がん固こだよな、せきゆって。こびりついた油みたいに。

　しかし──このままじゃ、また『最後の審判オイルシヨツク』が起きてしまいかねない。

　ったく。

　恥はずかしいけど……仕方ないか。

「……お前だけだって。俺が、好きなのは」

「……ほんとですか？」

「ったり前だろ。俺とお前は、その……夫ふう婦ふ、なんだから」

「じゃあ、もう一回言ってくださいっ」

「は？」

「『好き』って、もう一回聞きたいですっ！」

「人前で何度も、そんなこと言えるかよ。恥ずかしい」

「いーやーでーすっ！　もう一回言わないと、私、もっとぷすぷすしますよっ!?」

「一酸化炭素は勘かん弁べんしろよ……ったく。好きだよ、せきゆ」

「……あぅ」

　どろりと。

　給油ポンプ羽根から、一筋の石油が零こぼれ落ちた。

　そんな俺たち二人を、冷ややかな目で見ている美萌と詩恵里。

「ずるいの！　せきゆさんばっかり!!　もっとお金を払えばいいの!?」

「だから、金はいらねぇっつってんだろ！」

「うちは先せん輩ぱいもせっきーも、どっちも好きなんすよねぇ。どうっす？　ここはうちも混ぜて、三人でいちゃいちゃ……」

「しねぇよ！　発想が柔じゆう軟なんにもほどがあるだろ、お前は!!」

「はぁ……にぃちゃんも罪作りだよねぇ」

　そんなやり取りに肩かたをすくめつつ、明莉がぼやいた。

　その隣となりでは、がたいのいいアラブ人が、柔にゆう和わな笑えみを浮うかべている。

「トーヤ、ジャパニーズ・サムライ、ダカラ。ミンナニ、好カレル」

「アブラダくんも？」

「……言ワセルナ、恥はズカシイ」

　待って待って。なんで頰ほおを赤らめてるの、アブラダ？

『最後の審判オイルシヨツク』なんかより、よっぽど怖こわいんだけど。

「ま、今日のところはここまでにしよっ。みんな！」

　騒そう然ぜんとしているリビングで、明莉がパンパンッと手を打ち鳴らした。

　そして──茶色い紙かみ袋ぶくろに入った何かを掲かかげて、えへんと胸を張る。

「今日は石油マネーを使って……じゃじゃーん！　今どきレトロな、セガサ○ーンを手に入れてきたよ！　せっかくみんなで集まったんだし、ゲームしよ。ゲーム!!」







　と、いうわけで。

　ＴＶの前に陣じん取どると。

　俺たちはわいわいがやがやと騒さわぎながら、『栗太郎地下鉄くりてつ』のセ○サターン版をプレイしはじめる。

　──俺にはかわいい嫁よめがいて。

　石油王という地位と、大金がある。

　それにこうして、一いつ緒しよに騒ぎあえる友達もいる。

　これ以上の『人生逆転』なんて──ありえねぇよな。







　アブラカダブラ。

　今日も明日あしたも、明後日あさつても。

　ずっとこの幸せが……続きますように。








あとがき






　初めまして。もしくはご無ぶ沙さ汰たしております。氷ひ高だか悠ゆうです。

『今すぐ辞めたいアルスマギカ』や『テンプレ展開のせいで、おれのラブコメが鬼き畜ちく難易度』の頃ころから氷高を知ってくださっている方──今回もまた、コメディ満まん載さいでお届けしておりますよ！

　初めましての方も、楽しんで読んでいただけると幸いです!!




　……とはいえ。

　今回はこれまでの二作とは異なり、極めてスタンダードな『ボーイ・ミーツ・オイル』ラブコメディとなっております。

　掘ほり出した石油と夫婦になり、妻の噴ふき出す石油で石油王になる──って書いてしまうと、ありきたりな感じがしますね。

　氷高のこれまでの作風を知っている方からすると、肩かた透すかしを喰くらったように感じるかもしれません。

　ですが──読んでいただくと、きっと伝わると思います。

　石油でできた女の子が、本当にかわいくて。

　彼女との夫婦生活が、石油ファンヒーターのように温かいということが。




　石油は、我々の生活に欠かせないものです。

　枯こ渇かつしてしまっては、もう生きていけない。

　反対に、いっぱいの石油があれば、それだけで生きていける。

　それって、なんだか……恋こいに似ていませんか？

　そう。我々は石油を通して、疑似恋れん愛あいをしているのです！

　そんな人類共通の想いを、『せきゆ』という女の子で表現したのが本作です。

　熱しやすい性格で、温かい心を持っていて、ときどきピュッと──石油を出しちゃう女の子。そんなせきゆと過ごす日々が、どんなものになるのか……それは本編で、どうぞお楽しみください。

　また本著と同じ五月二十日に発売となるドラゴンマガジン七月号にも、短編が掲けい載さいされております。そちらも併あわせてご覧いただけますと嬉うれしいですっ!!




　それでは謝辞を。

　担当Ｅさま。いつもお世話になっております。前作終しゆう了りようからスピーディーに新作刊行に至ったのは、あなたの手しゆ腕わんがあってこそです。石油系の小ネタを思いついたら、またどんどん送ってくださればと思います！

　荻おぎｐｏｔｅさま。『石油系美少女』という首をかしげるような依い頼らいに応こたえていただき、誠にありがとうございます。せきゆのみならず、他のキャラクターもイメージどおりで、大変嬉しかったです。素敵なイラストをありがとうございます！

　本作の出版・販はん売ばいに関わってくださったすべての皆みなさま。

　創作関係者の皆さま。

　友人・先せん輩ぱい・後こう輩はい諸氏。

　様々なご縁えんに恵めぐまれて、氷高はこうして執しつ筆ぴつを続けることができております。心より感謝申し上げます。

　大切な家族。いつも支えてくれてありがとう。特にスペシャルサンクスでもある妻。石油王を題材にどう面白く書こうか迷っていた氷高に、「もう、石油を女の子にしちゃえば？」と鶴つるの一声を放ってくれたおかげで、せきゆが生まれました。夫婦の会話とは思えないけど、助かりました。

　石油王さま。

　よろしければ大人買いならぬ、石油王買いをしてやってください。もしくは石油マネーで氷高をご支し援えんください。ご連れん絡らくを、首を長くしてお待ちしております……っ！




　そして最後に──読者の皆さま。

　本作は楽しんでいただけましたでしょうか？　せきゆをかわいいと、思っていただけましたでしょうか？

　少しでも笑って、明日あしたの活力に繫つながったのであれば幸いです。

　皆さまにも『ボーイ・ミーツ・オイル』が訪れることを、心から祈いのっております。







　アブラカダブラ。

　どうかみんなが──幸せに、なぁれ。








氷高　悠










氷高悠

●ひだかゆう



第26回ファンタジア大賞〈銀賞〉受賞。『今すぐ辞めたいアルスマギカ』にてデビュー。

広島出身、千葉在住。

本著は「『かわいい石油』に興味がある方」「石油王に憧れる方」「実際に石油王な方」にお勧めです。特に、実際に石油王な方。思いきって本著を買い占めていただけますと幸いです。我こそが石油王という方、ご注文の相談はファンタジア文庫編集部まで！



















カバー・口絵・本文イラスト／荻ｐｏｔｅ

カバーデザイン／伸童舎












せきゆちゃん（嫁よめ）








氷ひ高だか 悠ゆう
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